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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　秋が訪おとずれるたびに、十二年前のことを思い出す。

　教会からの帰り道、近所の人が運転する車の後部座席に、黒いスーツ姿の父さんと並んで座り、五歳のわたしは小物入れを見下ろしていた。

　早朝、病室の母さんがわたしにくれたそれは木製のアンティークで、繊せん細さいな彫ほり物がほどこされてあり、鍵かぎ穴あなの金具部分がかすかに錆さび付いていた。

　──中にはね、秘密の手紙が入っているの。だから、こっそり読むのよ？

　はかなげに母さんが笑った。それが、母さんの最さい期ごの笑え顔がおだった。

　もともと身体からだの弱かった母さんは、春から入退院を繰くり返していた。きっと治るとわたしも父さんも信じていたけれど、母さんが元気になることはなかった。

　──母さんの家に代々伝わっている小物入れだから、大切にね。

　泣き疲つかれたわたしの耳に、そう言った大好きな母さんの声が残っていた。

　小物入れにはまだ、母さんの香かおりや体温が残っている気がした。とにかく大事にしなくちゃって誓ちかいながら、わたしは車の中で、ぎゅっとそれを抱かかえ込んだ。

「開けないのかい？」

　横で見ていた父さんが言った。

「……うん。秘密の手紙だから、こっそり読むの」

　わたしの頭を撫なでた父さんは、そのまま自分の胸に引き寄せた。

「ニーナ。これからおまえは父さんとふたりで暮らしていかなくちゃいけない。それはどうしようもない現実で、きっとすごく寂さびしいことだ。でも、ふたりで乗り越こえよう。この寂しさを、一いつ緒しよに乗り越えるんだ」

　父さんの声は震ふるえていた。うつむくわたしの答えを待たずに、父さんは続けた。

「……写真は好きかい、ニーナ？」

　まぶたを閉じて、わたしはうなずいた。写真館を忙せわしなく動きまわり、仲良く働く父さんと母さんの姿が脳のう裏りを過よぎった。つんとする現像液の匂におい、ファインダーをのぞく父さんの背中、カウンターに立つ母さんの横顔。わたしのそばにはいつも写真があって、写真に囲まれて育ったのだ。嫌きらいなわけがない。涙なみだが頰ほおに流れて、ぽとんと小物入れに滴しずくが落ちた。

「……うん。好きだよ、父さん」

「そうか。なら、おまえに全部を教えよう」

　大きな父さんの手が、わたしの髪かみをぐるんとかきまわす。

「母さんも写真が好きだった。だから父さんと一緒に、母さんの好きだった仕事を続けていこう」

　わたしは大きくうなずいた。

「うん。父さんと続けたい。だから教えて、父さん」




　家に戻もどるなり「すぐに戻るよ」と告げて、父さんは近所の人と出て行った。

　残されたわたしは小物入れをテーブルに置いて、コートのポケットを指で探さぐった。でも、入れていたはずの鍵かぎはなかった。その代わりに自分の小さな指がポケットを貫かん通つうする。穴が空いていたのだ。

「……落としたんだ！」

　鍵を捜さがすために小物入れを抱えて家を出た。肌はだ寒ざむい秋風が、弾はずむ息を白くさせた。煙えん突とつから立ち上る煙けむり、遠くで鳴り響ひびく教会の鐘かねの音。陽ひ射ざしの陰かげりはじめた石だたみの通りを、わたしは必死に駆かけた。

「どこで落としたんだろ。あれがなくちゃ開けられないのに！」

　幼かったわたしは焦あせりと不安でいっぱいになり、とうとう声を上げて泣きじゃくった。闇やみ雲くもに走ってたどり着いたのは、小川にかかる橋だった。走り疲れてしゃがみ込み、暗くなっていく空をあおぎ見て心細くなり、また泣いた。

　小物入れごと両りよう膝ひざを抱えて顔を埋うずめたとき、車の走り去る音が聞こえた。その音は少し先で、なぜかふいに途と絶だえた。

「どうしたの」

　声をかけられて、わたしは顔を上げた。立っていたのは身なりのよい、十代前半の華きや奢しやな男の子で、髪はまばゆいブロンド。瞳ひとみは夏の青空を思わせる澄すんだブルーだった。

　わたしがか細い声で事情を伝えると、男の子は目の前にしゃがんだ。

「見せて」

　おずおずと差し出すと、男の子は鍵穴をのぞき見た。それからにこっと笑い、周囲を気にするように見まわしたあとで、自分の唇くちびるにそっと人差し指を当てた。

「これから僕がすることを、内ない緒しよにしてくれる？　人前でやると叱しかられるんだ」

「叱られるの？」

「うん。でも、それは開けられるよ」

　わけがわからなかったもののその言葉に嬉うれしくなり、わたしは大きくうなずいた。

「わかった。内緒にするね！」

　小物入れをわたしに持たせたまま、男の子は左手の人差し指を上向きにする。と、指先に炎ほのおが灯ともった。やがて炎は親指ほどの大きさの、翼つばさを広げた鳥になった。

「なに……なにそれ！　熱くないの!?」

「これは精せい霊れいの力。僕はヴェーダだ。だから熱くないよ。きみ、ヴェーダを知らないの？」

　ヴェーダ。わたしの好きな絵本には、精霊の血筋を引いた少年の物語があった。現実にもいると知ってはいたけれど、間近にしたのはこれがはじめてだったのだ。

「ヴェーダにちゃんと会ったのははじめて。すごいね！　あなたみたいな人、ルテにたくさんいるの？」

　男の子は笑った。

「ヴェーダはたくさんいるよ」

　揺ゆらめきながらやがて鳥は、鍵の形を象かたどった。炎の鍵はひとりでに鍵穴に入り込み、かすかに金具を焦こがしながらカチリと小さな音をたてた。

　すごい！　とにかくびっくりして手を離はなし、地面に落としてしまう。その衝しよう撃げきで開いた小物入れから、一通の手紙がひらりとこぼれた。秘密の手紙だ！

「よかったね」

　男の子が軽く手首を揺らすと、炎は跡あと形かたもなく消える。その手首の内側には、交差する剣けんを描えがいた小さな青い入れ墨ずみがあった。

　……なんだろ。あれ。

　気をとられていると、男の子がぽつりと言った。

「でも、僕みたいなやつは……あんまりいないかも」

　ヴェーダに会えた衝撃と、たったいま目にしたことが信じられずにぽかんとしていると、遠くから太い声が上がった。

「……ドルフ！」

　橋のたもとに停とまった一台の黒い車のそばに、後部座席のドアを支える人物が、逆光の中で影かげのように立っていた。振ふり返った男の子は「行かなくちゃ」とつぶやいてから、わたしを見下ろした。

「おうちに帰れる？」

「うん」

　すると男の子は、消え入りそうな声で言った。

「……帰れる家があるんだね。いいな」

「おうち、ないの？　車だって立派なのに……？」

　車を見つめる男の子の視線は遠く、その横顔はなぜだかひどく寂さみしげだった。

「……あるよ、家は。でもどこにいても〝ここじゃない〟って感じるんだ。もっとどこか。ここじゃない違ちがう場所に、本当の帰るべき場所があるような気がしてるんだけど」

　当時のわたしには理解できない返答だった。とまどうわたしに、男の子はいたずらっぽい笑みを見せた。

「なんて、きみに言ってもしかたがないよね」

　ため息混じりに車を見てから、男の子はわたしに背中を向けて肩かた越ごしに振り返った。

「さようなら。気をつけておかえり、お嬢じようさん」

　言い残して、橋を駆けて行く。やがて黒い車に乗り込み、そのまま去ったのだった。




　ヴェーダ。




　彼らを目にすると、鍵を開けてくれた男の子の姿と重なり、わたしの胸はいつもときめく。でも、それと同時に後こう悔かいの念もわいてくるのだ。

　鍵を開けてくれてありがとうと、男の子にお礼が言えなかったから。
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　サンルノン共和国の首都ルテ。

　誰だれもがモノクロ映画と歌劇に熱中し、銀幕スターのブロマイドは飛ぶように売れる。ラジオが最新ニュースを流し、蓄ちく音おん機きでレコードを聴きく。繁はん華か街がいには耽たん美び的なキャバレーが集中し、芸術家たちは夜ごと、デサンジェ通りのカフェに集つどう。新聞記者はタイプライターを打ち、カメラ片手にゴシップを求めて飛びまわる。

　路面電車と車が混在し、自転車とスクーターが行き交かうこの街は、政治の中ちゆう枢すうをになう大統領府・リュゼ宮きゆう殿でんの一区を中心として、北西に位置する二区からはじまり、時計まわりで螺ら旋せん状に整備された二十一区までの円形の都市だ。

　その九区の教会では、いままさに結けつ婚こん式が行われていた。

「建国記念休きゆう暇かの前日に結婚すれば、どんなに忘れっぽくても記念日に気づくでしょ？」

　ウエディングドレスに身を包んだ花はな嫁よめのミシェルさんは、そう言ってゲストを笑わせた。

　式の最中、花嫁の登場に指輪の交こう換かん、祝福のキスという、一連の素す敵てきな流れを写真におさめてきた。こういった仕事ははじめてだったから、うまく撮とれているのか仕上がりにドキドキしている。だって、どれも二度と撮さつ影えいできないんだもの。

　大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまく撮れている。わたしは自分に言い聞かせながら、ゲストたちに声をかけた。

「では、お集まりください。これから記念撮影をします！」

　曇くもりの日が多い秋のルテには珍めずらしく、午後の陽ひ射ざしが眩まぶしい。教会を背景にして新しん郎ろう新婦を囲み、着き飾かざった人々が階段に並んだ。

　わたしは二眼レフカメラを手早くケースに入れて、三さん脚きやくの大判カメラに手をかけた。

「寒いですから迅じん速そくにいきましょう！　えーと……右みぎ端はしのお髭ひげが素敵な男性、そうです、あなたです。もうちょっと左へ。それと、新婦の後ろにいる髪かみ飾かざりが華はなやかなご婦人は、左ひだり肩かたを斜ななめにしてみてください。いいですよ！　とってもセクシーです！」

　指示するわたしに、全員がどっと笑った。ファインダーをのぞいてみる。うん、すっごくいい感じ！　主役の新郎新婦はもっとも華やかに目立たせなくちゃ。なおかつ、みんなに祝福されている幸せなこの雰ふん囲い気きも、絶対に写真におさめたい。

「かしこまらなくってもいいですよ！　そんな堅かた苦くるしい表情をしていたら、みなさんはわたしの面おも白しろくないジョークを聞くはめになります、いいんですか？」

　またみんなが笑った。いまだ。

「そのまま！」

　シャッターをきった。

「もう一枚撮ります！」

　すかさずホルダーにセットしてあるシートフィルムを差し替かえて、シャッターをきる。間をおかずにもう一度。全部で三枚の写真を撮った。はじめて注文された結婚式の撮影にしては、たぶん上出来だ。

　……終わった。

　ほっとするとともに満足しながら、わたしはカメラから離れて拍はく手しゆをした。

「ありがとうございます。おつかれさまでした！」

　談だん笑しようする人々の間から、正装姿の小こ柄がらな老人が杖つえをつきながら近づいて来た。

「やあやあ、ニーナ！　たいしたもんだ。写真が楽しみじゃよ！」

　ボトンじいさんに続いて、中年の夫婦ふうふも手を振りながら姿を見せた。ミシェルさんの両親、マージさん夫妻だ。

「ニーナ！　あんたに頼たのんでよかったよ！」

「本当だ、いやいや、立派なもんだなあ！」

　家族ぐるみで付き合いのあるボトン家の人たちは、シモン写真館の大切な常連さんだ。

「注文してくれてありがとう、ボトンじいさん、マージさん、おじさん。結婚式の撮影ってやってみたかったから、すっごく嬉うれしかったし、わたしも参加できて楽しかったわ！」

　わたしよりも背の低いボトンじいさんは、顔をしわくちゃにさせて笑った。

「かわいい孫の結婚式は、ぜひともおまえさんに撮ってもらおうと思っとったからの」

　三脚を解体して大判カメラをケースにおさめていると、手をつないだ花嫁と花はな婿むこが駆かけ寄って来た。

「楽しい撮影だったわ、ニーナ。ありがとう！　写真の仕上がりが待ちきれないわ！」

「本当だよ。実はきみを見たとき若い女の子で大丈夫かなって思ったんだけれど、堂々としてて驚おどろいた。写真がすごく楽しみだよ」

　全部父さんのおかげだ。父さんがカメラの技術を仕込んでくれたおかげで、できたことだ。

「明日から新しん婚こん旅行ですね！　休暇が終わったらすぐにお届けします。わたしも楽しかったです、ホントに！」

　仲なか睦むつまじいふたりに挟はさまれて、マージさん夫妻とボトンじいさんの顔はゆるみっぱなしだ。ああ、家族っていいな。なにより、純白のドレスをまとうミシェルさんは、本当にきれいだった。

「ミシェルさん、すっごくすっごくきれいです。お幸せに」

　うっとりしながらわたしが言うと、甘い視線で彼女を見下ろした新郎は、彼女の頰ほおに熱いキスをした……って、わたしが顔を赤くしてどうするの！

「ほほほ！　おまえさんにだって、必ずこんな日が来るんじゃぞ？」

　ボトンじいさんにウインクされたものの、素す直なおにうなずけなくて笑えみでごまかしてしまった。男の子と付き合ったことなんて一度もないし、この先もそんなことがあると思えないでいるのに、わたしが結婚？　夢のまた夢、そんなの雲の上の出来事だ。

　だけど、ウエディングドレスにはやっぱり憧あこがれてしまう。とくにミシェルさんが今日着ているドレスは、右の腰こしあたりに大きなリボンが付いていて、華やかでとっても素敵だったのだ。いつかわたしも、こんなドレスが着られたらな。そんな日が来るのかはわからないけれど。

　パーティにも誘さそわれたけれどありがたく遠えん慮りよして、わたしは教会の門をくぐった。スクーターのシートを開けて荷物を詰つめてから、バッグを背負いなおす。

「急がなきゃ」

　すぐに写真館に戻もどって現像したいところだけれど、なにがなんでも行かなくちゃいけない場所がある。サンルノン歴史博物館だ。

　新聞もラジオも、満を持して展示される石せき盤ばんの話題でもちきりで、ずっと鑑かん賞しようしたくてたまらなかった。でも仕事にかまけているうちに、展示最終日の今日になってしまったのだ。

　この国が王政から民主国家へと変へん貌ぼうして百五十年。明後日あさつてには大統領府であるリュゼ宮殿で、祝典も開かい催さいされる。展示はこれを祝うために企き画かくされたものらしい。

　見み逃のがしたら後こう悔かい必至の展示物。その名も、〝精せい霊れい世界の扉とびら〟だ。

　わたしはヘルメットをかぶってハンドルを握にぎり、エンジンをかけた。

「〝精霊世界の扉〟だなんて、絶対に華やかなものに決まってるわ！」

　期待を胸にひとりごち、鼻歌混じりでスピードを上げる。石だたみの道を駆け抜ぬけながら、わたしは博物館へ向かった。
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　ラジオの威い力りよくにため息が出た。こんな人ひと混ごみ、ありえない。

　博物館には学校の課外授業で何度か訪おとずれたことがあるけれど、いつだって閑かん散さんとしていたのに、まるで銀幕のスターでもいるかのような盛せい況きようぶりだ。

　みんなのお目当ては入り口から真正面。ガラス製の円柱ケースに守られているそれだ。

　背が高くてよかったと、唯ゆい一いつ思えるのはこんなときぐらい。背せ伸のびをしなくても遠目にできる……けど、ずいぶん小さい。台座に立てられた石盤の大きさは、両の掌てのひらを広げた程度で、中心部分が欠けていた。まるで、焦こげた焼き菓が子しのようだ。

〝精霊世界の扉〟と言うからすごく大きいだとか、宝石がちりばめられているだとか、とにかく華やかなものを期待していたのに、実物は残念なほど地味……だった。

　円柱ケースのそばに立つ若い男性が、もみ手をしながら鑑賞客を見まわした。

「……さて、と。まずは自己紹しよう介かいをしましょう。展示最終日の解説を行うのは、僕。発はつ掘くつチームに参加した学芸員のクレマン・アルノーです。お手て柔やわらかに」

　愛あい嬌きようのあるブラウンの瞳ひとみにくせ毛混じりの髪かみで、あごには無ぶ精しよう髭ひげだ。着き崩くずしたシャツの袖そではまくられていて、ネクタイはくしゃりと曲がって胸むな元もとにぶら下がっている。学者風のラフなスタイルが、人なつこい彼の顔立ちによく似合っていた。

　だけどヘンなの。アルノー氏の笑顔はこわばっているし、視線はひっきりなしに泳いでいて落ち着かない。

「すでにラジオや新聞で話題になっていますね。おかげで僕はいま、少々慌あわてています。なにしろ、こんなに大勢の人の前で解説をするのははじめてなので」

　鑑賞客からクスクスと笑いがもれて緊きん張ちようがほぐれたのか、アルノー氏の笑顔に柔やわらかさが広がった。

「いまから約千八百年前、戦いの絶えなかったこの国を勝利に導いたのは、精霊世界より招かれたひとりの戦士、ハイン・ヴェーダです。地、水、風、火の力を自在にあやつった精霊、彼の姿は人間そのものでしたが、それぞれの力をあやつるたびに変化したと記述には残されています。では、この世界の住人ではなかった精霊の彼は、いったいどこから来たのか」

　博物館が静まり返る。アルノー氏は石盤を手でしめした。

「まさに、ここからです」

　おおっ……と、驚きと感動のどよめきが、鑑賞客からいっせいにもれた。その声の中に、わたしの「ええ？」も重なった。あんな地味な石盤から、いったいどうやって？

「この石盤はその名のとおり、精霊世界へ通じる扉とされています。遠い昔、この国の宮きゆう殿でんには〝門番〟と呼ばれる特別な存在が暮らしていました。この石盤を使用できる唯一の存在であった門番は、受け継ついだ血と口承されてきた〝とあるもの〟で、精霊世界の存在をこちらに呼び込み、また、還かえすこともしていました。では、〝とあるもの〟とはなんなのか」

　石盤をしめしつつ、アルノー氏は鑑賞客を見まわす。

「石盤に彫ほられている絵図は、中央部分で欠けています。門番は欠けているこの部分の絵図を記き憶おくしており、石盤を使用するときには、それを頭の中でたどったとされます。記憶している絵図が、まさに〝鍵かぎ〟となるわけです」

　遠すぎてなにが彫られているのか、さっぱり見えない。神話の世界が現代に蘇よみがえったみたいな話だ。信じられないけれど、間ま違ちがいなく事実なんだろう。だってこの国には、ハイン・ヴェーダと人間の間に生まれた子孫たちが、現在も暮らしているのだから。

「召しよう喚かんされたハイン・ヴェーダは、自身の世界へ還ることはありませんでした。この世界で愛する女性を得たからです。四人の子どもに恵めぐまれた彼は、以後いっさいの力を封ふう印いんして人間として生き、ひっそりと生しよう涯がいを閉じました。ですが、精霊の力をそれぞれ引き継いだ子どもたちは子孫を増やし、そして現在。彼の子孫は、エレメンタルと呼ばれる精霊の力を職業に活いかして、僕たちの生活を支えてくれているのはご存知のとおりです。きっとこの中にもいらっしゃることでしょう」

　すると、小さな男の子の声がした。

「僕のパパはヴェーダで消防士だよ。何度も表ひよう彰しようされてるんだ。僕もパパみたいな消防士になるんだ！」

　鑑賞客が微笑ほほえましく笑う。とたんにどこからともなく、女の子の声も上がった。

「わたしのママは庭師よ！　道具なんてなくても土を掘ほり返しちゃうんだから。スターの庭園だってお花でいっぱいにしてる。ラジオでも紹介されたの、有名なのよ！」

　そりゃすごい、と誰だれかが言った。笑いがもれて、アルノー氏も微笑んだ。

「どうやらヴェーダのヒーローたちが、この場にたくさんいらっしゃるようですね。いつも感謝していますよ。敬意を表して、みなさん拍はく手しゆを！」

　アルノー氏に続いて、鑑賞客が笑え顔がおで拍手をした。照れくさそうに微笑んでいるのは、きっとヴェーダたちだ。拍手がおさまると、アルノー氏はふたたびもみ手をした。

「さて、話を門番に戻しましょう。門番が召喚した精霊は、古文書の記録によればハイン・ヴェーダのみとなっています。では、門番はそれ以降、ずっと暇ひまだったのか？　答えは〝いいえ〟。門番は、命を賭かけた危険な役目に従事することになります」

　アルノー氏の解説が物語じみてくる。子どもたちは瞳をきらきらさせ、ぽかんと口を開けてアルノー氏を見上げていた。わたしも興きよう味み津しん々しんだ。

「いまでは人間の血が強くなり、安全で素す晴ばらしい力となったエレメンタルも、遠い過去ではまだ精霊世界の戦士──ハイン・ヴェーダの血が勝っており、かなり強いエレメンタルをあやつれる人びとが多かったのです。おかげで騎き士しとして名をあげる英えい雄ゆうも登場しましたが、一方で、その力にのまれてしまい、危険な存在と化す者もいました」

「危険な存在とは、なんだね？」

　年配の男性が問いかける。アルノー氏は真しん剣けんな眼まな差ざしで、けれど笑顔は絶やさずに答えた。

「邪じや悪あくな精霊です」

　どよめきが起こる。邪悪な……精霊？　なにそれ。

「誤解のないように付けくわえますが、現在は存在しません。遠い昔のことです。ですからここにいらっしゃるヴェーダのみなさんは、どうぞご心配なく。それは過去のことです。いままでどおり、僕らの生活をエレメンタルで助けてください」

　冗じよう談だんめかしたアルノー氏の言葉に、鑑賞客は安あん堵どの息をもらすとともに笑った。

　邪悪な精霊と化すヴェーダが過去にはいたなんて、はじめて知った。ハイン・ヴェーダについては授業でも習ったし、精霊世界へ通じる〝なにか〟があることも、教科書には示し唆さされていた。でも、門番や邪悪な精霊については、とくに言げん及きゆうされていなかったのだ。

　歴史ってホント、ミステリーだ。

「邪悪な精霊と化してしまった存在は、この世界の均きん衡こうを崩くずすとされて、石盤で精霊世界へ還されました。これが、ハイン・ヴェーダの召喚以降、門番の主な役目となったのです」

「門番の子孫はどこにいるの？」

　近くで聞いていた男の子が訊たずねた。アルノー氏は男の子を指して、「いい質問だね」とにっこりした。

「門番の子孫の存在は、謎なぞのままです。強いエレメンタルをあやつり、邪悪な精霊と化すようなヴェーダは現代には存在しません。ですからもしも、門番の子孫がこの中にいらっしゃったとしても、永遠に休きゆう暇か中といったところですね」

　鑑かん賞しよう客が声を上げて笑った。

「まあ、もしも。万が一ですが、邪悪な精せい霊れいと化すようなヴェーダがいたとしても、この石せき盤ばんが発掘されたいまは、どこかにいるかもしれない門番の子孫によって、精霊の世界へ還されることになるでしょう。もちろん、そのときはこの石盤をお貸ししますよ。ただし、使うときは手て袋ぶくろの装着を忘れずに。まだまだ研究途と中ちゆうの、大事な歴史の証人ですから」

　アルノー氏の解説に惹ひかれてか、人だかりは増すばかり。わたしの前にも何人も分け入って来る。地道に待てば順番が来て、石盤を間近で鑑賞できるのだろう。でも、華はなやかでも華か麗れいでもないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだし、遠目でもとりあえず鑑賞はしたし、ま、いっか。

　写真館の窓辺に飾かざる写真も、そろそろ衣ころも替がえといきたいところだったのだ。人ひと混ごみに背中を向けたわたしは、バッグを探さぐりながら博物館を出る。カメラを手にして、隣りん接せつするルシェント公園へ向かった。
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　快晴の秋空はどこまでも澄すんでいて、紅葉しはじめた木々の枝葉を輝かがやかせる。一面が芝しば生ふの公園では、家族連れや恋こい人びと、友人同士が集まって笑い声を響ひびかせていた。わたしはワクワクしながらカメラに顔を近づけ、もっともおさめたい一いつ瞬しゆんの場面を探す。

　真っ青な空に焼き菓が子しみたいな色の木々。走りまわる子どもたちのカラフルなコートや、大道芸人が売り歩く風船。色に満ちた世界をモノクロフィルムに焼き付けるには、繊せん細さいな光の調節が必要だ。露ろ出しゆつ計けいで光量を測りシャッタースピードを決め、ピントをあわせてシャッターをきった、そのすぐあとだった。

　煙草たばこの煙けむりのような、陽炎かげろうのようななにかが、すっと横切るのを見た気がして、反射的にシャッターをきってしまった。はっとしてカメラから目を離はなしたけれど、近くにそれらしきものはない。もう一度ファインダーをのぞいたものの、映るのはおだやかな光景だけだ。

「……もしかしていまの、撮とっちゃった？」

　偶ぐう然ぜん写真に写ることはあっても、肉眼で捉とらえたことはない。だけどわかる。

　横切ったあれはあきらかに誰かの……ヴェーダの精霊の力──エレメンタルの残ざん影えいの気配。たぶん、火のエレメンタルだ。なのに、それをまとっているはずのヴェーダの存在が見あたらない？

「……コレクションの仲間入りかと思ったのに、ちょっとがっかり」

　十二歳の誕生日に、父さんがプレゼントしてくれたカメラで撮さつ影えいしたのがはじまりだ。それからときどき、撮影した写真に不思議なものが写っていることがあった。以来、幻げん想そう的てきで美しい絵画のような写真を、わたしは秘ひそかにファイルして大切にしている。

　名付けて、ニーナ・シモンのエレメンタル・コレクション！

「……エレメンタルが見えるわけないもんね。やっぱり気のせいだわ」

　コレクションは増えなくても、現像のお楽しみはほかにある。いま撮影した景色と、結けつ婚こん式の写真だ。

「帰ろっと」

　バッグにカメラを押し込み、博物館の駐ちゆう車しや場に停とめておいたスクーターに乗って、わたしは自宅のある十七区を目指した。
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　マーケットに安食堂、雑貨店がひしめく十七区は、今も昔も庶しよ民みんが暮らしている地区で、築百年はあたりまえの石造りのアパルトマンが密集している。わたしはスクーターのスピードを落とし、石だたみのなだらかな坂を走り抜ぬけて角を曲がった。

　小さな空き地とアパルトマンに挟はさまれたところに、シモン写真館はある。目印はカメラの絵の看板と、たくさんの写真を飾っている出窓だ。木造二階建ての一いつ軒けん家やで、一階が仕事場。二階を住居スペースにしている。ここで記念撮影からフィルムの現像まで、写真に関することならなんでも請うけ負っていた。

　空き地側にスクーターを停めてから、〝閉店〟のボードが下がるドアに鍵かぎを差し込む。ドアを開けながらなにげなく通りに顔を向けたときだった。角を曲がり坂を上がって来る、眼鏡めがねをかけた背の高い人物が、わたしの視界に飛び込んだ。

　年ねん齢れいは二十代。髪かみは黒、皺しわひとつないスーツも黒、手にしている鞄かばんも黒。黒に身を包んだその姿は、まさにモノクロ映画の登場人物のようだ。そんな姿でこの界かい隈わいを歩く人物はひとりしかいない……って、のんびりとあの人の観察をしている場合じゃない！

　わたしに気づいたらしい人物は坂道もなんのその、長い足を駆く使ししてどんどんと距きよ離りを縮めてくる。

　……うっ、マズい！

　中に入り急いでドアを閉めようとした。けれど一秒遅おそかった。息切れもせず目の前に到とう着ちやくした人物は、ドアノブをがっちりと握にぎりしめて引きながら、わたしを見下ろした。この人の好ましいところは、わたしよりも背が高いってことだ。まあ、それしかないのだけれども。

　それにしても、眼鏡越ごしの鋭するどい眼光が相変わらず恐おそろしい！

「こ、こんにちは、グラフォードさん」

「こんにちは、シモンさん」

　ドアノブを力いっぱいに引き寄せても、ビクともしない。

「お、おっかしいな。あなたに頼たのまれているお仕事は、ないはずですけれども!?」

「わかっています。それに、写真の仕事を頼みに来たわけでもありません」

　ほとんど棒読み、にこりともせずに無表情。もーう、だからこの人苦手なのに！

「す、すみませんが、シモン写真館は午後から臨時休業です！」

　いまからそういうことにしよう。ドアを汗あせだくで引き寄せるわたしとは対照的に、グラフォードさんは涼すずしい表情で言った。

「よかった。それならじっくりお話をうかがえます」

　よかったって……そうきたか……。

　通りを過ぎる人がけげんな顔つきでこちらを振ふり返るので、しかたなく彼を招き入れた。がっくりと肩かたを落としつつ窓まど際ぎわの椅い子すを手でしめすと、背中に定規でも入れているかのような姿勢のよさで、グラフォードさんはゆっくりと腰こし掛かけた。

「そろそろ見せていただけませんか？　エレメンタルが残影として写っているという、あなたのコレクションを」
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　いま現在、世界でもっとも苦手な人物へ、わたしはげんなり顔を向けた。

　彼の名前はジョエル・グラフォード。住居は路地を挟んで建っている隣となりのアパルトマン。部屋は、写真館の洗面所の窓から見える三階の角だ。窓を横切るこの人を、過去に何度か見ていたから知っていた。

　長い間この人は、わたしにとってたんなるお客さんにすぎなかった。挨あい拶さつぐらいは交かわす程度の顔見知りだったってだけで、頭を悩なやませるほどの苦手な人ではなかった。

　ほんの少し前までは。




　さかのぼること数日前。その日も忙せわしなく働いていたわたしの店に、グラフォードさんはあらわれた。いつものようにフィルムの現像かと訊たずねたら、いきなり身分証を見せられたのだ。

　ルテ市　十七区役所

　特とく殊しゆ免めん許きよ申しん請せい課

　ジョエル・グラフォード

「……お、役所？」

　いきなり突つき付けられた身分証にとまどうと、グラフォードさんは淡たん々たんと告げた。

「ヴェーダのエレメンタルが残影として写っている写真を、あなたが所持しているとの通報がありまして」

「通報!?　え……と、え？　はい？」

「写真にエレメンタルが残影として写るなどという事例は、こちらでもはじめてなものですから、撮影者はなんらかのエレメンタルをあやつるヴェーダなのではという疑ぎ惑わくから、あなたのことを少々調べさせていただきました。ですが届けも出ていないようですし、とにかくその写真を見せていただこうと考えて、うかがった次し第だいです」

　区役所にある特殊免許申請課は、十五歳以上のヴェーダが仕事をする際に必要な、免許の申請受理や管理をおこなっている部署だ。この免許がなければ、エレメンタルを仕事に活いかすことは許されない。もしも無免許でエレメンタルで賃金を得ている場合、それは犯罪になる。グラフォードさんはわたしのことを、免許を取得せずに写真を撮っている、違い法ほうのヴェーダだと疑っているのだ。

「えっ？　わたしはヴェーダじゃない、ただの一いつ般ぱん庶しよ民みん……なんですけれども」

　突とつ然ぜんのことでおろおろしながら伝えたものの、グラフォードさんは帰ってくれなかった。

「無免許のヴェーダはみんなそう言います。でも事実を確かく認にんして決めるのは僕です。それで？　エレメンタルの残影写真はどこですか？」

　背筋を伸のばして棒読みで答える様は、物語に登場する近未来の機械人形みたいだった。

　以来、同じやりとりが繰くり広げられている。




　わたしはため息をつき、てこでも動きそうにないグラフォードさんをまじまじと観察した。

　神秘的でほのかな色気を漂ただよわせる、鋭い漆しつ黒こくの二ふた重えの瞳ひとみ。涼しげで凜り々りしい眉まゆ、形のいい唇くちびる。野性的なのにどことなく品のある端たん整せいな顔立ち。見れば見るほどグラフォードさんは、実はものすごいハンサムなのだ。俳優にでもなれそうな美しい容姿なのに、生き真ま面じ目めすぎる態度かつ無表情のせいで、それらすべてが台無しになっている。せめてもう少し愛あい想そがよければ、すごく素す敵てきに撮とれそうな被ひ写しや体たいなのに、残念でしかたがない。

「……なんですか？」

　視線に気づいたグラフォードさんに訊きかれて、わたしは慌あわてた。

「い、いえ。とにかく、わたしのコレクションは誰だれにも見せたくないんです！」

「なのに、コレクションのことを他人に教えてしまったんですか？」

　うう、なんという鋭いツッコミ！

「他人というか。ですから、寄宿学校に進学した中等学校時代の友達です。彼女から久しぶりに電話があって、はしゃいでしまってつい、その……」

　エレメンタル・コレクションは、誰にも教えないわたしだけのお楽しみだった。でも、手紙のやりとりだけで我が慢まんしていた友達から電話があって、興奮してはしゃいでしまい、ついつい流れで話してしまったのだ。

　彼女はおしゃべりじゃないからと安心していたのに、まさか近くで耳をそばだてていた舎しや監かんが、妙みような正義感をひけらかすタイプだったとは。

「と、とにかく！　わたしはヴェーダじゃないし、写真も見せたくないんです。あれは偶ぐう然ぜん撮れたものだし、ごく個人的な趣しゆ味みなので」

　この人に写真を見せたくない理由はひとつ。エレメンタルの残ざん影えいが写っているのにくわえて、それをまとっているヴェーダ自身もばっちり撮れているからだ。その人たちが免許を申請しているか否いなか、この人にしつこく調べられるのは間ま違ちがいない。

「個人的な趣味、ですか。しかし、エレメンタルによる犯罪の可能性があるすべての事象を調べるのも、僕の仕事の範はん疇ちゆうです。見せていただかなければ困ります」

　そう言われても、わたしだって困る。自分の趣味のせいで見知らぬ人を、法の番人みたいなあなたに委ゆだねるわけにはいかないんです！　だいたい、だ。

「あなたにこんなことを言うのは、おかしいかもしれないけれど、わたしはエレメンタルを使うのに免許なんて必要ないって思ってるんです。そもそもエレメンタルって、危険なものじゃないでしょ？　ヴェーダはエレメンタルを仕事に活かして、普ふ通つうの人にはできないことをしてくれています。彼らはヒーローで尊敬してます」

　小物入れを開けてくれたあの男の子だって、わたしにとってはヒーローだ。それにさっきの博物館での、ヴェーダに贈おくられた温かい拍はく手しゆ。この人に聞かせてやりたい。

「ちょっとでも免許の申請が遅おくれたり、なにかの理由で更こう新しんに行けなくても、犯罪者扱あつかいなんですか？」

「もちろんです」

「えっ!?　そんな極きよく端たんな判断をしなくてもいいのに……って、思うんですけれども」

　なんて冷たい視線だろう。鋭するどさもあって迫はく力りよく倍増だ。

「理由はどうあれ、免許の申請も更新もせずに賃金を得ているヴェーダは全員、あますところなく犯罪者です。法律で決まっていることです」

　正しいことを言っているのはわかるけれど、どうにも腹立たしい……！　この人の上から目線な態度と融ゆう通ずうの利きかなさに、地じ団だん駄だを踏ふみたくなってきた。

　ゆっくりと椅子から立ったグラフォードさんは、

「……ヴェーダはヒーローですか。おめでたい人ですね」

　腕うでを組むといまいましげに言い捨てた。なにそれ？　すっごくいやみっぽい！

「エレメンタルが正しく使われるために免許は必要です。申請すれば講習が受けられ、正しい使い方を学べます。ですがときには免許の申請も更新もせずに、賃金を得ているヴェーダがいます。そういったヴェーダの多くが、犯罪にもエレメンタルを使用する。統計が出ています」

　覚えきった原げん稿こうを読んでいるような口調だった。統計だなんて、まったくもう！

「ヴェーダの犯罪者だなんて、ニュースになったことないじゃない」

「ヴェーダだと知らされることがないだけです。なんにせよ、エレメンタルを使用して仕事をするのなら、免許は必要不可欠です。申請も更新もしないのであれば、犯罪者として扱われても文句を言える立場ではありません」

　威い圧あつ的てきで冷れい淡たんな態度や言葉に、絶句してしまった。素敵に撮れそうな被写体っていうのは、いますぐ撤てつ回かい。絶対に写真になんて撮りたくない。真面目で厳格、法律に忠実すぎて冷れい酷こく。この人、ホントに機械人形なんじゃない？

　それに、なんだろう。言葉の端はし々ばしにどことなく、ヴェーダに対して棘とげがあるような気がしてならない。ああ、ダメだこの人、やっぱりすごく苦手……というか、嫌きらいかも。だって。

「……もしかしてあなた、ヴェーダが嫌いなの？」

　背筋が凍こおるような視線を向けられ、わたしは思わず一歩退いてしまった。

「だったら、なにか不都合でも？」

　図星らしい。

「ヴェーダにいい感情を持っていないから、申請課に勤務しているのね。どこまでも追い詰つめるみたいにして、ヴェーダを責めることができるから。たとえ相手が、なにかわけがあって申請できなかったヴェーダでも、理由なんて聞かないですぐに犯罪者扱いしちゃうんだ」

　そんなの……最悪。と、うっかりもらしてしまい、わたしはとっさに口を手で隠かくす。最悪はさすがに言いすぎだ。けれど、鞄かばんを手にしたグラフォードさんはわたしの発言を気にするでもなく、眼鏡めがねの位置をととのえると背中を向けた。

「最悪でけっこうです。ルール違い反はんのヴェーダを、僕は絶対に許しません。それから、シモンさん」

　肩かた越ごしに振ふり返ったグラフォードさんの瞳は、月も星もない闇やみ夜よみたいだ。どこまでも暗くて光も見えない、真っ暗くら闇やみの鋭い双そう眸ぼう。

「他人の心配をする前に、ご自分の心配をすべきですね。あなたは僕の監かん視し下にあります。コレクションを見せていただけるまでは、毎日来ます。あなたがヴェーダかどうかは、それから判断させていただきます。あなたはいま、無免許の犯罪者となるか否かの瀬せ戸と際ぎわにいるんです。このことを肝きもに銘めいじてください。では」

　また来ます。そう言い残してグラフォードさんは立ち去った。

　その場にたたずむわたしの脳のう裏りに真っ先に浮うかんだのは、写真館ごと別の地区に移動したい、という妄もう想そうだ。ああ、もう一生グラフォードさんの顔も見たくないし声も聞きたくない……けど、隣りん人じんだからそうもいかない。

「って、マズい。すっかり敬語じゃなくなってたわ」

　まあいいか。お客さんとしてフィルムを持って来ても、金輪際断ることにいま決めた。彼は特別ってことで。もちろん、よくない意味で！
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　結けつ婚こん式の写真の出で来き映ばえに、グラフォードさんとの憂ゆう鬱うつなやりとりがいっきに吹ふっ飛んだ。新婦のミシェルさんは女め神がみみたいにきれいに撮れているし、新しん郎ろうもとっても素敵だ。楽しくて幸せな雰ふん囲い気きが、現像した印画紙にしっかりとおさまっていた。

「よかった、うまく撮れてる！」

　暗室を赤く照らすセーフライトが灯ともる中、わたしは次に公園で撮さつ影えいした写真の現像にとりかかった。数種類の液体を使ってフィルムをネガフィルムへ。乾かわいたネガフィルムは露ろ光こう機で印画紙に焼き付け、現像液に浸ひたしていく。ピンセットで印画紙をゆっくり揺ゆらせば、じわじわと撮影した場面が浮かび上がる。

　撮影した写真は、澄すみわたった空がどれもいい感じに撮れていた。そして最後の一枚。思わずシャッターをきってしまったそれを、現像液に沈しずめる。なにも撮れていないだろうけど、とりあえず確かく認にんしてみなくちゃ。

　ハイン・ヴェーダは人間との間に、四人の子どもをもうけた。彼らはそれぞれ、地、水、風、火の精せい霊れいの力──エレメンタルを宿して生まれたとされている。

　風のエレメンタルを宿した自由を愛する末息子むすこは、のちに商人となった。地のエレメンタルを宿した長女は、大地を愛して農家へ嫁とついだ。水のエレメンタルを宿した海を愛する次男は船乗りになり、火のエレメンタルを宿した長男は、領主となった。

　彼らも人間との間に子どもをもうけ、そうしてヴェーダの子孫たちは増えていった。学校でも習ったことだ。

　わたしのコレクションに写っているエレメンタルの残影は、大きく四種類に分けられる。

　きらめく星ほし屑くずのように写るのが、水のエレメンタルだ。地のエレメンタルはとってもかわいくて、羽う毛もうのような影かげがずんぐりとしたこびとの輪りん郭かくを象かたどり、たいていヴェーダにしがみついている。風のエレメンタルは、ヴェーダの外見を透とう明めいにさせる。写真のヴェーダたちは、どれも景色に溶とけ込むように写っている。

　そして、火のエレメンタル。宙を舞まうもくもくとした煙けむりのような筋が定番だ。

　はじめて写真に写っているのを見たとき、恐きよう怖ふは感じなかった。それがなんなのかはわからなかったけれど、自分の目に映る世界とは違ちがう光景に胸が躍おどった。世界ってきれいなんだって、心から思えたのだ。

　年に数回、片手の指で数えるほどの枚数だけれど、偶ぐう然ぜんに撮とれるエレメンタルの残影写真を、わたしは楽しみにしている。誰だれかに見せたり発表したりするつもりはまったくない。まあ、グラフォードさんに知られることになってしまったわけだけれども。

　とたんに彼との会話が蘇よみがえって、またもや苛いら立だってきてしまった。優やさしさのかけらも感じられない、あの無表情、見下してくるあの視線。

「ううーっ、あの人のことなんか考えない、忘れよう！」

　わたしは苦い顔でピンセットを揺らす。やがて現像液の中で最後の一枚が、じわじわと写したものを浮き上がらせた。

「……ん？」

　同時にわたしは、首を傾かしげるはめになった。なにかが、写ってる。なにか……。

「……うそだ……なにこれ……」

　ピンセットを持つ手が震ふるえた。

　なにも撮れていないと思っていた。だけど印画紙には、ひとりの男性の顔の輪郭が、ブレながらもはっきりと写っていたのだ。

　耳の下で切りそろえられた色素の薄うすい髪かみは、プラチナブロンドか。風になびく髪が額にかかり、すき間から眉み間けんの深い皺しわがのぞく。端たん整せいといえる美しい風ふう貌ぼう……なのに瘦やせ気味で細ほそ面おもての輪郭が、この世を徘はい徊かいする屍しかばねを思わせる。そのせいか若くも老いても見えるため、年ねん齢れいはわからない。なにより、こちらに向けられた通り過ぎ様の眼まな差ざしが、不気味で恐おそろしかった。狂きよう気きと陰いん鬱うつさをにじませた瞳ひとみの色は、モノクロでは判別ができない。獲え物ものを狙ねらう獣けもののような落ちくぼんだその目が、印画紙の中で確実にわたしを捉とらえていた。

　しかも、その周囲を漆しつ黒こくの霧きりが覆おおい隠している。男性の顔だけを残して、すべての景色を黒く塗ぬりつぶしていた。

「この……霧みたいなのって、なんなの」

　わたしはピンセットで印画紙をつまみ上げ、震える手でワイヤーにクリップで留めた。その印画紙から退いて、見入る。とたんにゾクリと背筋に悪お寒かんが走った。霧に形があったからだ。

　四つの眼がん窩か。うねる長い首は二つ。男性の身体からだを包む、太くて巨きよ大だいなとぐろを象る霧。

　これは……。

「……蛇へび？」

　どう見ても、蛇だ。それも、双そう頭とうの蛇。

「双頭の蛇の形の、霧？」

　そんな霧、シャッターをきったときにはどこにもなかったのに。たしかにあのとき、ヴェーダの気配はした。でも、わたしのそばには誰もいなかったのだ。なのにフィルムには姿が残っている？

　撮れるはずのないものが写っている。この不思議な現象には覚えがあった。エレメンタルの残ざん影えいが撮れていたときと同じなのだ。

「まさか、やっぱり」

　この霧は、エレメンタルの残影？　だとすれば、写っている男性は。

「……ヴェーダ？」

　姿を見せずに動きまわれるヴェーダだなんて、聞いたこともない。こんな残影だってはじめて見たのだ。だったら、これはなに？　ヴェーダじゃないのだとしたら。

「悪あく霊りよう、とか？」

　声にした瞬しゆん間かん、ゾッとした。こんな醜みにくいもの、エレメンタルの残影なわけがない。それに、この男性だってヴェーダなんかじゃない。

　そう、これはきっと……不ふ吉きつな悪霊だわ！

「……こ、こんなのとっておけない！　いますぐ捨てなくちゃ」

　あわあわと慌あわてながら、印画紙をすぐさまワイヤーからはずした。くしゃくしゃに丸めてゴミ箱に捨てようかと考えたものの、不気味な残ざん骸がいを残してなんておきたくない。

「きれいさっぱり燃やそう、それがいいわ！」

　暗室を出ると、窓の外はすでに暗かった。急いでカウンターの横を通り、窓とドアにカーテンを下ろしてから、おっかなびっくり指でつまんだ印画紙を、暖だん炉ろに投げ込んだ。

　消えかかっていた炎ほのおの火花が散る。瞬間、まるで小さな双頭の蛇が、首を揺らして威い嚇かくするかのように燃え上がった……ように見えた。い、いまのって、目の錯さつ覚かく？　小刻みにまばたきすれば、炎は穏おだやかにはぜているだけだった。うん、大だい丈じよう夫ぶ、目の錯覚だ。怖こわがってるから、おかしなものが見えただけ……にしても。

「……やだやだ、忘れよう！」

　鉄の棒でぐるぐると暖炉をかき混ぜ、火種を砕くだき、灰をかぶせて炎を消す。ライトを消して、わたしは逃にげるように階段を駆かけ足で上った。こんなときは、どうしても思ってしまう。

　父さんがいてくれたら、心強いのに。
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「お土産みやげはなにがいい？」

　二年前の夏。そう言って父さんは旅立った。隣りん国ごくで開かれる最新写真機博覧会は、父さんが半年前から楽しみにしていたイベントだ。進学を控ひかえていたわたしは、その間の留守番を約束して父さんを送り出した。

「国の名前が彫ほられてるキーホルダーとかは、絶対にやめてね。使い道に困るから」

　父さんは笑って、

「バレたか。実はそれを買って来るつもりだったのに。いいじゃないか、シモン写真館の鍵かぎをひっかけて、父さんとお揃そろいにしよう」

　なんて言いながら写真館を出て、振ふり返るとまた笑い、見送るわたしに手を振った。それが最後に見た姿だった。

『これから乗り継つぎの列車に乗るよ。着くのは深夜だから、先に寝ねていなさい』

　電話があったその数時間後、父さんの乗っていた列車の事故をラジオのニュースで知った。父さんを心配する馴な染じみのお客さんが写真館に集まったあと、事故の現場まで行こうと提案してくれたのは、ボトンじいさんとマージさん夫妻だった。

　車で十数時間ひた走り、事故のあった小さな村まで行き着く。救出された人々がいる教会へ向かい、わたしは言葉を失った。

　狭せまい教会に、布をかぶせられた遺体が並べられていた。人々の悲痛な嗚お咽えつが響ひびく中、記者の無遠慮な声がひそひそとこだました。

「──オードラン伯はく爵しやくの遺体があるらしい」

　周囲が静かにざわめいた。貴族も乗っていたなんて。その人も死んでしまったなんて。とたんに、焦あせりと不安で押しつぶされそうになった。わたしの父さんは……どこ!?

「父さん……父さん……！」

　わたしは何度も呼んだ。生きてる、生きてるに決まってる。きっとどこかで眠ねむっていて、わたしを見て父さんは笑うんだ。なんだ、来てくれたのか、ニーナ、って。心配かけて悪かった、さあ、帰ろうって言うはずだと信じながらも、いやな予感はぬぐえなかった。

　遺体の間をさまよいながら歩き、布からのぞく足につまずいた。焦こげ茶色の革かわ靴ぐつには見覚えがあった。気に入ると修理も忘れて、底がはずれるまで父さんは靴を履はく。目の前にあった靴の底は、すり減ってはずれかけていた。

　数日後、母さんの隣となりに父さんのお墓が並んだ。ただただ信じられなくて、牧師の言葉を上の空で耳にし、ぼんやりしたまま写真館に戻もどったわたしは、なにげなく暗室に足を踏ふみ入れた。現像で使う父さんの手て袋ぶくろが、流し台に掛かかっていた。いまにも「さて、現像しよう」と父さんがあらわれそうだった。でも、父さんがこの手袋を使うことは二度とないんだ。

　そう思ったら涙なみだがあふれた。わたしは声を上げてひたすら泣いた。そのときになって、父さんがどこにもいないことがじわじわと胸に広がって、床ゆかの上にくずおれた。

　哀かなしくて寂さびしくてたまらなかった。もう、わたしだけなんだ、と思った。誰だれも頼たよれない、わたしひとりで生きていかなくちゃいけないんだ。

　号ごう泣きゆうするわたしの脳のう裏りに、父さんの言葉が過よぎった。

　──母さんも写真が好きだった。だから父さんと一いつ緒しよに、母さんの好きだった仕事を続けていこう。

　ふたりで暮らしている間、喧けん嘩かもしたし口を利きかないこともあった。だけどいつもそばには写真があって、写真を通して仲直りすることもたくさんあった。写真館には、思い出が詰つまっていた。母さんとの思い出も父さんとの思い出も、お客さんとの楽しい会話も、全部写真館にあったのだ。だからその日、わたしは決めた。

　母さんも父さんも好きだった写真の仕事を、今度はわたしが引き継ごう。

「……なにがあっても、この写真館を守るわ、父さん」

　涙をぬぐって、自分に誓ちかった。命を賭かけてでも守る。だって、この写真館も仕事も大好きだから。ここで生きた母さんと父さんの思い出を守りたいから。

　翌日、わたしは進学予定の学校に、辞退の手紙を送ったのだった。
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　リビングのソファに寝そべって本を読んでいるうちに、うたた寝してしまった。父さんの夢を見た気がする。わたしは目め尻じりの涙を指で押さえながら起き上がった。

　時計の針は九時を指し、暖炉の炎は消えかけている。ライトを消して寝しん室しつへ向かうために、ドアノブに手をかけたときだった。

　ガタン。

　階下で物音がした。とっさに階段へ目を向けて近づく。一段、二段と下りて行くと、室内を物色する音がはっきりと聞こえた。

　……誰か……いる!?

　ドクドクと脈打つ鼓こ動どうが、頭の中で響きわたった。おそるおそるもう一段下りると、わたしの頰ほおを夜風がかすめた。壁かべにもたれて暗がりに身を潜ひそめながら、しゃがんで目を凝こらす。鍵をかけたはずのドアが、かすかに開いていた。

　……まさか──強ごう盗とう!?

「ないぞ」

　歩きまわる存在が視界に飛び込んだ。黒いローブ姿で、頭をフードで覆おおっている。死角になっているカウンターからも、引き出しを探さぐる音がした。

「ここにもない。そこだ」

　ひとりが暗室を指す。するともうひとりが、そのドアの前に立った。

　──やっぱり強盗だ。しかも、ふたりいる！

　強盗がドアノブをまわした。毒性のある液体を保管しているため、暗室には必ず鍵をかけている。舌打ちをした強盗は、鍵かぎ穴あな近くで軽く右手を揺ゆらした。

　見えたのはそれだけだ。なのに強盗はこともなげに、暗室のドアを引いた。

　普ふ通つうの強盗なら、あんなふうに鍵を開けるはずがない。だとすれば強盗は、信じたくないけれど。

　──ヴェーダだ。

　とにかくここから逃げて警察に通報しなければ！　必死な思いで立ち上がり、音をたてないよう背中を向けたときだった。

「俺はフィルムを始末する。おまえは娘むすめを捜さがして必ず殺せ。殺さなければ、俺たちが灰にされる」

　フィルムってどれのこと!?　それに殺せってなに!!

　わたしは反射的に、廊ろう下かの突つき当たりにある洗面所へと駆け込んだ。暗がりの中、ドアを閉めて鍵をかけ、なんとか息を押し殺した。

　怖こわくてたまらなくて、バクバクと心臓が暴れ出す。

　ガタン、バタン。

　リビングを荒あらす激しい音を耳にすると、大事な写真館をうろつく強盗に腹が立ち、一いつ瞬しゆんだけ戦おうかと思った。でも足音や物音が響くと、やっぱり恐きよう怖ふ心しんが勝ってしまう。とにかく逃げなきゃ。わたしを殺すつもりで捜しているんだ。それに相手はヴェーダの強盗だ、戦ったところで勝てるわけがない。

　──急がなきゃ！

　洗面所の窓を押し上げた。瓦かわら造づくりのひさしにぶら下がれば、路地に下りることができそうだ。窓まど枠わくにブーツをひっかけ、足から身体からだを抜ぬけさせて四つん這ばいになった直後、ふと見た磨すりガラスのドアに、廊下を横切る黒い影かげが映り込んだ。

　足を投げ出してひさしにぶら下がったけれど、震ふるえる手に力が入らなくて滑すべった。地面に落ちて尻しり餅もちをついたものの、焦りと怖さのせいで痛みを感じない。立ち上がって振り向くと同時に、誰かにぶつかった。

「ひゃっ！」

　まだ仲間がいたんだ！　とっさに両りよう腕うでを交差させて顔をかばうと、すぐに肩かたをつかまれた。

「僕です、シモンさん」

　グラフォードさんの声だった。おそるおそる腕うでの間からのぞく。感情の読めない端たん整せいな顔がそこにあった。

「……ど、どうして」

「ひさしの上でおかしな行動をとっているあなたが、部屋の窓から見えたんです。どうしたんですか」

　わたしに気づいてグラフォードさんが来てくれるなんて、まったく思いもしなかった。

「に、逃にげなくちゃ」

　どうしても声がうわずる。いまになって、全身がガクガクと震えはじめた。グラフォードさんはなにかを察したらしい。わたしの腕をつかむやいなや通りを渡わたり、ライトの消えたビルとビルの間の路地裏に隠かくれた。右正面に写真館が見える。

「落ち着いてください、なにがあったんですか」

「だ、誰かが。誰かがっ！　け、警察に通報しなきゃ。ご、強盗だからっ」

「強盗？　大だい丈じよう夫ぶですか、ケガはしていませんか」

　グラフォードさんの目が細められ、眼鏡めがね越しに鋭するどさが増した。

「だ、だだ、大丈夫です。でも、フィルムを始末するって……」

「……フィルム？」

　笑ったことはなくても、険しい表情にはなるらしい。グラフォードさんは眉まゆを寄せて、いぶかしむように片目を細めた。

「落ち着いて教えてください。強盗はひとりでしたか？」

「ふ、ふたり。黒いローブでフードをかぶってて、暗室の鍵かぎを開けたの。こんなふうに」

　右手を揺らして見せると、矢のような眼光のグラフォードさんは、間かん髪はついれずに断定した。

「ヴェーダですね」

　信じたくないけれど、事実だ。わたしは小さくうなずいた。

　明日から建国記念休きゆう暇かだ。帰省に旅行、そうでなければ繁はん華か街がいまで行って夜どおし吞のみ歩くのが、ルテ市民のお決まりだった。おかげで九時という時間にもかかわらず、通りには人ひと影かげがまったくない。

　グラフォードさんはビルの陰かげに入りながら、街灯に照らされて静まり返った通りと、写真館を見つめる。その横顔は、獲え物ものの気配を探さぐる野生の獣けものさながらだった。

　この人、こんな顔もするんだ。

　やがてグラフォードさんは息をつき、ゆっくりとわたしの腕から手を離はなした。

「……ふたり。ほかにはいないな」

　ささやくとこちらに向きなおって、おもむろにジャケットを脱ぬぎはじめた。

「すみませんが、持っていてください」

　差し出されたそれを受け取ると、グラフォードさんは忙せわしげにシャツの両りよう袖そでをまくり上げる。なにをしようとしてるの？

「警察に通報したところで、警官が到とう着ちやくする前に逃げられます。詳くわしいことはあとで聞きますから、あなたはここにいてください」

　表情を歪ゆがませたグラフォードさんは、右手首の腕うで時ど計けいをはずす。その手首に、わたしは見てしまった。

　……あの男の子と同じ。青い入れ墨ずみ。

　だけど絵え柄がらは交差する剣けんじゃない。流りゆう麗れいな見知らぬ文字──太古の文字だ。

　それはなにかと訊たずねるすきを与あたえずに、グラフォードさんは腕時計をスラックスのポケットに押し込めた。

「……しかたがない。目を閉じて、これから僕のすることは見ないでください」

「え？　ど、どうして？」

「見られたくないからです」

「見られたくないって……そんなこと言われたら、なおさら見たくなるじゃない」

「それでも見ないでください」

「ま、まさかヴェーダの強盗と戦うつもりじゃ……？　ちゃんと鍛きたえた軍人ならまだしも、〝趣しゆ味みは読書です〟みたいなあなたが勝てるわけないのに……！」

　グラフォードさんはネクタイに指をかけてゆるめながら、わたしを冷たく見下ろした。

「趣味が読書は当たってます」

「む、無む茶ちやしないで、お願いだから」

「目を閉じてください」

　うっ……。有う無むを言わせない声こわ音ねで念を押されたので、わたしはぎゅっと目を瞑つぶった。

「そのまま、ここから動かないでください。いいですね」

　いったいなんだっていうの!?　見たい……けど、グラフォードさんは見られたくないと言う。目を閉じたわたしは好こう奇き心しんと闘たたかいながら、素す直なおにその場に居続けた。

　そうしていると、五感が研とぎ澄すまされていく。肌はだがピリピリするほどの緊きん張ちよう感かんが漂ただよい、風が止まって辺りが無音状態になる。

　なんだろう、この感じ……？

　刹せつ那な、乾かわいた空気にすべての音が吸い込まれ、自分の耳が壊こわれたのかと錯さつ覚かくした──直後だ。

　写真館のベルが激しく揺れて鳴り響ひびき、静せい寂じやくの糸を断たち切った。と同時に、吹ふき荒れる強風のうねりが、わたしの髪かみをあおった。

　なにが起きているのかわからない。不安と興味がごちゃ混ぜになったとたん、焦こげたような臭においが鼻先をかすめた。

　逃げ惑まどうような足音、短く発せられる怒声。見えないとなおさら不安が増していく。グラフォードさんが心配で、やっぱりここでじっとなんてしていられない。薄うすくまぶたを開けたわたしは、おそるおそるビルの壁かべから通りをのぞき見た。

　街灯がグラフォードさんを怪あやしく照らしていた。その手の中には、燃え盛る球状の炎ほのお。

　……え？　うそ、まさかそんな！

　黒いローブ姿のふたり組は、フードを深くかぶっているために顔が見えない。グラフォードさんと距きよ離りをとり、瞬しゆん時じに両手を前に押し出した。

　風のエレメンタルだ。ふたりによって集められた暴風は、枯かれ葉を巻き込みながら小さな竜たつ巻まきとなり、グラフォードさんめがけて放たれる。

　危ない！　と叫さけびそうになった矢先、グラフォードさんは大きく右手を振ふりかぶる。竜巻の中に放たれた炎は、音をたてて激しさを増し、グルグルとしたうねりを反転させながら燃え盛り、逆に強ごう盗とうへと向かいはじめた。

「──クソッ！」

　炎の竜巻を前にして、強盗は背中を向けて駆かけ出した。と、グラフォードさんは、大きく右手を左右に振る。すると竜巻は一いつ瞬しゆんにして、グラフォードさんの手の中へ吸い込まれる。グラフォードさんはふたたび、強く右手を振りかぶった。

　掌てのひらから放たれた幾いく筋すじもの炎が鎖くさりとなって、グラフォードさんの手首に絡からみ付く。顔色も変えずにグラフォードさんは、その炎の鎖を思いきり投げ放った。鎖は目にも留まらぬ速さで伸のび、強盗の足首に巻き付いた。その衝しよう撃げきでふたりの強盗は、地面に叩たたき付けられた。

　間ま違ちがいない。

　グラフォードさんは、火のエレメンタルをあやつる──ヴェーダだったんだ。

　これらはほんの一瞬の出来事で、目にしている光景が信じられず、わたしはその場にへたり込んでしまった。

　ヴェーダのエレメンタルを間近で見たことは、数えるほどしかない。小物入れの鍵を開けてくれた男の子もそうだし、晴れの日に虹にじを見せてくれた大道芸人、花か壇だんの土を掘ほり起こしてくれた同級生。どれもが優やさしく、ささやかな力だった。だからこんな──こんなに激しい力を目にしたことはなかった。

　その力──いま目の前で、エレメンタルの強きよう烈れつさをわたしに見せつけているグラフォードさんが──。

　──怖こわい。

「や、やめてくれ、熱い！　も、燃える！　燃えてしまう！」

　炎の鎖に足をとられ、地面で転がりまわる強盗が叫んだ。対するグラフォードさんは、手首に炎を巻き付けて表情ひとつ動かさず、強盗に近づく。

「無む免めん許きよですね」

「申しん請せい課の野や郎ろうか……クソッ！　もうやめてくれ、燃えちまう！　殺さないでくれ！」

「この炎は、僕の意のままにあやつれます。だから全身までは燃えません、いまはまだ」

　すべての感情を押し殺しているかのように、グラフォードさんは冷れい淡たんに言い放った。あくまでも冷静で沈ちん着ちやく。だからこそ彼の存在に、得体の知れなさがくわわってしまう。

　あなたは──なに？　あなたは、なんなの!?

「誰だれに頼たのまれた？　目的はなんだ？　言わなければ、この炎の鎖がおまえたちの全身を燃やす」

　熱さにもだえる強盗の足首は、すでにやけどになっているはずだ。苦しむ姿を見ていられない。なのにグラフォードさんは、鎖をはずそうともしない。

　あの炎が強盗を包めば──死んでしまう。もう見ていられない！

「や……やめ……グラフォードさん、やめて!!」

　へたり込みながら叫ぶと、はっとしたようにグラフォードさんは右手を握にぎった。瞬時に炎の鎖は手の中に吸い込まれる。強盗はよろめきながら背を向けて、足をひきずりながら逃げようとする。わたしはグラフォードさんに駆け寄って、強盗を追いかけようとするのを押し止とどめた。

「なぜ止めるんですか、彼らは犯罪者だ」

「そうだけど！　わかってるけど！　だからってあんなふうに苦しめなくてもいいでしょ!?」

　わたしを見下ろすグラフォードさんの眼まな差ざしには、あきらかな怒いかりがあった。

「なんて甘い人だ。なぜ、彼らをかばうんですか」
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「かばってるわけじゃない。ただ……」

　ただ、このままだとグラフォードさんが強盗を殺してしまうような気がして……とは、なぜか言えなかった。

「見ていたんですね」

　息をつき、乱れた前まえ髪がみをかき上げたグラフォードさんは、素す早ばやく右手首に腕時計をはめた。

「……あなたもヴェーダだったなんて、知らなかった」

　それも、すごく強い火のエレメンタルだ。それを自在にあやつるなんて、いったいこの人はなんなんだろう？　ただの公務員とは思えない。それに。

「ヴェーダなのに、どうしてヴェーダが嫌きらいなの？」

「僕のことはどうでもいいでしょう。それよりあなたのせいで逃にがしてしまった強盗は、ただの強盗じゃありません」

「……え？　どういうこと？」

「黒いローブ姿は、ルテ市警も軍も僕らも追ってる、ヴェーダの組織的な犯罪者の証あかしなんです。もちろん無免許です」

　組織的な犯罪者？

「そ……んなの、まさかルテにいるわけない。噓うそでしょ……？」

「いいえ、事実です」

　ため息をついたグラフォードさんは、責めるような視線でわたしを見つめた。

「〝フィルムを始末する〟と、彼らは言ったんですね？　あなたはいったいなにを撮とったんですか？」

　わからない。狙ねらわれるフィルムなんて……いや、まさかあの暖だん炉ろに燃やした印画紙？　闇やみが象かたどる双そう頭とうの蛇へび、その場に姿がなかったはずの、不気味な人物。

　こんなことになったら、噓をついてもしかたがない。わたしは彼にそのことを話した。

「悪あく霊りようみたいで気味が悪くて、印画紙は暖炉に燃やしたの」

「暖炉？」

　苦々しい表情でグラフォードさんがうめいた。

「……なんてことだ」

　言うやいなや、グラフォードさんはわたしの手首を強ごう引いんにつかんだ。

「な、なに!?」

「市警に知人がいます。空き地のスクーターはあなたのですね？」

「そ、そうだけど。なに、なんなの!?　痛いから放して！」

　手を振り払はらい、わたしはグラフォードさんをにらんだ。

「……あ、あなたはなんなの？　助けてもらったことは、本当に感謝してるわ。でも、ヴェーダなのにヴェーダを嫌っていて、犯罪者だとしてもあんなやけどを負わせるなんて、信じられない。逃がしちゃったのはわたしのせいだけど、これから警察に行って事情を話せば、あとは警官が捕つかまえてくれる。それですむことでしょ？」

「甘いですね。スクーターの鍵かぎはどこですか？」

　まったくもう！　全然わたしの話を聞いていないんだもの！

「子どもじゃないんだから警察にはひとりで行けるわ。大だい丈じよう夫ぶだから、もう放ほうっておいて！」

「そうはいきません。無免許のヴェーダを捕まえることも、僕の仕事の範はん疇ちゆうです」

　この人と短時間でも一いつ緒しよに行動するなんて、絶対にごめんだ。

「じ……じゃあ、別々に行けばいいわ。わたしはこれから警察に行く。ひとりでね！」

　背中を向けたわたしの腕うでを、ふたたびグラフォードさんが取った。

「なに!?」

　振ふり返かえったわたしに、グラフォードさんは苛いら立だたしげな口調になる。

「自立心が旺おう盛せいなのは尊敬に値あたいしますが、あなたの認にん識しきはどこか甘いんです。複雑なことや嫌けん悪お感かんを抱いだくことから、無意識のうちに逃げようとする。その最たる象しよう徴ちようがヴェーダです」

　なにも言えなかった。図星だからだ。

「〝ヴェーダには親切な人しかいない〟と思いたい気持ちはわかります。そうあってほしいと願うことは罪ではありません。けれど、ときに正しい現実の認識をにぶらせる。あなたが撮った存在は、悪霊ではなくヴェーダです。しかも、姿を見せずにいられるということは、強いエレメンタルを乱雑にあつかい、力にのまれかけている証拠です」

　たたみかけられた非難に怒おこることも忘れ、困こん惑わくしてわたしは立ちすくんだ。

「エ、エレメンタルに……のまれる？」

「あなたの言うヒーローには、そんなヴェーダはいないでしょう。しかしこの国にはときに、自身をむしばんでしまうほどの強いエレメンタルを宿して生まれるヴェーダがいるんです」

　自分を丸ごと否定するかのような、吐はき捨てるような声こわ音ねだった。

「ヴェーダは精せい霊れいではありません。精霊の力を宿した、あくまでも〝人間〟なんです。だからルールを無視して強いエレメンタルをあやつれば、激しく精気を吸い取られて肉体が老いる。やがてエレメンタルにのまれ、邪じや悪あくな精霊と化す。そんな危険なヴェーダが、事実この国には存在しているんです。ひとりだけ」

　グラフォードさんの言葉が、ぐるぐると頭の中で響ひびいた。博物館で知った、大昔のことだと思っていたそれが、この現代で現実に……なっている？

「……い、いるわけない！　だって博物館で、大昔のことだって」

「それは表向きです」

「だって、そんな。うそでしょ……。邪悪な精霊と化す寸前の……ヴェーダがいる？」

　とまどうわたしに、グラフォードさんは容よう赦しやなく告げた。

「あなたが撮ったのは、幻げん影えい伯はく爵しやく。逃がした強ごう盗とうの組織、精霊師同盟をまとめているとされるヴェーダです」
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　邪悪な精霊と化す前に捕まえなければ、大変なことになる。グラフォードさんはそう言った。

「幻影……伯爵？」

「関係者内での呼び名です。姿を見せずに動くことができ、誰も顔を知らない。だから幻影」

「伯爵なの？」

「彼は組織の中心です。領地をまとめる伯爵になぞらえた、ただの皮肉です」

　幻影伯爵の正体は誰だれも知らない。だから異名で呼ぶしかないということだ。邪悪な精霊と化すヴェーダだなんて、現代にはありえないと学芸員の人は言っていたのに、車の走っているこの時代にもいるなんて。信じられないし信じたくない。だけど、それじゃすまされない。現にわたしが、撮ってしまったのだから。

「……け、警察に行かなくちゃ」

　スクーターの鍵を取るために急いで写真館へ入ると、ひどいありさまだった。窓に飾かざった写真立ては倒たおれ、カウンターの中のものも床ゆかに散乱している。カッとしたものの、すぐにあることを思い出して血の気が引いた。

「結けつ婚こん式の写真!!」

　暗室のドアを開けると、結婚式の写真が床に落とされて踏ふみ付けられていた。慌あわてて撮さつ影えいしたフィルムを捜さがすと、床のすみに封ふう筒とうごと落ちていて胸を撫なで下ろす。よかった、フィルムは無事だ。もう一度現像しなおせる。

　手て袋ぶくろにバット、ハサミにピンセット。細々とした道具と一緒に、封筒もフィルムケースも引き出しごとひっくり返されていた。それらを拾っているうちに、全身が大きく震ふるえはじめる。偶ぐう然ぜんとはいえ、わたしは撮ってはいけないものを撮ったのだ。そのせいで、おかしなことに巻き込まれている。これは夢じゃない、現実だ。

　流し台を見れば、灰になったフィルムの残ざん骸がいがあった。幻影伯爵のフィルムだ。

「……わたしは。も、もしかして、わたしは……」

　遅おくれて暗室に足を踏み入れたグラフォードさんを、やっとの思いで見上げた。

「……撮っちゃいけないものを、撮ったのね」

　グラフォードさんは足元の封筒を拾い上げ、わたしに差し出した。

「あなたのコレクションについて通報があったとき、もしやその中に同盟者の写真があるかもしれないと考えました」

　グラフォードさんの態度はどこまでも冷静だ。

「あなたが同盟者だと知らずに、コレクションを所持しているとすれば危険だ、そう思っていたんです」

　え？……まさか。

「わ、わたしがこんなことになるって予想していて、毎日立ち寄ってくれていたの？」

「ヴェーダではないということについて、あなたが噓をついていないことくらい、僕にはわかります」

　驚おどろいた。グラフォードさんははじめから、いつかこんなことになると予想して、心配してくれていたのだ。

「じゃあ、そう言ってくれたらよかったじゃない」

「ヴェーダに好意的な心証しかないあなたに、精霊師同盟のことを話したとしても信じてもらえない、もしくは態度を頑かたくなにしてさらに拒こばむことは予想がつきます。そうであれば、あなたをヴェーダだと疑っている素そ振ぶりをしながら、毎日立ち寄って様子を探さぐり続けたほうがいいと考えたんです」

　鋭するどい観察眼は仕事柄がらのせいだろうか。グラフォードさんの言うとおり、精霊師同盟や幻影伯爵のことを突とつ然ぜん話されても、わたしは間ま違ちがいなく信じなかったと思う。こんなことにならなければ、いまだって信じないだろう。

「いますぐにでもコレクションを見せていただきたいところですが、ここを離れるのが先決です。早くスクーターの鍵を」

　グラフォードさんがわたしに顔を近づける。生き真ま面じ目めな口調や態度には似つかわしくない、どこか奔ほん放ぽうさを漂ただよわせる野性的な瞳ひとみが間近になって、目をそらせなくなる。

「あなたは目もく撃げき者なんです、シモンさん」

　眼鏡めがね越ごしに目を細めたグラフォードさんは、きっぱりと口にした。

「写真であれ、幻影伯爵を見た目撃者。このルテで幻影伯爵の顔を知っているのは、あなただけです」

　淡たん々たんとした冷静な声音だからこそ、説得力に満ちていた。たった一枚の写真のせいで、わたしはこんなことに巻き込まれている。後こう悔かいしてもしきれないけれど、これ以上写真館を荒あらされるわけにはいかない。

　ここを守るために、いますぐ警察へ行かなくちゃ！

「わかった。ちょっと待って」

　覚かく悟ごを決めて暗室のドアを閉め、鍵かぎをかける。カウンターの引き出しからスクーターの鍵を取り出したとたん、横に立つグラフォードさんの片手がわたしの肩かたに置かれた。

「ひゃっ！　な、なにっ!?」

　ぐいっと肩ごと抱かかえ込まれると、身体からだがいやおうなしに密着した。

「無む駄だなおしゃべりに時間を費ついやしました。急ぎましょう」

　そのままわたしをぐいぐいと押しやりながら、グラフォードさんはドアを開けて外へ出た。

「ち、ちゃんと急いでるから、放して！」

　わたしの声に、グラフォードさんの命令口調が重なった。

「早くドアに鍵を」

　やっぱりこの人苦手！　口をすぼめたわたしは、ポケットからドアの鍵を取り出した。

「あなたって、みんなにそうなの？　ちょっと偉えらそうっていうか」

　失礼は承知の上で、つい本音を愚ぐ痴ちってしまった。急いでドアに鍵をかけ終えると、グラフォードさんは、

「そうですね、僕は誰だれにでもこうですよ。これで満足ですか？」

　棒読みで答えてから、自分のジャケットをぶっきらぼうにわたしに押し付けた。

「冷えますから、どうぞ」

「えっ、え？　いいわよ、大だい丈じよう夫ぶです！」

　感情の読めない眼まな差ざしでわたしを一いち瞥べつしてから、グラフォードさんは慌ただしくスクーターにまたがった。

「スクーターの速さで体感温度が下がります。それはクリーニングしたばかりのものですから、きれいです」

　汚よごれていると思って断ったわけじゃない。この人のジャケットを借りたくなかっただけだ。それにわたしがこれを着たら、彼こそシャツ一枚でスクーターに乗るはめになる。

「だ、だったら、コートを取って来るわ。それにふたり分のヘルメットも！」

　ふたたび家に戻ろうとするわたしに、グラフォードさんはこれみよがしなため息をついた。

「ヘルメットは義務づけられていませんし、そんな時間はありません。いいから早くそれを着て、後ろに乗ってください」

　言こと葉ば遣づかいは丁てい寧ねいなのに、かなり威い圧あつ的てきな声こわ色いろだった。しかたがない。わたしはのろのろとグラフォードさんのジャケットを羽織った。うわ、やっぱり大きい。それに……なんだろう、かすかに鼻先をくすぐるこれは……香こう水すい？　爽さわやかないい香かおりがする……と、襟えりに顔を埋うずめてうっとりしていると、目が合った。同時にグラフォードさんは、けげんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「……なにをしてるんですか」

　ホントだ、わたしなにしてるの。いますっごく変態っぽいことしてた！

「早く乗ってください」

「わ、わかってるってば！」

　彼の後ろに乗って、腰こしのあたりのシャツを軽くつかむ。すると、振ふり返ったグラフォードさんは、冷ややかな視線を肩かた越ごしに向けてきた。

「ずいぶんおしとやかですね。それでは振り落とされますよ」

　わたしの両手首を両手でつかむやいなや、ぐっと自分のお腹なかのあたりへ強ごう引いんに引き寄せた。とたんにグラフォードさんの背中に、わたしの頰ほおがむにゅっと密着する。

　わっ！　こんな経験したことないし、シャツ越しのグラフォードさんの体温が伝わって、照れくさくてたまらない！

「しっかりつかまってください。いいですね」

　エンジンがかかり、スクーターが走り出す。

　ただでさえ肌はだ寒ざむい夜に、スピードが増すスクーターのせいで凍こごえるほどだ。わたしはしっかりとグラフォードさんの身体に腕うでを巻き付けて、まぶたを閉じた。

　この人は苦手だ。

　わたしを助けてくれたのは、仕事として関かかわってしまったからだろうし、いまだってこうして一いつ緒しよに警察へ行くのは、この人の仕事だからだ。親切心からじゃない。それに、感情を表に出さないから、どんな人なのかもまったくわからない。

　どうしてヴェーダが嫌きらいなんだろう。エレメンタルを使うとき〝見ないでください〟と言ったのは？　それに手首の入れ墨ずみ。いやおうなしに疑問はどんどん膨ふくらんでいった。

　どうしてこんなにも、苦手なこの人のことが気になるんだろう……なんてぐるぐると考えていて、かつてないほどの体感スピードに目を開けた瞬しゆん間かん、ぎょっとした。

　街灯に照らされた通りを走るスピードは、尋じん常じようじゃない。車を何台も追い越こしていく。

「ちょっ!!　グ、グラフォードさん、スピード落として！　このスクーター中古なの、こんなにスピード上げたら、エンストしちゃうわ！」

　かすかに振り返ったグラフォードさんは、風にあおられて乱れた前まえ髪がみからのぞく眉を、意地悪そうに片方だけくいっとつり上げた。いったんゆるめられたスピードに安あん堵どしたら、左折した直後ふたたびスピードがいっきに増した。

「ちょっ……ちょっとっ!!　聞いてる!?」

「壊こわれたら弁べん償しようします」

　そういう問題じゃないから！

「あ……あなたのこと真面目な人って思ってたけど、ホントは違ちがうでしょ!!　だって真面目な人がこんな意地悪するはずないもの!!　装よそおってるだけなんだ、そうでしょ！」

「舌を嚙かみますよ、黙だまって」

　スピードはさらに加速する。この人がどういう人なのかはやっぱり謎なぞだけど、ひとつだけわかった。折り目正しく礼れい儀ぎ正ただしいのは、そういうふりをしているだけなのかも。本ほん性しようはたぶん違う、そんな気がした。だからって知りたくなんかないけれど！
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　エレベーターの壁へき面めんはシックな木目調で、高級感漂ただようタイル張りの床ゆか。鏡のように磨みがき上げられた黒い扉とびらに、並んで立つグラフォードさんとわたしの姿が映り込んでいた。

　ここはルテ市警じゃない。貴族御ご用よう達たしの高級ホテル〝ホテル・グランデ〟のエレベーターだ。どうしてここにいるのかと言えば、話は数分前にさかのぼる。

　たしかにグラフォードさんは、市警のある八区へとスクーターを走らせた。壮そう麗れいな建造物がつらなる表通りに入って、やっとスピードをゆるめたグラフォードさんは、なぜか市警を素す通どおりし、角に面したこのホテルでスクーターを停とめた。

　駐ちゆう輪りんしただけかと思ったわたしは、すぐさま市警に向かって歩き出す。そんなわたしの腕を、グラフォードさんは後ろから引っ張って言ったのだ。

「シモンさん、そっちじゃないんです」

「えっ。市警はそこでしょ」

「わかってます。あそこへ行って受付でいやになるほど順番待ちをし、巡じゆん査さレベルの警官が相手になってくれるころには、朝日を拝むはめになります。あなたが巻き込まれている事件は緊きん急きゆうを要する。相応の立場の人間に知らせたほうが早くすみます」

　ぐいぐいとわたしの腕を引っ張り、グラフォードさんはホテルのロビーへ入ってしまった。

「そ、それでどうしてここなの!?　すごく高いホテルじゃない！」

　風にあおられて髪かみはぼさぼさ、サイズの合わない男物のジャケットを羽織り、寒さのせいで唇くちびるをガタガタさせている庶しよ民みんの女の子が、足を踏ふみ入れていい場所じゃない。人目を気にするわたしとは対照的に、グラフォードさんは涼すずやかな態度でエレベーターのボタンを押した。

「ここの最上階に住んでいるんです、僕の知人は」

「ここにって、市警の人？」

「そうです」

　高級ホテルの最上階に住めるほど、警官のお給金っていいのだろうか？　なにより、もっと気になるのは。

「ここに住んでいるとしても、いまは仕事中でいないんじゃない？」

「彼には優ゆう秀しゆうな部下が大勢いるので、彼自身はほとんどホテルの自室にいるんです。市警はすぐそこですし、なにかあれば部下が直接ここへ来ます。それが許されている人物なので」

「え？　それは……現場に足を運ばなくてもいい立場の人、ってこと？」

「そうです」

　だけど、それってつまりは、とっても偉えらくて優秀か、もしくは現場にいると邪じや魔まな人ってことなんじゃ……？

　眉をひそめるわたしの懸け念ねんを察したのか、グラフォードさんが事務的に言った。

「大丈夫です。仕事はできます」

「ホントに？」

　グラフォードさんが小さくうなずいた。だったらこれで事件は解決し、わたしはいままでどおり、写真館で働いて暮らせるようになる。

　そんなわけで、ほっと安堵してエレベーターに乗り込み、いまにいたっている。

　グラフォードさんは腕を組んで、点てん滅めつしていく階数を見上げている。わたしは扉に映った自分の無様な姿にぎょっとした。胸まで届く髪が風にあおられ、複雑に絡からんでいたからだ。

「……結んでおけばよかったな」

　指で髪を梳すきながら、ぼそっとつぶやく。するとうつむいたわたしの目の前に、清せい潔けつそうな濃のう紺こんのハンカチが差し出された。

「……え？」

「よければどうぞ。使ってません」

　びっくり。結ぶのにどうぞと、グラフォードさんは言っているのだ。わたしのつぶやきなんて無視したっていいのに、この人は本当に他人をよく観察している。さっきだってそうだ。ひさしの上にいたわたしを見て、すぐに助けに来てくれたんだもの。

　とたんに、密室でふたりきりなことに意識が集中しはじめ、ボッと耳まで赤くなる。うわ、気まずい！

　学生のころ、背の高いわたしを女の子扱あつかいしてくれる男の子なんていなかった。男の子が好きなのは、小こ柄がらで華きや奢しやでブロンドで、お人形みたいな愛らしい女の子たちだった。平へい凡ぼんな髪の色で勝ち気な〝のっぽのシモン〟は、ずっと対象外だったのだ。たくさん傷ついたけれど、いつの間にかそんなことにも慣れてあたりまえになっていたし、哀かなしいことも重なって、こんなふうに男の人を意識することなんて、ずっとなかったのに。

「気き遣づかってくれて、ありがとう。でもあの、大だい丈じよう夫ぶです」

　照れくさくていたたまれなくなり、とっさにハンカチから視線をそらす。そのときになって、この人にジャケットを借りたままだったことに気づき、慌あわてて返した。

「これもありがとう。あなたの言うとおり、着ててよかったわ」

　グラフォードさんが無言でジャケットを受け取る。と同時にかすかに手が触ふれて、その冷たさにわたしは驚おどろいた。考えてみれば当然のことだ。ジャケットを着ていたわたしですら、震ふるえるほど寒かったんだもの。グラフォードさんはもっと寒かったはずだ。なのにそんな素そ振ぶりも見せない。それって、わたしよりも大人だから？

　違う。この人、もしかしたら……本当は優やさしい人なのかも。

　気づいたら、ドクンと心臓が跳はねた。えっ、いまの感じはなに？　あんなに反感を抱いだいていたのに、わたしおかしい。自分の感情を持てあましてうつむくと、グラフォードさんが静かに言った。

「……〝大丈夫〟。あなたはすぐにそう言いますね」

「え？」

　ポケットに片手を入れて、壁かべに背中をあずけたグラフォードさんは、前を向いたままだ。

「誰だれにも頼たよろうとしない。そうしないのは、頼ることに慣れていないからでしょう」

　ゆっくりと、グラフォードさんの瞳ひとみがわたしに移る。笑えみを浮うかべるでもない、とらえどころのない表情で見つめられると、鼓こ動どうの速さが増していった。他人に頼ることに慣れていないという彼の言葉には、反論の余地なんてなかった。そのとおりだからだ。

　どうしてそんなことがわかるの。仲良しでもないのに。

「……べつに、悪いことじゃないでしょ」

「あなたを非難しているわけじゃありません。ただ……いえ、なんでもありません」

　チン、と音がして扉が開き、グラフォードさんが先に降りた。どうしてこの人は、謎めいた言い方をするんだろう。気になってしかたがなくなるじゃない。

　最上階の廊ろう下かの床には、真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられている。ライトは小ぶりなシャンデリアで、趣しゆ味みの良い調度品と絵画が配置されていた。

「なんでもないって、そんな。気になるから言ってくれない？」

　前を歩くグラフォードさんの背中を追いかけ、わたしは少しだけ背せ伸のびをして訴うつたえた。それで気づく。この人といると猫ねこ背ぜにならない。逆に背筋がピンと伸のびるのだ。それはわたしが、いつもグラフォードさんを見上げるかたちになるから。

　誰かを相手にして背伸びをするなんて、はじめてだ。

「非難じゃないなら教えてくれてもいいでしょ。なんなの？」

　顔をそむけたグラフォードさんは、廊下を歩き続ける。左へ曲がると正面に、重じゆう厚こうな両開きのドアが見えた。

「たいしたことじゃありません。似ていると思っただけです」

「似てるって、誰に？」

　グラフォードさんはため息をつき、わたしを一いち瞥べつすると観念したように立ち止まった。

「僕です」

　……え？

「わたしが、あなたに似てる……？」

「頼ることに慣れていないという点において、そう感じただけです。すみません、ただの個人的な見解です。忘れてください」

　単調にさらりと言ってのけて、背中を向けた。態度や口調から察するに、本当に深い意味なんてないのだろう。だから気にすることなんてない。頭ではわかっているのにどうしてこんな、胸むな苦ぐるしさを感じるのだろう。

　ううっと顔をしかめてうつむいたときだった。突とつ然ぜんドアが開いて、中からけたたましい笑い声を響ひびかせる、カクテルドレス姿の若い女性があらわれた。さらにその背後を、目め隠かくしをしたタキシード姿の男性が追いかけはじめる。

「あれれー？　僕のかわいい仔こ猫ねこちゃんはどこかなー？」

　えーと……なにかな、これ。キャッキャとはしゃぎながらすれ違ちがった女性は、廊下の角を曲がって姿を隠かくした。おバカなお金持ちの戯たわむれに動どう揺ようすることなく、グラフォードさんは大おお股またで男性に近づいて行く。

　目隠しをした男性も、両手で周囲を探さぐりながら距きよ離りを詰めて来る。よろよろと近づき、グラフォードさんの目の前で歩を止めると、突然バッと両りよう腕うでを広げた。

「いたね？　見ーつけた！」

　あろうことか、ぎゅっとグラフォードさんを抱だきしめてしまった！　ええっ！

「……あれ？　きみってこんなに背が高かった？」

「目隠しを取るんだ」

　氷のごとく冷たい口調だ。奇き妙みような茶番を他人ひとごとで眺ながめていると、男性が目隠しをはずした。

　年ねん齢れいはグラフォードさんと同じくらいだろう。ゆるやかに波打つ見事なブロンドの前まえ髪がみは、無造作に額にかかっている。愛あい嬌きようのあるヘーゼルの瞳は、常に面おも白しろいことを探しているいたずらっ子みたいにきらきらしていて、口角は上がり気味。黙だまっていても微笑ほほえんでるような表情は、人生で得するタイプの顔立ちだ。

　通りすがれば誰もが振ふり返るこれぞハンサムの王道……という顔が、グラフォードさんを視界に入れたとたんに眉まゆ根ねが寄せられて崩くずれた。ただし、口元はやっぱりにやけて見える。

「……きみ、ヴェーダだったの？　これってどういうエレメンタル？　寄宿舎で同室だった、俺の友人に瓜うり二ふたつなんだけど」

　寄宿舎で同室？　ということは、もしかしてこの人が市警の人……だったらどうしよう。

「他人に化けられるエレメンタルは存在しない。正しよう真しん正しよう銘めい僕だ」

　はあ、とため息をついた人物は、グラフォードさんから離はなれると髪をかき上げた。

「わーかってるよ、相変わらず冗じよう談だんの通じないヤツ。どうしたんだよ、ジョエル。おまえがここに来るなんて珍めずらしいじゃないか」

　そしてわたしを視界に入れる。ただでさえ大きな瞳が、さらに見開かれた。

「おっと。美女の原石発見」

　言うが早いか手を伸ばし、いきなりわたしの右手を取った。

「えっ、ちょっ!?」

　それを自分の唇くちびるに近づけながら、うやうやしく腰こしを折り曲げた。

「こんばんは、マドモアゼル。わたくしはカミーユ・ベルナール、ルテ市警の警視です。どうぞカミーユと気軽にお呼びください。以後、お見知りおきを」

　うそでしょ!?　ぎょっとしたわたしは思いきり手を引っ込め、グラフォードさんをにらんでしまった。

「こ、この人が、市警の人!?　しかも警視って、そんな……っ！」

　こんな、いかにもチャラいお金持ちみたいな人に、なにができるっていうの！

「そうです。彼が〝市警の人〟です」

　グラフォードさんの態度はいつにも増して冷静だ。ベルナール警視は憂うれいを漂ただよわせながら目を伏ふせて、わざとらしくふっと哀しげに微笑んだ。

「自分が警視だなんて、俺自身もいまだに信じられない。けれど、運命が逃にがしてくれないんだよ、マドモアゼル」

「……運、命……？」

「そう。権力者が親族という、哀しむべき己おのれの運命のせいだ。そのせいで、市民を守るという重い責務と俺は日々闘たたかっているんだ。ああ、悩なやましきわが人生！　同情してくれる？」

　できません……。呆あきれすぎて絶句していると、警視はニヤリと笑った。

「で？　俺のお楽しみを邪じや魔まするとは、いったいなにしに来たんだ？　そこの美女の原石と結けつ婚こんでもする報告か？」

　チャラすぎる警視の笑えない冗談に、否定する余よ裕ゆうもない。グラフォードさんも同じらしい。ざっくりと冷れい淡たんに言いきった。
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「違う。彼女は写真館で働いているニーナ・シモンさんだ。幻げん影えい伯はく爵しやくを写真に撮とった」

　にやつく警視の表情が、いっきに変わった。

「さらっとすごいことを言ったな。俺の空耳か？　なんだって？」

「幻影伯爵を写真に撮ったんだ」

　警視がわたしを凝ぎよう視しする。その眼まな差ざしは真しん剣けんそのものだ。と、ぐぐっと口角を上げて含ふくみ笑いをした警視は、廊下の角から顔をのぞかせている女性にウインクをする。そして右手を上げ、パチンと指を鳴らした。

「今夜はお開きだよ、かわいい仔猫ちゃん！　お楽しみはまた今度ね！」
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　暖だん炉ろの炎ほのおが室内を照らす、豪ごう勢せいなリビングに通されて、わたしは立ちすくんでしまった。

　なんて広い部屋だろう。壁一面が窓で、ベルベットのカーテンが下がっている。オフホワイトで統一されている室内を彩いろどるのは、絵画や曲線の美しい家具だ。

「どうぞ、座って」

　警視にうながされて、わたしはグラフォードさんと並んで長なが椅い子すに腰こし掛かける。ゆるめたタイを襟えり元もとにだらしなくぶら下げた警視は、センターテーブルを挟はさんで真正面の椅い子すに座った。

「で、その写真はどこで撮ったの？」

「ルシェント公園です。今日の午後、博物館の帰りに」

　警視は足を組み、背もたれに腕うでをのせてわたしを見た。

「石せき盤ばんを見た帰り？」

　わたしはうなずいた。

「そのフィルムは？」

　答えたのはグラフォードさんだ。

「ふたりの同盟者が、彼女の写真館に入って燃やした」

　警視はきつく眉まゆを寄せた。

「同盟者は？」

　ちらりとわたしを横目にしてから、グラフォードさんは息をつく。

「逃にがした」

「おまえが？　ありえないでしょ」

　信じられないとでも言うかのように、警視は目を見張る。そうだ、ありえない。あんなに強い火のエレメンタルを、グラフォードさんはあやつれるんだもの。

「わたしがグラフォードさんを……引き止めてしまったから」

　わたしが止めていなければ、同盟者のふたりはいまごろ捕つかまっていたはずだ。自分のしでかした事の重大さにいまさら気づくなんて、ほとほと呆れてしまう。

「どうしてきみがジョエルを止めちゃったの？」

　グラフォードさんがふたりを殺すのではないかと、怖こわくなったから……なんて、助けてくれたのに失礼に思えて言えなかった。すると、グラフォードさんはまっすぐ警視を視界に入れながら口を開いた。

「シモンさんは精せい霊れい師同盟のことを知らなかった。関係者しか知らない組織だ、無理もない。だからただの強ごう盗とうだと思ったんだ。それに、僕がヴェーダだということも知らなかった。たぶん、怖くなったんだろう。僕のことが」

　驚おどろいて息が止まりそうになる。当てられて無言になったわたしに、警視は笑いかけた。

「なるほどね、気持ちはわかるよ。エレメンタルをあやつっているときのジョエルは別人だもんね。それで？　きみは燃やされる前にフィルムを現像したの？」

「しました。でもあの、恐おそろしいものが写っていて……」

「恐ろしいもの？」

　見たものを詳くわしく説明すると、警視の顔から完全に笑みが消えた。

「その印画紙は？」

「怖くなって燃やしたんです。……暖炉に」

　警視がくしゃりと顔をゆがませた。

「……そりゃマズい」

「え？　どうしてマズいの？」

「写真館から離れて正解だよ、ニーナ嬢じよう」

　警視が言ったあとで、グラフォードさんが静かに続けた。

「邪じや悪あくな精霊と化す寸前のヴェーダということは、かなり強きよう烈れつなエレメンタルを宿している証しよう拠こです。そういったヴェーダは〝リンク〟を使う。〝リンク〟とは、力を宿したなにかの元に、自身のエレメンタルを同化させることを意味します。ようするに、あなたが印画紙を暖炉に捨てたから、あなたの居場所が幻影伯爵の知るところとなった」

　この部屋の暖炉の炎を目にして、思い出す。そういえば印画紙を暖炉に捨てたとき、かすかに燃え上がった炎が双頭の蛇を象ったように見えたのだ。怯おびえているから錯さつ覚かくを見たんだろうと思ったのに……まさか、違ちがった？

「わたしが印画紙を暖炉に……捨てたから？」

　硬かたい表情で、警視は小さくうなずいた。

「きみがシャッターをきった瞬間、そばには誰だれもいなかったんだよね？　ということは、写っているかどうかは、その時点ではわからなかったはずだよ、幻影伯爵にもね。ただし、きみは秘ひそかにマークされた」

「印画紙を暖炉に捨てた時点で、撮られていることが伯爵に伝わった。それを抹まつ消しようするために、配下の者が遣つかわされたんでしょう。たいして強くもないヴェーダだったのは、あなたがごくごく普ふ通つうの女の子だったからです」

　うつむきがちなグラフォードさんの横顔に、事態の深刻さをうかがわせる気配がかすめる。

「赤子の手をひねるくらいのことと思ったんだろうね。ジョエルがその場にいなければ」

　うつむいたわたしは、膝ひざに置いた両手をぎゅっと握にぎった。リンクとか、そんなことができるヴェーダがいるなんて、知るわけない。精霊師同盟のことだって、幻影伯爵のことだって、今日までは本当になにも知らなかったんだもの。

「じ、じゃあ、この部屋の暖炉は？　その……リンクっていうので、伯爵にこの話を聞かれてるってことはないの？」

　グラフォードさんがわたしを見た。

「それはありません。どんなに強いヴェーダでも、万ばん能のうではありませんから」

「写真館の場所が伝わっているだけで、きみがここにいることは知らないさ。だから、安心していいよ。ちなみに教えてくれないかな。きみはいままでにも、そういう写真を撮ったことがあるの？　エレメンタルの残影写真」

　ここまできたら噓うそをつく必要なんてない。

「あります。何枚も」

　警視は感心するかのように目を見張った。

「すごいな。どうしてそんな写真が撮れるのか、きみにはわかる？」

「ごめんなさい、わからないんです」

　光の加減やシャッターのタイミング。すべてが偶ぐう然ぜんだから、現像してはじめて撮れていることがわかるだけ。それに、誰がヴェーダかなんて肉眼では判断できない。狙ねらって撮りたくても撮れない写真なのだ。

「偶然なんだよ、カミーユ」

　グラフォードさんが言うと、みたいだね、と警視はゆっくり立ち上がった。

「実を言えば俺は今夜、とある夫人の夜会に参加してた。まあ、そこで、さっきのご令れい嬢じようと意気投合して抜ぬけ出そうかってことになってね、ここに戻もどってムードたっぷり、暖炉の前で詩について語っていたんだ……って、あれ？　あの子の名前なんだったかな」

「カミーユ、なんの話だ？」

　グラフォードさんのツッコミに、そうだった、と警視は指を鳴らした。

「とにかく彼女と抜け出す前、夫人宅に俺宛あての電話があった。それで戻って来たってのもあるんだけどさ。内密だけど、いま博物館は大おお騒そう動どうの真っ最中なのよ」

「大騒動？」

　わたしとグラフォードさんの声が重なる。腕を組んだ警視は、不敵な笑みを浮うかべながらうなずいた。

「展示が終わって撤てつ収しゆう作業中の石盤が、灰になった。誰もいないのに燃え上がって灰と化したんだよ。さて、犯人は誰だ？　そんなことができるのはひとりだけだ」

　幻影伯爵だ。だけどどうして、石盤を灰にしたの？

「どういうことだ」

「さあね」

　警視の笑みには、なぜか余裕が感じられた。まるで、こうなることを予想していました、とでも言いたげだ。

「それでどうして、あなたはここにいるの？　警視って、偉えらい人でしょ？」

「俺には優ゆう秀しゆうな部下がいっぱいいるんでね。彼らはむしろ、俺なんかいないほうが捜そう査さがはかどっていいなんて思っちゃってるわけ。ほかの警視みたいにうるさく口を出したりもしないから、俺って人気者なのよ。口は出さない、でも責任は全部俺がとる。結果クビになってもかまわない、だもん。ホント、俺って最高の上司だよね」

　わからなくなってきた。警視って優秀なの？　それともただのおバカさん？　内心でぐるぐる迷うわたしを尻しり目めに、警視は優ゆう雅がな仕草で髪をかき上げた。

「まあ、それで、だ、石盤が燃え上がった時刻は九時。きみの写真館に同盟者が入ったのは何時？」

　……九時だ。

「お、同じ時間だと思う」

「そのあと、俺がここに戻ってからまた電話があった。ちょうどきみたちがここへ来るちょっと前。九区の路地裏で二体の遺体が見つかった。遺体は焼け焦こげた状態だった。偶然かもしれないけど、ちょっと〝あれ？〟って思うよね」

　その遺体って、まさか。

「……写真館に入った……強盗の同盟者？」

「かもね。なんにせよ、きみは博物館の下見をしていた幻影伯爵を撮ってしまったんだろう。というわけで、すぐにヴェーダの警官をきみの写真館に配置させるよ。俺の予想が正しければ、次は伯爵自身がきみの写真館にあらわれるはずだから」

「え！　どうして？」

「同盟者はあなたを殺せなかった。だから彼らは殺された。印画紙にせよ、自分の顔があなたに見られたのは明白です。おそらく伯爵は、あなたを殺すつもりです」

　グラフォードさんがわたしを見た。表情から感情が読み取れないからこそ、言葉には偽いつわりのない重みがあった。

「もしくは」

　背中を向けながら警視が引き取った。

「ほかにもフィルムがあると考えているのかもしれない。自分に関かかわるすべての証拠を消すつもりだろうね。どちらにしても、きみの写真館に必ずあらわれる。俺が伯爵ならそうするよ」

　消すってなにそれ、どういうこと！　いま以上に写真館を荒あらされたら、たまらない！

「シャッターをきったのは一度きりよ！　ほかに撮とったフィルムなんてないのに！」

　思わず立ち上がり、受話器を手にした警視に向かって叫さけぶわたしに、グラフォードさんは静かに言った。

「それを確かく認にんするために、あらわれるんです」

「そんな……どうしよう。もしかしたらいままで撮ったフィルムも、お客さんから預かったフィルムも、なにもかも全部燃やされてしまうかもしれないわ！」

　そんなことになったら、お客さんになんて謝ればいいの。そのうえ、大事な結けつ婚こん式のフィルムまで消されてしまったら、ボトン家の人たちに謝っても謝りきれない。

　握った手がどうしても震ふるえる。

「……あのとき、シャッターなんてきらなければよかった」

　現像なんてしなければよかった。

「……暖だん炉ろに、燃やさなければよかった」

　後こう悔かいがとめどなく押し寄せる。誰に言うでもないわたしのつぶやきに、グラフォードさんは黙だまったままだ。

　彼が身分証を見せてくれたときに、勝手な思い込みで反発なんてせずに信じて、エレメンタルの残影写真を見せるべきだったのだ。そうしていたら、ヴェーダの力やリンクについて、知ることができたかもしれないのに。

〝あなたの認識はどこか甘い〟と言ったグラフォードさんの言葉が、痛いほど胸に突つきささった。

　父さんを列車の事故で失ったとき、辛つらくて哀かなしい現実に押しつぶされそうになった。だから、いやなことはもうなにも知りたくなかったし、見たくなかった。そうやって現実に背中を向けて、目も耳もふさいで生きてきたのだと、たったいまはっきりと自覚させられた。

　冷静に現実を見ればわかることだ。普通の人間にだって、善人も悪人もいる。それはヴェーダも同じことなのに、はじめて出会ったヴェーダの男の子が親切だったから、〝ヴェーダには善人しかいない〟と信じきっていた。だから、彼らのことを深く知ろうとしなかった。

　知る必要なんて、なかったからだ。

「……あなたの言うとおりよ、グラフォードさん」

　座っているグラフォードさんが、わたしを見上げた。悔くやしいけれど、正しいのはいつも彼のほうだったのだ。

「……わたしは、甘かったんだわ」

　つぶやいた直後だ。

　電話をかけ終えたベルナール警視が、ジャケットを脱ぬぎながら寝しん室しつらしき部屋に消える。ふたたび姿を見せたとき、警視の肩かたにはホルスターが装着されていた。

「どうした、カミーユ」

　腰こしを上げたグラフォードさんの声にも答えず、警視は椅い子すのシートの下へ手を伸のばして、にぶく光る拳けん銃じゆうをつかんだ。

「車を出すよ。きみの写真館へ行ってみよう」

　その表情にチャラさは微み塵じんも感じられない。とたんに、よくない予感におそわれた。

「……なん、で？」

　警視はタイを取って背もたれに放ほうり、険しい声こわ音ねで告げた。

「十七区で火事だ。住所は三十五番地」

　シモン写真館と同じ地番だった。
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　いまもはっきりと覚えていることがある。

　学校から帰ると、父さんは撮さつ影えい中だった。撮影室にいたのは着き飾かざっているのにふくれっ面つらの両親と、いまにも泣きそうな女の子だ。わたしは父さんを手伝うために、すぐに反射板とライトの角度を調節しはじめた。すると、そっぽを向く母親が言った。

「……あなた、ちょっとは笑ってくださいな。エメの十二歳の誕生日なんですから」

　立派な髭ひげをたくわえた父親は、ふん、とこれみよがしに鼻を鳴らした。

「そういうおまえこそにっこりしたらどうだ。いつもいつも口うるさくてたまらん」

「口うるさいとはなんですの。エメのお誕生日も忘れてお仕事にお忙いそがしいのはわかりますがね、せめて今日くらいはお仕事のことをお忘れになってはいかが？」

「そういうおまえはどうなんだ。私が必死に稼かせいだところで、ドレスだ靴くつだと散財しおって。男だん爵しやく家の娘むすめか知らんが、自尊心ばかり高くてたまらん！」

「なっ……なんですってっ！」

　どうやら喧けん嘩か中らしい。わたしがぎょっとすると、とうとう女の子が泣き出した。

「……もうやめて！　今日くらいパパもママも仲良くして！」

　険悪な雰ふん囲い気きが充じゆう満まんする中、カメラから顔を上げた父さんは、ふう、と息をつくと微笑ほほえんだ。

「さて、困りました。このまま撮影しますと、アバック家の子孫に、不ふ穏おんな先祖の写真を残すことになってしまいます」

　む？　と父親は眉まゆを寄せ、母親はそんな父親を横目にする。女の子は小さな手で涙なみだを拭ぬぐいながら、父さんを見上げた。

「写真は未来に残ります。十二歳のお誕生日は娘さんにとって、大人の入り口となる記念日です。そうですね……みなさん、ちょっと目を閉じていただけますか？」

　なにを言ってるんだと言いたげな顔で、父親は父さんをにらむ。母親は呆あきれ顔でため息をもらし、女の子は素す直なおに目を瞑つぶった。

「素す敵てきな写真にするためですよ」と父さんが念を押すと、両親もまぶたを閉じた。ライトのそばにいるわたしに向かって、父さんはいたずらっぽくにっこりした。

「想像してみてください。長い年月を経て年老いたとき、いま、このときのことはすべて過去です。〝あのころよく喧嘩したものだ〟と、それさえも懐なつかしく思うときが必ず訪おとずれます」

　両親の表情から、険しさが和やわらぎはじめる。

「老いてから若かりしころの写真を、何枚も眺ながめるときが来るでしょう。すべてが愛いとしく懐かしくなるはずですよ。そしてみなさんは、この日の写真を目にします。お嬢じようさんの十二歳の誕生日、記念写真です。さて、どんな写真でしょう？　いかめしい顔つきの険悪な写真でしょうか。それとも、この日をきっかけに家族の愛が深まった、思い出深い写真でしょうか？」

　沈ちん黙もくに包まれると、父親は目を瞑ったまま息をつき、それからぼそりと言った。

「……おまえが買い物ばかりしてやたらと私に口うるさいのは、私が家にいなくて寂さびしい思いをさせているからだとわかっとる。けれどもな、おまえがしっかりエメを育ててくれているとわかっているから、私は安心して仕事をしていられるのだ」

　ゆっくりとまぶたを開けた母親は、うつむきがちにささやいた。

「……いつもきちんと父親がいる、ほかの家庭が羨うらやましくなるときが、あるんですのよ。レストランへ行ったって、わたくしとエメはいつだってふたりきりですもの」

「なんだ、なら、早くそう言えばいいじゃないか。毎日は無理だが、そういう日をつくればいいだろう。そのくらいの時間なら、私にだってなんとかなる」

　ごめんなさい、と母親がささやいた。すると父親も、すまなかったとつぶやく。

　そっぽを向いていた両親は、顔を見合わせると照れくさそうに小さく笑った。振ふり返った女の子は、すぐに父さんを見て満面の笑えみになった。

「うそみたい！　あなた、催さい眠みん術師？　前にヴェーダの手品のショーで見たの！」

　父さんが催眠術師？　うっかりわたしが吹ふき出すと、父さんは笑って女の子にウインクした。

「そうだよ、知らなかった？　催眠術師のいる写真館だよ。そう言ってみんなに宣伝してくれるかな？　そうすれば、この写真館が大だい盛せい況きようになるだろうからね」

　ははっと父親は苦く笑しようをもらした。

「やれやれ、商売上手だな、ガストン。おまえさんにはさすがに負けるよ」

　両親が同時に声を上げて笑った。そこで父さんはカメラをのぞき、そのまま！　とすかさずシャッターをきる。

「いいですよ。これでアバック家の子孫には、仲良しだった先祖の姿を残せます」

「そうだな。せっかくなんだ、いい写真を残そう」

　父親が母親の肩を抱だいた。母親は女の子の肩に手をそえる。仲良く寄り添そう家族を前にして、父さんはシャッターをきり続けたのだった。

　このときがきっかけだった気がする。写真っていいなって、父さんの仕事っていいなって、心底思うようになったのは。そして、強く思ったんだ。

　わたしも、父さんみたいになりたい。

　写真館には、そんな思い出がたくさん残っている。お客さんの相手をして撮影し、暗室で現像をする。そのたびにわたしは、もういない父さんや母さんの息づかいを感じながら暮らしてきたのだ。

　そうやってずっと暮らしていけると信じていた。自分の命と同じくらい、もしかしたらそれ以上に、写真館は大切な場所だった。

　なのに──。
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　ヴェーダの警官を配置させるために、ベルナール警視が市警に電話をすると、返ってきたのは十七区三十五番地の火事情報だった。

　消防士はすでに向かっていると知らされた警視は、わたしとグラフォードさんを乗せて、車を走らせていた。

「同じ地番のアパルトマンかもしれない。だから、きみの写真館かはまだわからないよ」

　その言葉を、信じたかった。

　いくつもの通りを過ぎて、警視の運転する車は左折した。石造りの建物が多いルテでは、全ぜん焼しようせずに鎮ちん火かするのが常だ。でも残念ながら、シモン写真館は瓦かわら屋根の木造建築だった。

　十七区に入って小川を越こえ、なだらかな坂道を行けば、燃え上がる炎ほのおに照らされた光景が前方に見えてくる。夕暮れどきのように赤く染まった通りには、深夜にもかかわらず人だかりができていた。

　見慣れた曲がり角で警視が車を停とめるのを待ち、わたしはすぐに車外へ出た。一歩、二歩と歩くたびに足が震ふるえた。このときまで心のどこかでは、火事になっているのは写真館ではないと信じているところもあった。でもいま、わたしの視線の先にはたしかに、炎に包まれた住み慣れた家があった。

「……うそ──！」

　よろめきながら歩を進ませる。思考は真っ白になり、やがて駆かけ出した。

「シモンさん！」

　グラフォードさんの声を無視し、燃え上がる写真館めがけて走る。消火活動をする消防士の中に、必死になって水を降らすヴェーダもいた。だけど、もはやなす術すべがないのは見てとれた。

　星のまたたく闇やみ夜よに、炎がごうっと舞まう。その炎が一いつ瞬しゆんだけ、風にあおられて双そう頭とうの蛇へびのように見えたのは錯さつ覚かくじゃない。火の粉が飛び散り、周囲が煤すすと煙けむりに覆おおわれていく。

　──うそだ、こんなのうそ！　夢だ、誰だれか夢だと言って!!

「危険ですから、近づかないでください！」

　わたしは人だかりをかきわけて突とつ進しんし、両手を広げる消防士をも振りきった。真っ先に脳のう裏りに浮うかんだのは、幸せそうに微笑むミシェルさん夫ふう婦ふの姿だ。あんなに楽しみにしてくれていたのに、二度と撮とれない写真のフィルムなのに！

「──フィルムがっ!!」

「危ない！」

　後ろからグラフォードさんに腕うでをつかまれて、わたしは無心でひたすら暴れた。

「フィルムが！　まだ渡わたせてない結けつ婚こん式のフィルムが──!!」

　一階は炎に包まれている。すべてのフィルムが灰になっているのはあきらかだった。それでもふたたび駆け出そうとするわたしの腰に、グラフォードさんの両りよう腕うでが絡からみ付く。腕に力を込めたグラフォードさんは、背後からわたしを強く押さえ込んだ。瞬しゆん間かん、どっと怒いかりがわき起こった。

「放せ──放してよ!!　大事なものがいっぱいあるの!!　ここはわたしの、思い出がいっぱいの大切な場所なのに──!!」

　声をかぎりに叫さけんだ。グラフォードさんの腕の力がぐっと強まる。

「この中に入れてってば！　燃えちゃう……全部、全部燃えちゃう──!!」

　大切なものがたくさんある。父さんの部屋にあるアルバム、父さんと母さんの写真、使い慣れたカメラ、三さん脚きやく、ライト。父さんのシャツ、母さんのエプロン。

　母さんがくれた……小物入れ。

「──母さんがくれた宝物!!」

　なにもかも燃えてなくなってしまう。その前にせめてあれだけでも取り戻もどしたい。母さんの家に代々伝わってきた大切なものを、ここで失うなんてことできない。

　屋根が崩くずれてしまう前に、取り戻さなくちゃ──！

　全身の力でグラフォードさんを振りほどき、腕で顔をかばいながら、わたしは炎に包まれた写真館に駆け寄った。その直後だった。

「シモンさん、ダメだ!!」

　ふたたび後ろから腰こしに腕がまわされて、強ごう引いんに引き寄せられた。と、覆いかぶさるようにわたしを抱きすくめたグラフォードさんは、炎の中の写真館に背中を向けてかがみ込む。その一瞬あと、激しい音をたてて一階の窓が割れ、火花と破は片へんが飛び散った。

　中に入れない。もうダメだ、取り戻せない。なにもかもなくなる。燃え上がって、すべてがわたしの前から消えてしまうんだ……！

　涙に濡ぬれるわたしに、腕をゆるめたグラフォードさんが顔を近づけた。

「どこにあるんですか。その大切な宝物は」

　グラフォードさんは焦あせったように、わたしの肩かたをつかんだ。

「……二階、わたしの部屋……机の上に……」

「形状を教えてください」

「……小物入れ……古いけれど、花と蔦つたの彫ほり物がされていて……」

　放心しながら、通りに面した窓をのろのろと指す。振り返ったグラフォードさんは、写真館を険しく見上げた。

「いまならまだ、間に合うかもしれない」

　慌あわただしく腕うで時ど計けいをはずした。手首にはあの入れ墨ずみがある。やがて警官をともなった警視がやってきて、大だい丈じよう夫ぶかいとわたしのそばにしゃがんだ。

「カミーユ。シモンさんを頼たのむ」

　グラフォードさんがジャケットを脱ぬいだ。

「二階の左ひだり端はし、机の上ですね」

　言うとそれを地面に放ほうり、ネクタイに指をかけて、グラフォードさんは背中を向けた。

「そんなに大切なものなら、取り戻さなければ」

　待って、なにを言ってるの、なにをしようとしてるの!?

　引き止める消防士を制して、グラフォードさんは燃え続ける写真館に近づいて行く。右手の中には炎。その炎に、一瞬のうちにグラフォードさんが包まれた。まるで炎の繭まゆだ。

　炎の繭が、火の粉の舞う写真館の中へ消えて行く。人だかりが騒そう然ぜんとなった。

　どうしよう──まさかわたしの小物入れを、取りに行った……!?

「うっ……うそ……やめてよ……グラフォードさんが死んじゃう!!」

　火のエレメンタルをあやつれるヴェーダだからって、こんなの無む謀ぼうすぎる！　よろめきながら立ち上がり、彼を追いかけようとすると、警視に腕をつかまれて引き止められた。

「ジョエルなら平気だよ。炎は消せなくても味方にはできる。心配しなくてもいい」

　ごうっと炎が燃え盛る。

「だ……だからって、あんなの危険じゃない！　どうしよう、わたしが小物入れのことなんて言ったから！　グラフォードさんになにかあったら、わたし……!!」

　声に嗚お咽えつが混じって、無意識のうちに両手で口を覆った。どうしてこんなことまでするの、わたしの小物入れなんて、グラフォードさんの仕事に関係のないことなのに……!!

　月も星もない闇夜に、炎と煙が立ち上る。目の前の写真館よりも、その中にいるグラフォードさんが気がかりでしかたがなくなっていた。自分の無力さがもどかしくて悔くやしい。燃えていく写真館をただ見上げるだけで、なにもできないなんて。

「どうしてこんなことまで……！」

「弱い人間を放っておけない、いいヤツだからさ」

　さらりと警視が言ったあとだ。繭に包まれて陽炎かげろうのように揺ゆれる人ひと影かげが、はっきりと視界にあらわれる。燃え落ちた一階のドアから輪りん郭かくがあらわになり、一瞬にして繭は消えた。グラフォードさんは煙をまといながら、なにごともなかったかのようにわたしの前に立つ。そして、手にした小物入れを差し出した。

「すみません。少し焦こげてしまいました」

　仕事でもないのに、わたしのためにどうしてこんな無む茶ちやなことをするの!?

「小物入れなんかどうでもいいのに！　ケガをしたらどうするの!?」

　思わずグラフォードさんの胸を、握にぎった両手の拳こぶしで叩たたいた。なのにグラフォードさんの表情は変わらない。

「大事なものなのでは？」

　どこまでも光が吸い込まれそうな、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。機械人形のように、にこりともしない人。でも、〝いいヤツだから〟と言った警視の声が、わたしの胸の奥で強く響ひびいた。

「そうだけど……でも！」

　わたしの言ったことなんて無視したってよかったのに、この人はそうしなかった。

　グラフォードさんの真っ白だったシャツが汚よごれていた。いったいどんな思いで、小物入れを取り戻してくれたの。
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　グラフォードさんを見上げたら、涙なみだがどっと頰ほおを伝った。

「──でも、あなたの命のほうが、ずっとずっと大事じゃない──!!」

　グラフォードさんの瞳が見開かれ、すっと光がきらめいた、気がした。でもそれはきっと、自分の涙でぼやけているこの視界が見せた錯覚だ。

　うつむいたとき、警視に話す警官の声が耳にとどいた。

「火元は一階、放火の疑いがあります」

　犯人はあきらかだ。一瞬だけたしかに見えた、炎の象かたどった双頭の蛇がその証しよう拠こだ。

　ふたたびどうしようもない憤いきどおりが、お腹なかの底からわき上がった。

　これが幻げん影えい伯はく爵しやくか。細々と写真館を営んでいた小こ娘むすめを相手に、フィルムを燃やすどころか、こんなことまでするなんて。

「……許せない」

　きつく拳を握る。誰だれに言うでもなくつぶやくと、怒りが頂点に達した。

「写真館を燃やしたヤツ──一生かかっても絶対に、絶対に絶対に許さない……っ!!」

　たった一枚のフィルムのせいで、偶ぐう然ぜんシャッターをきったせいで、守ると誓ちかった大切な居場所を、わたしは失ってしまった。

　世界中でたったひとつの帰る場所を、失ってしまったのだ。

「……ごめん……母さん……ごめん……！」

　うつむくと、涙がとめどなく流れた。

「……父さん……ごめん……ごめんなさい……！」

　その矢先、消防士が叫んだ。

「危ない！　離れてください！」

　怒ど号ごうがこだました。間をおかずに、屋根がけたたましい音をたてて崩れた。

　生まれ育った写真館が、十七年分のわたしのすべてがあった場所が、燃えて崩れ落ちていく。

「あ……ああ……!!」

　残ざん酷こくすぎる光景に息が止まり、全身からいっきに力が抜ぬけていった。

　グラフォードさんに支えられながら、遠くなっていく意識の中で、わたしは何度も自分に言い聞かせた。

　──大丈夫、これは悪い夢。起きたら全部、もとどおり。
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　薄うすもやの向こうに、カウンターに立つ母さんの背中が見える。これは夢だ、とわかっていながら近づくと、母さんはわたしを見下ろして微笑ほほえんだ。

「またあの遊びをしようか、ニーナ」

「お絵え描かきゲーム？」

　母さんがにっこりする。

「そうよ、お絵描きゲーム。〝覚えていられるかな？　ゲーム〟よ」

　母さんは鼻歌混じりにすらすらと、紙になにかを描えがきはじめた。

「見ちゃダメよ、まだまだ」

　わたしはきつく目を瞑つぶって、母さんのスカートにしがみつきじっと待つ。やがて母さんの手が髪かみに触ふれた。

「時計を見て、ニーナ。時間はおやつの時間までよ。だからあと三分」

　母さんに抱だき上げられてスツールに座り、見せられた絵を詳しよう細さいに記き憶おくする。それは枝葉を空へ伸のばす大木の絵だった。このゲームの楽しいところは、枝や葉の数まできちんと覚えていなくちゃいけないことにある。

「はい、おしまい！　じゃあ、ニーナ。母さんの描いたものはなんだった？」

　母さんは紙を裏返し、新しい紙とペンをわたしに渡わたした。今度はわたしが描く番だ。たどたどしい線で、記憶した母さんの絵をなぞっていく。そうしてできあがった絵と、母さんの絵を並べて、間ま違ちがい探しをはじめる。

「どれどれ……葉の数は、一枚、二枚……。ニーナも数えて」

　額がくっつくほど母さんに顔を近づけて、両方の絵を見比べた。枝は何本か、葉は何枚か。一いつ緒しよに数え終えると、母さんはわたしの頭をかき混ぜるようにして撫なでた。

「すごいわ、ニーナ！　ぴったりじゃない。じゃあ、おやつはビスケットを焼きましょう」

　これが嬉うれしかった。やったーと喜んだあとで、母さんはわたしをまっすぐに見つめる。わたしと同じ目線にあるその顔は、なぜだかひどくおぼろげだった。いまにも消えてしまいそうな輪郭で、不安になって「母さん」と呼んだ。でもなにも言わないから、わたしは何度も「母さん」と呼び続けた。

「母さん。母さん、どこにも行かないで」

　母さん、あのね。あのね、父さんも死んじゃったの。わたし、ひとりぼっちなの。写真館も失なくしてね、もう、なんにもないんだ。

　泣き出したわたしに、母さんは言った。その声は息づかいが感じられるほど近く、はっきりとわたしの耳に残った。




　──ニーナ。秘密の絵は、覚えた？




　そこで目が覚めた。

　枕まくらが涙で濡ぬれている。柔やわらかすぎるベッドの感かん触しよくに違い和わ感かんを覚えて、わたしは飛び起きた。

　カーテンのすき間から陽ひ射ざしがこぼれていた。壁かべ一面のクローゼット、白で統一された上品な寝しん室しつは、あきらかにわたしの部屋じゃない。ぼんやりとした重い頭をかかえながら、わたしはベッドから出てドアノブに手を伸ばした。

　えーと……なにがあったんだったっけ……って、ちょっと寒いな。わ、昨日の服のまんまじゃない。しかもすっごく汚れてる。帰って着き替がえなくちゃ……。

「……あ」

　そっか。わたし、帰れないんだ。帰る場所なんてないんだった。

　サイドテーブルには、焦げ跡あとの残る小物入れがある。それを目にしても、現実感に乏とぼしい悪夢の迷めい路ろを歩き続けているような、妙みような気分は抜けなかった。

　ここはベルナール警視が暮らしている、ホテルのゲスト用の寝室だ。この先のことなんてなにも考えられないけれど、ずっと寝室にこもって眠ねむっているわけにもいかない。

「そうだ……謝らなくちゃ」

　ボトン家の人たちに、結けつ婚こん式のフィルムが燃えたと謝らなければ。

　寝室のドアを開けると、真正面に見える暖だん炉ろの火が消えていてほっとした。リビングに足を踏ふみ入れてすぐ、長なが椅い子すで眠っている人影に気づいた。音をたてないように近づいて、腕うでを組んで眠っているその人を見下ろす。

　グラフォードさんだった。

　ジャケットが背もたれに掛かけられていて、センターテーブルに眼鏡めがねが置かれている。乱れた前まえ髪がみが額にかかっていて、薄く口が開いていた。

　無む邪じや気きさが際きわ立だつグラフォードさんの寝ね顔がおはきれいで、いつもよりもずっと幼く見えた。無ぶ愛あい想そうで折り目正しくて、融ゆう通ずうの利きかない機械人形みたいな人。いつも淡たん々たんとしていて冷静で、感情をあらわにすることがない人。

　手首には不思議な入れ墨ずみがあり、強いエレメンタルをあやつる。ヴェーダを嫌きらっているヴェーダの公務員。謎なぞだらけで本当によくわからない人だ。でも、ひとつだけわかったことがある。この人は、弱い人を放ほうっておけない〝いいヤツ〟。

　わたしって単純。あんなに苦手だったのに何度も助けられているうちに、すっかりこの人の印象が変わっているんだもの。

　グラフォードさんがいなかったら、わたしはいまごろどうなっていたのだろう。考えなくても答えは簡単に浮うかんだ。

　……たぶん、死んでる。

　わたしはグラフォードさんから視線をそらして、うつむいた。

　でも、生きている。わたしだけ、ここでこうして生きていた。

　いっそのこと写真館と一緒に燃えてしまえばよかったのかななんて、バカなことが頭を過よぎった瞬しゆん間かん、どっと涙があふれた。

　燃えて崩くずれ落ちる写真館が、ありありと脳のう裏りに刻まれていた。夢であって欲しかった。だけど夢じゃない。そしてそれは、全部自分が招いたことだ。

「……う……っ」

　嗚お咽えつをもらしそうになってとっさに口を塞ふさいだ。我が慢まんしきれなくなり、長椅子の後ろにまわってからしゃがみ込んだ。

　なんでわたしだけ生きているんだろう。わたしを大事に思ってくれる母さんも父さんもいないのに、なんでなんでなんで。

〝なんで〟で頭が混乱し、いまにも爆ばく発はつしそうだ。

　なんで……どうして、写真館は燃やされたの？

　全身が震ふるえ、激しい怒いかりにおそわれた。取り返しのつかないことのきっかけをつくった自分に腹が立ち、なのになにもできないことが、さらに拍はく車しやをかけてわたしを責め立ててくる。

　写真しか取り柄えのないわたしなんか……ううん、写真館さえ失ったんだ、生きていたってもうどうしようもない。

　──助けられずに、死ねばよかったのに！

　膝ひざを抱かかえて縮こまるわたしの肩かたに、ふわりとなにかがかけられた。はっとして見るとジャケットで、黒い靴くつ先さきが視界に飛び込んできた。見上げると、グラフォードさんがわたしを見下ろしていた。涙なみだでぼやけていて、グラフォードさんの表情はわからない。

「……なんで……わたし」

　冷静になれなくて、むき出しになる感情を止められない。

「……わたしだけ、なんで生きてるの。もうなんにもないのに！」

「生きていれば、また写真の仕事ができます」

　グラフォードさんの返答が間ま抜ぬけに思えて、失しつ笑しようしてしまった。励はげましてくれているのに、彼を嘲あざけったようないやな笑い方だ。こんな笑い方するなんて、なんて醜みにくい人間になっちゃったんだろう。わたしは顔を膝の中へ埋うずめ、さらに身体からだを小さくさせた。

「……なんにもできないのが悔くやしくてたまらない。あなたにだって助けられてばかりで、なんにも返せない。写真しか取り柄がないのに、その居場所も燃えちゃった。わたしが……」

　そう──わたしが。

「わたしが……！　わたしが、幻げん影えい伯はく爵しやくだなんてバカげた呼び名のヤツを、写真に撮とったから！」

　叫さけんだ瞬間、怒りの矛ほこ先さきが変わった。そうだ、そいつのせいだ。そいつのせいで、写真館は燃えたんだ。顔を上げて、わたしはグラフォードさんを視界に入れた。

　幻影伯爵。邪じや悪あくな精せい霊れいと化す寸前の危険なヴェーダ。そんな人と対たい峙じできるのは。

「わたしもヴェーダだったらよかった！　わたしもあなたみたいな強いヴェーダだったら、エレメンタルで思いきりそいつをやっつけられるのに!!」

「──そんなことを言ってはいけない!!」

　苦しげに表情を歪ゆがめて、グラフォードさんが声を荒あららげた。感情をあらわにしたグラフォードさんをはじめて目にし、わたしは息をのんで言葉を失った。するとしゃがんだグラフォードさんは、わたしの肩にかけたジャケットの襟えりをきつく握にぎり、ぐっと強く引き寄せた。

「そんなことを……言ってはいけません！」

　かすれた声は、どことなく震えている。眼鏡をかけていないから、闇やみ色いろの瞳ひとみが近い。眉まゆを寄せたグラフォードさんの眼まな差ざしに、なぜだか憤いきどおりと哀かなしさを感じた。

　どうしてそんな顔をするの。

「い……いいじゃない。だって、わたしにはなんの力もないんだもの！」

「こんな力はいりません。捨てられるものなら、僕はいますぐにでもそうします」

　グラフォードさんが吐はき捨てる。エレメンタルを嫌けん悪おする言葉に、わたしはうろたえた。

「いらないって……そんな……」

　まばたきもせずにグラフォードさんは、わたしから視線をそらさない。瞳だけが、悲痛に細められていく。

「言葉がすぎました。正しくは、僕のような強い力、という意味です。強いエレメンタルは害悪にしかなりません。意のままに不思議なことができる。その万ばん能のう感かんは、力を使うたびに麻ま薬やくのように、あやつる者を依い存ぞんさせていく。そうなれば、人格は崩ほう壊かいします」

「人格が、崩壊……するの？」

「精神が弱ければ、そうなります」

　耳を塞ぎたくなるようなことを教えられて、ショックだった。冷静になろうとしてか、小さく息をついたグラフォードさんは、

「だから、こんな力に憧あこがれを持たないでください」

　言って、ゆっくりとジャケットから手を離はなした。

「それに、あなたは無力じゃない。違ちがいますか」

　のどの奥を絞しぼるような声だった。

「あなたにしか、できないことはあります」

　言われてやっと、冷静になれた。そう、わたしにしかできないことはある。

　わたしは幻影伯爵の顔を、知っているのだ。
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　姿を捜さがすも警視は部屋にいなかった。グラフォードさんによれば今朝早く、部下に呼ばれて博物館へ行ったらしい。一刻も早く幻影伯爵を捕つかまえたい。そのためならどんな協力でもすると焦あせっても、警視が不在なら待つしかない。でもわたしは、もうひとつ気がかりなことがあって、じっとしていられなかった。

　ボトン家に行って、フィルムのことを謝らなければと思っていたからだ。

　ジャケットをグラフォードさんに返してから、わたしはリビングのドアノブに手をかけた。ドアを開けようとしたとき、横に並んだグラフォードさんがわたしの顔をのぞき込んだ。

「どこへ行くんですか」

「お客さんのところ」

「客？」

　グラフォードさんが気き遣づかわしげに目を眇すがめた。

「昨日、結婚式の撮さつ影えいをしたの。そんなに経験のないわたしに、せっかく注文してくれたのに……フィルムは燃えちゃった。だからどうしても謝りたくて」

「もうすぐパレードがはじまります。カミーユが戻るまで、ここにいたほうが安全です」

　毎年のことなのにすっかり忘れていた。建国記念休きゆう暇かの初日には、凱がい旋せん門もんのあるデサンジェ通りでパレードが行われる。それに、わたしは幻影伯爵と精霊師同盟に狙ねらわれているのだ。どこに危険が潜ひそんでいるのかもわからないのに、外に出るなんて無む謀ぼう以外のなにものでもない。引き止めるグラフォードさんは間ま違ちがっていない、いつもこの人は正しい。だけど。

「……結婚式って、一生に一度のものでしょ。昨日の写真は二度と撮れない写真だったの。みんな幸せそうで、ミシェルさんはすごくきれいで……すごく嬉うれしかったし楽しかったんだ」

　でも、わたしがうかつなせいで、フィルムは燃えてしまった。

「とにかく、ボトン家の人に謝りたいの。こんなことになったことを、直接会って謝りたくて」

「あなたの責任ではないと思いますが？」

　どこかいたわるようなグラフォードさんの声に、わたしは続けた。

「ううん、違う。これはわたしの責任なの、グラフォードさん」

　グラフォードさんが、驚おどろいたように目を見張った。

「自分の仕事の失敗は、自分で責任を負わなくちゃ。理由がなんであれ、わたしは大切なフィルムを灰にしてしまった。そのことに変わりはないもの」

　息をついたグラフォードさんは、うつむきがちに髪かみをかき上げてからわたしを見た。説得する言葉でも考えているのかな。それにしてもずいぶん見つめられている……気がする。

「な、なに」

「いいえ、べつに。わかりました。でも、スクーターの鍵かぎはしまって。今日はパレードがありますから、スクーターだと動きにくいと思います。路面電車で行きましょう」

「えっ。行きましょうって、あの」

「僕も行きます」

　さらりと言われて、今度はわたしがびっくりしてしまった。てっきり長々と説得されるかと覚かく悟ごしたのに、一いつ緒しよに行く？

「い……いいの？」

「いいですよ」

　グラフォードさんはドアを閉めると、さっさと廊ろう下かを歩きはじめてしまった。え、え？　ホント、この人の言動がいまいちつかめないな。

「説得されるかと思ったのに」

　グラフォードさんがエレベーターのボタンを押した。

「あなたの仕事への責任感に、感かん銘めいを受けただけです。ですが、とにかく僕から離れないと約束してください、いいですね」
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　長い間ひとり暮らしだったボトンじいさんは昨年引っ越こし、いまは娘むすめのマージさん夫ふう婦ふと十六区に住んでいた。

　パレードのあるデサンジェ通りは、ルテの外側に位置する十六区の凱旋門にはじまり、八区、三区を通って一区のリュゼ宮きゆう殿でんまで、北東方向からまっすぐに延びている。

　十六区へ向かう路面電車は、八区を横切ったあとでデサンジェ通りの近くを走るため、たくさんの人が乗車していた。

　わたしはグラフォードさんと並んで立ち、つり革かわにつかまりながら流れていく車窓の景色をぼんやりと眺ながめた。

「すごい人ですね」

「うん。きっとパレードを見に行くんだわ」

　いまにも雨が降りそうな曇くもり空だ。手旗を振ふる交通係が交差点ごとに立っているのはいつものことだけれど、パレードのあるこの日だけは、近この衛え兵の制服をまとった馬上の軍人が、車を誘ゆう導どうするため登場する。彼らは女の子たちの視線を釘くぎ付づけにし、観光客を喜ばせる存在だ。あちこちで写真が撮られていた。

　わたしもパレードが大好きだった。毎年父さんと一緒にカメラを持って、一番いい場所を確保するために朝早くから出で掛かけたことを思い出す。でも二年前からはなんとなく避さけていた。大勢の楽しげな家族連れに囲まれると、その場にいない父さんの存在にあらためて気づかされて、孤こ独どく感かんにおそわれてしまうからだ。

　窓から目をそらしてうつむいたとき、ふいにグラフォードさんが言った。

「僕はパレードを、一度も見たことがないんです」

「え？　ホントに？」

「ええ」

「どうして？」

「家族が人ひと混ごみを嫌きらっていたので」

　窓を向く無表情な顔からは、いっさいの感情が読み取れなかった。

「大人になってから見に行かなかったの？」

「きっかけがなければ、わざわざ出掛けたりしませんから」

「それは、きっかけがあったら見たい、ってこと？」

　グラフォードさんの視線は遠い。でもほんの一いつ瞬しゆんだけ眩まぶしげに片目を細めた。

「どうかな……ええ、そうですね。一度くらいは。でも、いまは電車を降りられませんよ。人混みは危険ですから」

　事務的な態度で見下ろされた。もちろん降りたりはしない。だけど。

「だったらここから見てみない？　一番いい場所がもうすぐ空くから、ちょっと待ってて」

　けげんそうにグラフォードさんが、わたしを横目にした。やがてデサンジェ通り間近の駅で電車が停とまり、ほとんどの乗客が降りて行く。がら空きになった電車が走り出したところで、わたしはグラフォードさんを見上げた。

「ルテ市民なら一度は見なくちゃ。もうはじまってると思うから、こっちに来てみて」

　運転席の大きな窓まで近づき、手すりにつかまりながら進行方向に顔を向けた。

「窓から見えるのなら、どこでもいいのでは？」

「電車が大きくカーブしたとき、真正面に通りが見えるの。せっかくだもの、パレードは一番いい場所で見なくちゃ。父さんの口くち癖ぐせだったの」

　微笑ほほえんだものの、父さんと暮らした写真館が頭をかすめて、また泣きそうになる。電車が大きく揺ゆれたとき、同じ手すりにつかまるグラフォードさんが、さりげなくわたしの背中を支えてくれた。

「素す敵てきなお父さんだったんですね」

　とたんに、こらえていた涙なみだがせきをきったようにあふれた。

「……うん」

　大好きなものをすべて失なくしたのに、パレードを見ようとしているなんてヘンなの。こんなに哀かなしいくせに、ワクワクする光景を求めているなんて。

　電車がカーブを曲がる。荘そう厳ごんな建造物が途と切ぎれたそのとき、人だかりの向こうにデサンジェ通りが、車窓いっぱいに映った。

　拍はく手しゆと歓かん声せい。色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきが舞まい、陽気な音楽が車内にまで聞こえた。またたきの間、楽器を奏かなでる青と白の制服に身を包んだ軍楽隊を目にすることができた。たったのそれだけで、二年ぶりに目にしたパレードは呆あつ気けなく過ぎ去った。

「一瞬で終わっちゃった」

　涙をぬぐってなんとか微笑み、わたしはグラフォードさんを見上げる。その横顔に目を疑った。堅かた苦くるしい輪りん郭かく、なのにその眼まな差ざしは幼い男の子のように、きらめいていたのだ。

　もしかして……喜んでる？

「……子どものころ、見たくてたまらなかったことを思い出しました」

　かすかに口角が上がり、柔やわらかい瞳ひとみがこちらに移った。

「たしかに。一番いい場所で見られてよかった」

　気のせいじゃない、グラフォードさんは間違いなく喜んでいた。動どう揺ようしたわたしはすぐに顔をそむけた。

「ら、来年はちゃんと見てみてね。仮装している人もいて、すごく楽しいから」

　胸が高鳴って落ち着かない。平常心を装よそおって口にすると、グラフォードさんはいつもの単調な声こわ音ねで答えた。

「もう充じゆう分ぶんです。あなたと見られたので」

　……え？　それって、どういう意味？
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　ボトン家にほど近い駅で電車を降り、通りを歩く。その間もずっと、グラフォードさんの言葉が頭の中を駆かけめぐり続け、心臓がうるさくてたまらない。

　隣となりを歩くグラフォードさんに表情はなくて、やっぱり深い意味はないんだってわかるのに、妙みように意識してしまい早足になる。

「そんなに急がなくても大だい丈じよう夫ぶですよ、シモンさん」

　急いでいるわけじゃない、あなたと並んで歩いていると、どうしても意識しちゃうのがいやなだけです！

「常連さんですか？」

　突とつ然ぜん訊きかれて、思わず歩みを緩ゆるめてしまった。

「え？」

「これから行くお客さんです」

「うん。このあたりにも写真館はたくさんあるのに、わざわざわたしに仕事を頼たのんでくれるの。大切なお客さんよ」

　今度は不安におそわれた。ボトン家の人たちになんて言って謝ったらいいのだろう。アパルトマンに着いて螺ら旋せん階段を上りはじめるも、不安で足が止まってしまった。

「どうしたんですか」

「……許してくれるか、わからなくて」

　グラフォードさんはわたしを追い越こして、一段上に立った。

「きちんと謝れば、あなたの気持ちは必ず伝わると思います」

　なぜか右手を差し出した。

「行きましょう」

　待って、その手の意味がわからない。握にぎれってこと？

「う……と、あの、行けるから、その」

　片方の眉まゆをくいと上げ、グラフォードさんは手をポケットに入れた。

「失礼しました。あなたがずいぶん急いで歩いていたから、てっきり疲つかれたのかと思ったんです」

　他意はないらしい。さっきの言葉にもきっと深い意味はないんだ。なのにいちいち気にして、わたしったらバカみたい。

「つ、疲れてないわ。でも、気き遣づかってくれてありがとう」

　グラフォードさんの顔が見られない。耳がどんどん赤くなっていく。恥はずかしさを隠かくしたくてわたしはグラフォードさんを追い越し、階段をいっきに駆け上がった。




　ドアの前に立って深呼吸をし、意を決してベルを押した。

「ニーナ！」

「あの、ボトンじいさん、実は」

　言い終える前に、ドア口に立ったボトンじいさんは杖つえを投げ、わたしの両手をぎゅうっと握りしめた。つぶらな瞳がうるんでいって、ボトンじいさんは涙をこらえるように顔をしわくちゃにさせた。

「マージ！　ニーナだ、無事じゃったぞ！」

　奥から恰かつ幅ぷくのいい中年女性があらわれ、ドスドスと大おお股またで近づいてくると、ボトンじいさんからひったくるみたいにしてわたしを引き離はなし、すぐさま抱だきしめた。

「わっ！　マージさん！」

「……ああ、まったく！　聞いたよ、火事だって!?　建国記念休きゆう暇かだってのに、神さまはなにをしてんだろうね。なんであんたばっかり……あんたばっかりこんなことに!!」

　背中を撫なでられると、ぼわっと涙が目め頭がしらにたまる。列車の事故のときも、マージさんはずっとわたしの背中を撫でてくれていたのだ。わたしはぐっと涙をこらえて、マージさんからゆっくり離れ、ふたりに向かって頭を下げた。

「……ごめんなさい！　ミシェルさんの結けつ婚こん式を撮とったフィルムが、すべて燃えてしまったの。本当に、本当にごめんなさい！」

　はっきり言葉にすると、こらえていたはずの涙がつーっと頰ほおを伝った。がっかりされることは覚かく悟ごしていたのに、意外な言葉がマージさんから返ってきた。

「ニーナ、あんたが生きてたことのほうが大事だ。写真はそりゃあ残念だけど、ミシェルだって新しん婚こん旅行で浮うかれてる、気にしやしないさ。それよりひっどい格好だね、とにかく入りな！」

「そうさな、ニーナ。写真は親族だってヘタなりに撮っとるし、謝らんでもいいよ。おまえさんが無事でなによりだ、さあさあ、おいで。そこの若者も、遠えん慮りよせんでお入りなさい」

　謝ってすぐに帰るつもりだったから、グラフォードさんを見上げるとあきらかにとまどっている。でも、グラフォードさんは小さくうなずいてくれた。

　色とりどりの雑貨に囲まれたこぢんまりとしたリビングは、いつ来ても居い心地ごこちがいい。だけど暖だん炉ろの炎ほのおが目に映って、すぐにそらす。炎を見ると崩くずれ落ちる写真館と重なってしまい、どうしても直視できなかった。

「あたしらずっとパーティでね、あんたのことを知ったのは今朝方なんだよ」

「おまえさんがどこにいるのかもわからんし、とにかく心配しとったところじゃ。なんにせよ、顔が見られて安心したよ！　よく来てくれたの。まあしばらくくつろいでいきなさい」

　マージさんは部屋の奥に消え、パレードの様子を流すラジオのボリュームを下げたじいさんは、パイプをくわえると安楽椅い子すに腰こし掛かけた。

「おまえさん、いまはどこにいるんだね？」

　わたしはグラフォードさんを紹しよう介かいした。彼の知人のところにいると告げると、じいさんはほっとしたように微笑んだ。

「そうか。ならまあ、ひとまず安心じゃな。なんにせよ、無事でよかった。しかしまた、なんだってこんなことになったんじゃ？」

　横に立つグラフォードさんが、ちらりとわたしを見た。幻げん影えい伯はく爵しやくの写真を撮ったからだなんて、正直に伝えられない。親切なこの人たちを、おかしなことに巻き込みたくないもの。

「……たぶん。暖炉の不始末をしたんだと思う」

　だからわたしは、噓うそをついた。

「自分のせいなの、ボトンじいさん。心配かけて本当にごめん。それと、フィルムも本当に本当にごめんなさい」

　グラフォードさんが、驚おどろいたように薄うすく口を開く。わたしはそんな彼を一いち瞥べつし、目をそらした。噓をつくのは気分のいいものじゃない。でもこの噓は必要な噓だ。知らなくてもいいことを、わざわざ知らせる必要なんてないもの。

「落ち着いたら、ミシェルさんにも直接謝らせて」

「そんなこと気にせんでいい。まったくおまえさんときたら、自分が大変な目にあったというのにわしらやフィルムのことばかり気にしとる。いいからこっちへ来て、座りなさい」

　グラフォードさんと並んで長なが椅い子すに座ろうとしたとき、タオルや洋服を抱かかえたマージさんがわたしの腕うでを引っ張った。

「汚よごれちまって美人が台無しじゃないか。おいでニーナ。シャワーを浴びてこれに着き替がえな」

　ワンピースにソックスまで用意してくれていた。

「ミシェルのお下がりでよければ、着てやっておくれ。これからは若奥様らしい格好をするのだとか言ってさ、たんまり置いて行ったんだよ。そのうち全部、あんたに届けてあげるから」

「えっ？　でも……本当に貰もらってもいいの？」

「どうせ着ない服なんだから、気にしなくてもいいよ」

　受け取った服を、わたしは胸で強く抱きしめた。

「本当に嬉うれしい、ありがとう……！　ミシェルさんにもお礼を伝えるね」

「さっぱりしたら、ランチだよ。残したら承知しないからね。吐はくほどたんまり食べて行きな！」

　優やさしくて豪ごう快かいなマージさんの態度に、心の底から笑えみがこぼれた。

「うん、ありがとう！」
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　浴室に入り、温かいお湯を頭からかぶって、へこたれそうになっている気分をのみこんだ。バラの香かおりがする石けんの泡あわに、昨日の汚れがどんどんとにじんで消えていく。

　──立ち上がれ、わたし。へこたれるな、わたし。

　わたしのことを心配してくれて、親切にしてくれる人がいるんだ。家族はいないけれど、わたしはひとりぼっちじゃなかった。

　ちゃんと、支えてくれる人がいたんだ。

「……うっ……」

　タイルの壁かべに額を押し付けていると、たたみかけるように憂ゆう鬱うつな気分がおそってくる。こみ上げてきた感情がとめどなくあふれて、シャワーの滴しずくなのか涙なみだなのかわからなくなるほど泣いた。生しよう涯がい大切にすると誓ちかった写真館を、あんな目にあわせた相手が憎にくくてたまらなくて、嗚お咽えつをもらしながら、拳こぶしで壁を何度も叩たたいた。

　──どうにかして、どうにかして傷つけてやりたい……!!

　そう思うのと同時に、復ふく讐しゆうにも似た強い感情を抱いだく自分に嫌けん悪おした。こんな醜みにくいことを思うわたしも、泡になって消えてしまえばいいのに。涙が流れるにまかせて身体からだを洗っていると、グラフォードさんの言葉が脳のう裏りにはっきりと浮かんだ。

　──そんなことを言ってはいけない!!

　あのとき、グラフォードさんはすごく哀かなしい顔をした。そして、自分のエレメンタルを捨てたいとわたしに言った。強いエレメンタルは、あやつる人にとって怖こわいものだと知らされて、本当にショックだった。

〝仕返ししてやりたい〟という負の感情は、醜くておぞましい。ヴェーダになってその力で、誰だれかを傷つけたいと一いつ瞬しゆんでも思ったそんな自分を、わたしははじめて怖いと思った。

　この感情に流されたら、わたしはきっと誰よりも醜い人間になる。誰からも親切にされる価値のない、本当に孤こ独どくな人間になってしまうかもしれない。

　……そんなの、絶対にいやだ。

　シャワーを止めて身体を拭ふき、脱だつ衣い所で着替えた。脱ぬいだ服からスクーターの鍵かぎと写真館の鍵を取り出し、スカートのポケットに入れた。

　全ぜん焼しようした写真館の鍵。もう必要のない鍵……。

　タオルをかぶって、ポケットに入れた左手で鍵を弄もてあそびながら、脱衣所の小窓をふと見る。蒸気で曇くもっている窓の向こうに、うっすらと光が見えた。右手を伸のばしてなにげなく窓を拭くと、雲のすき間から射さし込む光が優しく街に降りそそいでいた。

「……あ、神さまの通り道だ」

　母さんと父さんは、曇り空からそそがれる光の筋を〝神さまの通り道〟と呼んでいた。見れば良いことのある前兆だ。瞬しゆん間かん、わたしは思った。

　……醜い人間には、なりたくない。

　濡ぬれた髪かみの滴が、涙に混じって頰を伝い落ちていく。左手の指先には、使えなくなってしまった鍵の硬かたい感かん触しよく。わたしはまぶたを閉じて、写真館のすみずみまで思い出す。ドアを開けて真正面にカウンター、右のドアは暗室、カウンターの奥には撮さつ影えい室。階段を上ると廊ろう下かの右側にリビングのドア、その正面に父さんの部屋、隣となりはわたしの部屋、突つき当たりは洗面所と浴室。

　不思議だな。もうどこにも存在していない場所なのに、記き憶おくはありありとその光景を刻んでいた。まるで、フィルムみたいに。

　覚えている。それだけで前を向ける気がした。目を開けたわたしは、もう一度窓の外を見た。

　泣くのはこれでおしまいにしよう。泣いたって写真館は戻もどらない。それはどうしようもない事実だ。

　こんな思いをするのは、わたしだけでいい。

　──もう誰のことも、傷つけさせたりしない！

　だから、幻影伯爵は絶対に捕つかまえる。そのためにできることはなんだってしよう。わたしがすべきことは、一生憎んで恨うらんで生きることじゃない。

「……そしてまた、立ち上がるの」

　もう一度写真の仕事をするために、今度はわたしの写真館をつくるために。

　窓の向こうで、光の筋が増えていく。

「……きれい」

　ひとりごちたわたしは、目に映る光の筋に秘ひそかに誓った。

　──なにがあっても絶対に、負の感情に負けたりしない。そんな人間にはなりたくないから。
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　浴室を出てリビングに近づくと、グラフォードさんと話すボトンじいさんの声が聞こえた。

「それで、グラフォードさんとやら。あんたはそのう、ニーナの恋こい人びとかね？」

　えっ……えええ!?　じいさんってば、なんてこと訊きいちゃってるの！

「ちょっ、違ちがっ」

　慌あわててリビングに足を踏ふみ入れると、長椅子に座るグラフォードさんは焦あせることもなく単調に答えた。

「いいえ、ただの知人です」

　うっ……。みぞおちに殴なぐられたみたいな衝しよう撃げきが走る。疑う余地もない、まさにそのとおりなのに、なんなんだろうこの感じ。なんだかわたし、がっかりしてない？

　ああ、こんなのすごくいやかも。グラフォードさんのことを必要以上に意識しているのは、一いつ緒しよに行動している時間が長いせいだ。十七年の人生で、男の人とこんなにも長い間いることなんてなかったから、きっとそのせいだ。

「なんでもいいさ。あんた、ニーナは頑がん張ばり屋でいい子なんだ。大事にしてやっておくれよ。傷つけたら、あたしが役所に殴り込むからね！」

　キッチンからあらわれたマージさんは、香こうばしく焼き上がったキッシュをテーブルに置いた。グラフォードさんが相変わらずの無表情でいるから、なおさらいたたまれない！

「て、手伝うね。お皿を並べればいい？」

　キッチンへ逃にげようとしたとき、グラフォードさんがぽつりと言う声が聞こえた。

「わかっています」

　わたしの耳がボッと赤くなった。グラフォードさんのなにげない言葉に、一いつ喜き一いち憂ゆうしているだなんて！　キッチンでトレイにお皿を載のせていると、マージさんが笑った。

「ありゃ、とんだクセ者だよ、ニーナ」

「えっ？」

「女心をまるでわかってない、真ま面じ目めそうでハンサムな男ってのは、女にモテるからね。けど、本気になった相手にはそりゃあ一いち途ずさ。そういう女になりたいって誰もが思っちまう。ああ、思い出すね、若いころ……あたしの旦だん那なもそうだった。いまじゃあ見る影かげもないただの中年になっちまったけど」

　わたしはいよいよ気まずくなって、おじさんはどこにいるのかと話をそらした。大工職人のおじさんは、近所の子どもたちを連れてパレードを見に行っているらしい。

「ついでに市警に寄って、あんたのことを訊いて来るって言ってたんだよ。旦那も心配していたからね」

　ふわっと胸に温かさが込み上がった。わたしのことを本当に心配してくれていたんだ。

「……マージさん、ありがとう」

「なんだい、いきなり」

「わたしの心配してくれたこと。本当はここに来るとき、フィルムのことでがっかりさせちゃうだろうなって思ってたの。でも、ボトンじいさんもマージさんも気にするなって言ってくれて、こんなによくしてくれて……」

「あたりまえだろう！　バカだねえ。あんたがいい子だからだよ。さあ、グダグダ言ってないで、そのお皿持っておいで！」

　赤ワインで煮に込こんだとろとろの牛肉、新しん鮮せんな野菜のサラダとシンプルなポトフ、ポテトのキッシュにライ麦のサンドイッチ。丸テーブルに並んだ料理を四人で囲み、わたしはひたすら食べた。食べている間、ラジオからパレードの軍楽隊が奏かなでる陽気な音楽が流れる。

　マージさんとボトンじいさんは、新しん婚こん旅行用の洋服選びにまつわるミシェルさん夫ふう婦ふの珍ちん騒そう動どうを、面おも白しろおかしく話して聞かせてくれた。わたしは笑った。笑えたことが、嬉しかった。

　食べると元気になっていく。笑うと、もっと元気になる。どんどん、わたしらしさが戻ってくる。

　にこりともしないグラフォードさんは、どことなく居い心地ごこちが悪そうに見えた。それでも穏おだやかに話を聞きながら、料理を上品に口に運ぶ。その食べ方に育ちの良さが見てとれた。

　なんとなく疑問だった。わたしの友人がいる寄宿学校は、裕ゆう福ふくな庶しよ民みんの子どもたちだけの学校で、貴族の子息令れい嬢じようは存在しない。貴族はもっと、由ゆい緒しよ正ただしい有名寄宿学校へ入学する。

　権力者が親族のベルナール警視は、間ま違ちがいなく貴族だろう。その警視と寄宿学校で同室だったのなら、グラフォードさんも貴族ということになる。貴族の人が区役所で働いているなんて、聞いたことがない。それに、家賃の安価な十七区のアパルトマンで、ひとりで暮らしている理由もわからない。

　意識しまくっているくせに、わたしは彼のことを、本当になにひとつ知らなかった。
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　パレードが終わり、ラジオはいつもの番組に切り替かわった。マージさんはお土産みやげだと言って、手作りのビスケットが入った小さな紙かみ袋ぶくろをわたしにくれた。

「マージさんのビスケット、大好き！　ありがとう！」

　喜ぶわたしの顔を見上げるマージさんは、眉まゆを八の字にさせて息をついた。

「……ニーナ。あんまりひとりでがんばろうとするんじゃないよ。困ったことがあったら、いつでもおいで。ここに住んだっていいんだからね」

　紙袋を抱かかえたわたしの腕うでを、じいさんは名残なごり惜おしそうに撫なでた。

「そうさな。ミシェルの部屋も空あきっぱなしじゃ。気なんか遣つかわんでいいから、いつでもおいで」

　事故のときも同じように言ってくれた。あのときは写真館を維い持じしたくてひとり暮らしを選んだけれど、いまは別の理由で断るしかない。親切にしてくれるこの人たちを、おかしなことに巻き込みたくないからだ。

「うん。考えてみる。本当にいろいろありがとう」

　わたしは何度もお礼を告げて、ドアを閉めた。アパルトマンの螺ら旋せん階段を下りはじめたところで、グラフォードさんがつぶやいた。

「いい人たちですね」

「うん。それに、グラフォードさんも、ありがとう」

「なにがですか」

「ここまで一緒に来てくれたから」

　数段下りてからふと振ふり返ると、グラフォードさんはポケットに片手を入れて立ち止まっていた。視線を遠くさせながら、自分の靴くつ先さきを見つめている。どうしたんだろう？

　ふたたび階段を上ったわたしが、一段低いところからグラフォードさんを見上げて、どうしたのかと訊たずねようとした矢先だった。

「……もっと早く、あなたに精せい霊れい師同盟のことを伝えるべきだったと思っています。たとえヴェーダに好印象しかないあなたが、信じなくても」

　……え。

　うつむくグラフォードさんの顔に表情はない。それでも、自分を責めているのだと知って、わたしは言葉を失った。写真館が燃えたことについて、わたしになにも伝えなかった自分にも責任があると、この人は思っているのだ。

　いまわかった。だから危険をかえりみず、小物入れを取り戻してくれたんだ。

「……あなたの、せいじゃない」

　やっとの思いで声にすると、彼はわたしの横を過ぎて、一段低い場所に立った。

「グラフォードさん。あなたのせいじゃないわ」

　グラフォードさんは黙だまったまま、ゆっくりと階段を下りはじめた。何度でも言いたい。写真館が燃えたのはあなたのせいじゃない。でも、何度そう言ってもきっとこの人は、自分を責めることを止やめない。そんな気がした。

「あ、あの。待って！」

　階段を駆かけ下りたわたしは、立ち止まったグラフォードさんの一段上に立った。

「写真館が燃えたのは、あなたのせいじゃないわ。だから自分のことを責めないで」

　グラフォードさんはゆっくりと、肩かた越ごしに振り返った。

「わたし、幻げん影えい伯はく爵しやくのこと恨むのは止めたの」

　目を見張ったグラフォードさんは、身体からだごとこちらに向きなおった。

「もちろん、捕まえる協力はするわ。でも、恨むのはナシ。だって、たくさん恨んだって写真館は戻らないもの。それに、そういう気持ちに振りまわされたら、きっとわたしは良くないほうに変わっちゃって、友達とか大事な人に嫌きらわれる気がするから。昨日の今日で、こんなのお人ひと好よしっぽくてバカみたいだろうけど」

「いいえ」

　わたしを見つめるグラフォードさんが、はっきりと言った。

「あなたはバカじゃありません」

　この人はお世辞なんて言わない。それだけは絶対だ。だから、この選せん択たくはきっと正しい。嬉うれしくなったわたしは、グラフォードさんに並んで階段を下りた。

　ビスケットの入った紙袋から甘い香かおりが漂ただよう。わたしは中を開けて、甘い香りを思いきり吸い込んだ。ランチを食べたばかりなのに、この誘ゆう惑わくにはあらがえない。

「マージさんのビスケット、すごく美味おいしいの。これを食べると元気になるんだ。グラフォードさんもよかったら食べて？」

　わたしにつられて立ち止まったグラフォードさんは、ちらりと紙袋の中をのぞき見た。

「……遠えん慮りよします」

「ビスケット、嫌いなの？」

　訊ねると、グラフォードさんはちょっと困った顔をする。

「いいえ。でも、僕が食べたらあなたの分が減ってしまう」

　わたしの大好物だからって、もしかして遠慮してる？

「いっぱいあるもの。あなたが食べたって減らないよ」

　ふたたび紙袋を差し出す。それでもなかなか手を伸のばさないから、業ごうを煮やしたわたしは一枚つまんだ。

「はい。遠慮しないで、どうぞ」

　微び動どうだにしないグラフォードさんの意味ありげな視線が、ビスケットに移る。わたしはてっきり、グラフォードさんが手を差し伸べるものだと思っていた。そのつもりでいたのに、グラフォードさんはわたしの予想を華か麗れいにくつがえす行動を取った。

　形のいい唇くちびるが薄うすく開く。そして、わたしの指先にあるビスケットに顔を近づけて。

　……く、わえた……!?

　グラフォードさんの唇が、いまにもわたしの指先に触ふれそうだった。

　え、え？　いまのなに、どういうこと！

　こんなことをされたのはじめて。だって、こんなことをする男の子なんていなかったもの。

　パニックになり、彫ちよう像ぞうみたいに固まっているわたしをよそに、グラフォードさんはビスケットを頰ほお張ばりながら、颯さつ爽そうと階段を下りて行く。

　わたしの指先がじんじんしてるし、震ふるえちゃってる！

「……美味しいですね」

　お菓か子しをかじる小気味のいい音とともに、やがてグラフォードさんは振り返り、こちらを無表情であおぎ見た。

「どうしたんですか、シモンさん」

　なんでもない、あなたの行動にちょっと驚おどろいただけ。いや、ちょっとどころじゃない。ものすっごく驚いてるの！
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　曇くもり空は、なんとかパレードが終わるまで持ちこたえたようだ。交通規制が解かれ、車やスクーターが通りを走っている。グラフォードさんと路面電車の駅まで歩きながら、わたしは雲間からのぞく青空を見上げた。

　それにしても、すごく妙みようだ。狙ねらわれているはずのわたしなのに、誰だれかに追われている気配がまったくといっていいほど感じられない。もしかすると昨日の火事で、死んだと思われているのだろうか。

　だったら自由に動きまわれるからいいけれど……。でも用心はしなくちゃ。

　野放しにしておけば、邪じや悪あくな精霊と化してしまうかもしれない幻影伯爵。陰いん鬱うつで狂きよう気きを秘ひめたあの瞳ひとみ、年ねん齢れい不ふ詳しようの瘦やせ細った風ふう貌ぼう。印画紙の伯爵の姿が、はっきりとわたしの脳のう裏りにこびりついている。

「……いったい、誰なんだろう」

　つぶやくわたしに、グラフォードさんは誰を指しているのか察したらしい。

「僕とカミーユが秘ひそかに、幻影伯爵と当たりを付けている男がいます。もちろん、証しよう拠こはありませんが」

「……え。それ、誰？」

　グラフォードさんは言いにくそうに口を引き結び、前を向いた。

「ホテルに戻もどってから、話します」

　いますぐ知りたいのに、グラフォードさんはそれだけ言って押し黙った。

　風に吹ふかれてここまで飛んだのか、パレードの名残なごりの紙かみ吹雪ふぶきがいたるところに落ちていた。ときおり強い秋風が吹くと、枯かれ葉とともに色いろ鮮あざやかなそれが舞まい上がる。空からこぼれる陽ひ射ざしが紙吹雪を照らして、まるで花びらみたいだ。

　すごくきれいだな。ああ、カメラがあったら撮とれるのに。でも、カメラも燃えちゃったんだ。落ち込みそうな気分を振り払はらいたくて、軽く頭を左右に振ったときだった。

　写真を撮っている三人家族が前方に見えた。門に囲まれた流りゆう麗れいな建物は歌劇場だ。それを背景にして、幼い女の子を抱だき上げた母親を、カメラをのぞく父親が撮り終える。すると今度は、どことなく迷った様子で歩道を歩く人々を見まわしはじめる。なのに誰にも話しかけていなかった。その様子ですぐに悟さとった。

　家族で撮ってほしいのに、言葉が通じなくて困っているのだ。

「グラフォードさん、ごめんなさい。ちょっとだけこれ持ってて」

　紙袋をグラフォードさんに預けて、わたしは一目散に駆け寄った。

「撮りましょうか？」

　身み振ぶりで伝えると両親は笑ってうなずき、カメラを差し出してきた。

「歌劇場も入れる？」

　両親がうなずいた。わたしは少しかがんでファインダーをのぞく。女の子を抱き上げた父親に寄り添そう母親を、少し左に寄せて、門越ごしの歌劇場が入る構図を取った。うん、いいかも！

「撮りますよ！」

　片手を上げて合図をする。にっこり微笑ほほえむ家族の息づかいが一いつ瞬しゆん止まった、いまだ。カシャン、とシャッター音が鳴って撮り終える。たったこれだけのことなのに、どうしようもなく心が弾はずんだ。フィルムを巻き上げてからカメラを返すと、たどたどしく父親が言った。

「アリガ、トウ」

　どういたしましてとわたしは会え釈しやくする。と、女の子がもぞもぞとコートのポケットからロリポップをつかみ、小さな手でわたしに差し出した。

「くれるの？」

　母親が笑ってうなずく。ありがとう！　と受け取ると、女の子は照れたように父親の肩かたに顔を埋うずめた。歩きはじめた三人を見送りながら、わたしは手を振った。

「バイバイ」

　両親にうながされて女の子も手を振る。角を曲がって見えなくなるまで、女の子は父親の肩越しに手を振ってくれていた。

　ロリポップを持った手に、カメラの感かん触しよくがまだ残っている。生きていれば、またいまみたいに写真が撮れる。誰かを幸せな気分にさせることができるんだ。そんなふうに思ったあとで、グラフォードさんの言葉がずしりと胸に響ひびいた。

　──生きていれば、また写真の仕事ができます。

　わたしは顔を上げて、こちらに近づくグラフォードさんを視界に入れた。周囲の景色のピントがはずれて、なぜかグラフォードさんの輪りん郭かくだけが鮮あざやかに浮うき上がって見える。背筋の伸びたグラフォードさんの立ち姿だけ、はっきりとフォーカスされるこの感じ。

　ずっと見ていたいって思う、なんだろう……この感覚。

　視線を動かせずに見つめていると、枯れ葉混じりの突とつ風ぷうに髪かみがあおられた。

「わっ」

　とっさにまぶたを閉じて風がおさまるのを待っていると、ふわりとなにかが髪に触れた気がした。片目だけ細く開けて見れば、間近でグラフォードさんがわたしの髪に指をからめていた。

「ひゃっ！　なに！」

　髪を押さえてのけぞると、グラフォードさんは指につまんだものを軽くかかげた。どうやら髪についた紙吹雪を取ってくれただけらしい。こんなことくらいで、どんどん挙動不ふ審しんになっていく自分にほとほと呆あきれる。あーあ、わたし、なにしちゃってるんだろう！

　うう、としかめ面づらで歩きはじめようとしたら、紙吹雪に見入っていたグラフォードさんは、なぜかそれをわたしに差し出した。

「あなたに」

　親指の爪つめほどのそれを受け取った瞬しゆん間かん、心臓が止まりそうになってしまった。淡あわいピンク色の紙吹雪は真四角ではなくて、ハート形だったからだ。ときどき誰かがいたずら心で、こういう紙吹雪を混ぜる。歩道に落ちているのを見み掛かけることもあるし、ルテ市民にとっては堂々と踏ふみ付けてしまうほどおなじみのものだ。なのに、どうしてわざわざわたしにくれるの？

　だってこれハート形じゃない。それを渡わたすっていうのがどういうことなのか、わかってる？

「……ち……ちょっと、なにこれ、どういう意味なの？」

　先に歩きはじめたグラフォードさんを追い掛かけた。肩かた越ごしに振ふり返ったグラフォードさんの表情は相変わらずで、にこりとも崩くずれない。

「意味？　きれいだなと思ったので、あなたに見せただけです」

「見せただけって……こ、こういうロマンチックなことやめてくれない？　あなたっぽくないからっ」

「ロマンチック？　僕らしくない？」

　わけがわからないとばかりに、グラフォードさんはけげんな顔をした。

「だ、だって！　あなただったら〝ふん〟って感じで捨てるに決まってるかなって。なのにこんなことされたら、勘かん違ちがいするでしょ！」

「……勘違い？　シモンさん、なにを言ってるんですか」

　ハート形のものを異性に贈おくるのは好意の証あかしって、昔からルテではお決まりなのに。どうしよう、ダメだこの人。電車での言葉にさっきのビスケット、それにいま。どれもまったくわかっていないんだ。

　もしかしてこの人、全部無自覚なのかも！

　わたしはハート形の紙吹雪をつまんでかかげながら、思わず訴うつたえてしまった。

「だ、だってこれ、ハートじゃない！」

「そうですよ」

　必死なわたしに対して、グラフォードさんの反応は氷のごとく冷たい。お互たがいの温度差の激しさに気づいたとたん、ボッと耳から頰ほおが熱を帯びた。

　わたしったらなにを言っちゃった!?　うわ……いますぐここに穴を掘ほって、すっぽりと入ってしまいたい！

　見るみる顔が赤くなっていく自覚があった。いたたまれなくなってしかめ面をしたあとで、グラフォードさんはやっと思い当たったのか「あ」と言うように唇を薄く開けた。

「……なる、ほど」

　うつむきがちにつぶやいてから息をつき、グラフォードさんは前まえ髪がみをかき上げる。そんなグラフォードさんの耳も、かすかに赤くなっている気がしたのは、わたしの気のせい？

「も、もういい。なんでもないの、忘れちゃって！」

　強がりながら大おお股またでグラフォードさんを追い越こした。そうしながらも、わたしは紙吹雪をこっそりとポケットに忍しのばせた。

　小物入れに入れよう。宝物が増えた記念だ。

「他意はありません」

　足早に歩くわたしの横に、グラフォードさんが並んだ。

「う、うん！」

　そうよね、わかってる！

「シモンさん、他意はないんです」

「わ、わかってますってば！」

　まったくもう、繰くり返さなくていいのに！　そんなに否定されたら、みじめな気分になっちゃうでしょ！

　やがてわたしは、グラフォードさんから逃にげるようにしてひたすら走り、駅を目指した。それから電車に乗っている間、気まずさを紛まぎらわせるためにビスケットを食べ尽つくし、行ぎよう儀ぎの悪さは承知でロリポップも食べてしまった。もちろん、グラフォードさんとひとことも言葉を交かわさなかったのは、言うまでもない。
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　幻げん影えい伯はく爵しやくの正体について、グラフォードさんとベルナール警視は、秘ひそかに当たりを付けていると言う。その人物の顔写真があるのなら、いますぐにでも確かく認にんしたい。違ちがったらまた捜さがせばいい。だけどもしも一いつ致ちすれば、逮たい捕ほまで一直線だ。そうそう簡単にはいかないだろうけど、それでも期待は高まる。

　──なにがなんでも、絶対に捕つかまえてみせる。

　ホテルの最上階でエレベーターを降りて、グラフォードさんの後ろを歩く。両開きのドアをグラフォードさんがノックするも、誰だれも出ない。警視はまだ戻っていないらしい。グラフォードさんは、警視に借りていた鍵かぎをまわしてドアを開けた。そしてわたしの視界に飛び込んだのは、うつぶせで微び動どうだにしない人物がラグの上に倒たおれている姿……。

「ひゃっ！」

　……死体!?

「し、死んで!?」

「ません」

　グラフォードさんは慌あわてる素そ振ぶりもなく、ずんずんと近づく。そして呆れたようにため息をつき、ブロンドヘアの死体を見下ろした。

「カミーユ、そこはベッドじゃない」

　もぞりと死体、もといベルナール警視は頭を揺ゆらした。

「……だよねー、知ってるー」

「び、びっくりした。そんなところでなにをしてるんですかっ」

　おそるおそる近寄るわたしに、警視はうつぶせのままラグの毛並みをゆったりと、しかも優やさしく撫なではじめた。

「ふふっ……この感触だよ、ニーナ嬢じよう。この感触に癒いやされちゃってるわけ。これって遠い昔に三日だけ付き合った女の子の髪の感触にすごく似てる……けど、顔も名前もさっぱり思い出せない……っていうか」

　緩かん慢まんな動きで四つん這ばいになった警視は、げっそりした顔で立ち上がった。

「そんなおかしなものを見る目をしないでくれる？　ベッドに行くまでに力ちから尽つきただけだよ。あーマジで超ちようストレス」

「どうしたんだ？」

「……例の石せき盤ばん事件だよ。警視総そう監かん殿どのに呼ばれて博物館へ行けば、うちの警部と陸軍少しよう佐さが捜そう査さの管かん轄かつ争いでてんやわんや。だから〝おまえが仕切れ〟とか言われて、俺がかり出されちゃったわけ。つっても、おっかない少佐はパレードそっちのけで、部下を引き連れてにらみを利きかしてくるし、叩たたき上げの警部は一歩も譲ゆずらないしで、しょうがないからクジ引きさせて逃げてきた。あとはどうなったか知ーらーなーい」

　クジ引きっ……て、ええ!?

「そ、捜査の管轄争いでクジ引きって、それ普ふ通つうのことなの？」

「いいえ、普通じゃありません」

　グラフォードさんの冷たい指し摘てきもどこへやら、警視はスリーピースのスーツの皺しわを伸のばしながら立ち上がり、やれやれと首をまわした。

「犯人にヴェーダの疑ぎ惑わくがある場合、しょっちゅう軍がしゃしゃり出てきちゃうわけ。とくに今回の犯人は、幻影伯爵の疑いがある。野放しにしておけば、ものすごく危険な存在だってことはみんなわかってるからね。必死なのよ」

「じゃあ、仲良く捜査したらいいのに」

「そうもいかないのが、男社会の哀かなしさってやつでさ。派は閥ばつ、権力争い、名めい誉よ欲よく、もろもろ絡からんでこのありさま。最高にくだらないわけ。まあ、それはさておいて」

　警視はさもだるそうに長なが椅い子すに腰こし掛かけた。

「きみの写真館のことは、市警にも伝わってる。俺が担当するように手をまわしてあるし、細かい手続きなんかはジョエルと俺がやるから、下っ端ぱの警官に何度も同じこと訊きかれるみたいな、ウザったいことからは解放されるよ、安心して」

　あれ？　やっぱりこの人、ちゃんと仕事のできる偉えらい人……なんだろうか。だけど、クジ引きとかさせちゃうし、まだよくわからないな。でも、これが特別扱あつかいなのは間ま違ちがいない。でなければ、いまごろわたしは警視の言うとおり、いろんな警官にしつこく聴ちよう取しゆされて、心の傷をえぐられていたかもしれないもの。

「それは、あの。ありがとう……ございます」

「どういたしまして」

　女の子なら誰だれでもうっとりするような笑えみを向けられた。なるほど、この笑顔に世の女性はコロッといってしまうわけだ。この笑顔の一割でもグラフォードさんにあれば……いや、そうしたらこの人、間違いなくモテまくっちゃう気がする。いまのままでいてくれたほうが安心だ……って、わたしはなにを考えているの！

「あー……なんにもしたくないー……休みたいし遊びたいよー」

　警視は背もたれに頭をのせて、天てん井じようをあおいだ。

「……けどしょうがない、そろそろマジにやるか。座れよ、ジョエル。ニーナ嬢もどうぞ」

　グラフォードさんと並んで腰掛けたところで、腕うでを組んだ警視はひそひそ話をするかのように、前まえ屈かがみになった。

「きみはこの事件に関かかわってる。だから包み隠かくさずぶっちゃけるけど、幻影伯爵だと見当を付けている人物はいるんだよ。でも証しよう拠こがないから公おおやけにはしていない。俺とジョエルが秘かに怪あやしんでるだけ。っていうか、誰よりも先にオードラン伯爵を怪しんだのはジョエルだ」

「グラフォードさんが？」

「ヴェーダが関係する事件の調査も、僕の仕事の範はん疇ちゆうですから」

「精せい霊れい師同盟の動きが目立ちはじめたのは、五年前。中心にいる人物が、強いエレメンタルをあやつれる邪じや悪あくな精霊になる寸前のヴェーダ──幻影伯爵だと判明した以外は謎なぞのままで、いまだに市警は把は握あくしきれていないんだ。もちろん逮捕もできていない。ヤツらが関わる事件はどれも、貴族や議員およびその親族の誘ゆう拐かい、殺人未み遂すい。標的にされているのはすべて、サンルノンが民主国家になって以降も、没ぼつ落らくせずに生き残った者ばかり」

　息をついてから、警視は続けた。

「ジョエルがオードラン伯爵を怪しんだきっかけは、三年前のバリエール公の交通事故だ」

　警視の言葉を、グラフォードさんが静かに引き取る。

「オードラン伯爵家は当時、拡ひろげた事業に失敗して没落寸前でした。事故の一年前から、オードラン家はバリエール公爵家に多額の借金をしていたのです。やがてバリエール家は返済を迫せまる圧力をかけはじめて、オードラン家の没落も時間の問題だろうと、社交界では噂うわさされていたようです。その矢先、バリエール公が交通事故で他界。車ごとペシル川に突つっ込んだんです。直後、バリエール家はオードラン家からいっさい手を引いた。借金を白紙に戻もどしてまで」

　グラフォードさんの表情は、いつも以上に険しかった。

「ただの交通事故で処理されていたものの、ジョエルはオードラン家を怪しんで、調べてくれと俺に連れん絡らくしてきたわけ。事故は俺の担当じゃなかったから、こっそり調べたさ。貴族社会なんて狭せまいから、なにかしらのつながりは必ずあるもの。けど、それまでの貴族や議員に関わる事件のすべてに、必ずと言っていいほどオードラン家の影かげがちらついていたんだよ」

「つながりを簡単に説明すると、誰かしらが消えれば、オードラン家に富がもたらされるという仕組みで、主に金銭が絡んでいます」

　オードラン、という名前がひっかかる。どこかで聞いた、なのに思い出せなくてはがゆい。

「政治的な難しいことはよくわからないけど、とにかくそのオードラン家の誰かが、幻影伯爵かもしれないってこと？　だったらその人の写真はないの？　いますぐ顔を確認するわ」

　腰こしを上げたわたしに、警視は深く嘆たん息そくした。

「そうしたいんだけれどね、写真は一枚もない。ルテのタウンハウスは幽ゆう霊れい屋や敷しきさながらで、普ふ段だんは領地の城館にこもっていて、表にまったく顔を出さないんだよ。名代として出てくるのは、しょっちゅう入れ替かわる側近ばかりでさ。そんなわけで、誰もアドルフの顔を知らない。もちろん俺もだ」

「……アドルフ？」

　グラフォードさんがわたしを見上げた。

「アドルフ・オードラン伯はく爵しやく。彼の親族は全員、二年前の列車事故で他界しました」

　そう言われてやっと思い当たった。〝オードラン〟はあの教会で耳にした名だったのだ。

　ぎゅっと心臓をつかまれたように、息が苦しくなる。父さんの姿を捜して、教会のすみずみまで歩きまわった日のことがはっきりと頭に浮かび、集まっていた記者のささやき声までが鼓こ膜まくに蘇よみがえった。

　──オードラン伯爵の遺体があるらしい。

　事故があってからしばらくの間、ラジオのニュースを聞かないようにしたし新聞も避さけていた。事故に関することをなにひとつ、思い出したくなかったからだ。だから、レールの脱だつ線せんによる事故という原因を知ったのは、ずいぶん経たってからだった。

　わたしは震ふるえる拳こぶしをきつく握にぎって、訊たずねた。

「……誰だれも顔を知らない、その……アドルフっていう人が、幻げん影えい伯爵なの？」

「断定はできないけれどね。唯ゆい一いつ列車に乗っていなかったオードラン家の長男アドルフが、亡なくなった親族の資産もろもろすべてを手にし、伯爵にまでのし上がったんだよ」

「でも長男なんでしょ？　だったらそれは、普通のことなんじゃないの？」

「アドルフは養子なんです。子どもに恵めぐまれなかった前伯爵は妻に先立たれたあと、隣りん国ごくの知人から男の子を引き取ります。問題はそれをしめす経けい緯いが、調べても出てこないことです」

「養子をもうけたあと、前伯爵も表に姿を見せなくなった。さらにアドルフの詳しよう細さいも謎。年ねん齢れいはいくつなのか、教育をどこで受けているのか、社交界ではもっぱらの噂で、当時はどこぞの愛人か娼しよう婦ふの子どもじゃないかとまで、噂されていたらしいよ」

　たしかに怪しいけれど、それがどうして、幻影伯爵と疑われるほどなのかがわからない。

「その……アドルフって人が列車に乗っていなかったから、なんだっていうの？　たんなる偶ぐう然ぜんかもしれないじゃない」

　腕を組んだ警視は、硬い表情を崩くずさなかった。

「脱線した線路のレールは、ありえないほど曲がっていたんだ。かなりの熱がなければ無理なほどにね」

「火のエレメンタルが使われたということです。しかも、ありえないほどの強いエレメンタル」

　グラフォードさんは、鋭するどい視線をわたしに向けた。

「つまり、レールを曲げた犯人が、幻影伯爵である可能性が高いんです」

「まさか……。じゃあ、アドルフは……ヴェーダ？」

「かなーって？」

　緊きん迫ぱく感かんのある会話に疲つかれたのか、ふうと息を吐はいた警視は長椅子に深く身体からだを預けた。

「だって、なにもかも手にしちゃったんだもん。これは俺の予想にすぎないけれど、前伯爵はヴェーダのアドルフを養子にして、いろんなことをやらせていたんじゃないの？　汚きたない仕事なんかをさ。アドルフを中心として裏の仕事をするヴェーダが集められ、組織が結成される。でもそのうちに、養父に利用されていると悟さとったアドルフは、列車事故を起こして復ふく讐しゆうを完かん遂すいし、すべてを手に入れた……とか考えると、ものすごくつじつまがあっちゃう。て言ってもさ、アドルフがヴェーダっていう証拠が見つからない。しかも相手は貴族だし、列車事故の捜そう査さ管かん轄かつは陸軍だしで、こっちはまったく手が出せなかったわけ」

　膝ひざの上で組んだグラフォードさんの両手に、力が入っているのが見て取れた。

「知人からの養子というのは噂にすぎないし、噓うそかもしれない。もしかすると、どこかの孤こ児じ院いんから引き取った可能性もあるんです。貴族たちは慈じ善ぜん活動と称しようして孤児院を訪おとずれることが多いですから」

「孤児院から引き取ったのだとすれば、金を積んで関係者の口くち封ふうじに書類の隠いん滅めつ。哀しむべきことになんだってできちゃうのよね、貴族ってやつは。うえー、同族嫌けん悪おだな、やだやだ」

　警視はぶるるっと大げさに震えてみせた。

　遠い過去の記き憶おくが、わたしの脳のう裏りをかすめていく。あの日、小物入れを開けてくれた男の子を呼んだ、あの声。

　───……ドルフ！

　偶然にもほどがあるし、そんなわけはないと自分に言い聞かせた。それでも、ひっかかりは消えない。この懸け念ねんを解消する方法は、ひとつしかなかった。

「……その人、明日の祝典に来るかな」

　はっとしたグラフォードさんは、息をのんで押し黙だまった。答えたのは警視だ。

「国中の権力者が集まることなんてめったにないから、明日の祝典は特別なんだよ。だからアドルフ本人はあらわれなくても、側近は必ず来る。権力者をバックボーンにすることは、貴族が生き残るために必要不可欠なことだからね」

　警視はニヤリと策士的な笑えみを浮かべた。

「でも、きみ以外の誰も幻影伯爵の顔を知らないわけでさ。だったらアドルフ自身が側近のふりをしてその場にいたとしても、おかしくないと思わない？」

　庶しよ民みんのわたしが祝典に参加するだなんて、幻影伯爵は思いもよらないはずだ。微び々びたる可能性だけれど、賭かける価値はあるように思えた。

　意味ありげに、警視は瞳ひとみをきらめかせた。

「たしかめてみる？　側近を」

　写真が一枚もないのなら、直接この目でたしかめるしかない。絶対に捕つかまえると決めたのだ。危険があったとしても、わたしにできることはなんだってやらなきゃ。

「うん。ぜひ、そうさせてください！」

　警視は満面の笑みを浮かべ、うなずいた。

「ありがとう。捜査の協力に感謝するよ、ニーナ嬢じよう。きみのことは必ず守るからね」

　グラフォードさんはなにも言わず、この先のことを予測しているかのように、険しい横顔でうつむいていた。

　その直後、けたたましいノックが鳴り響ひびいた。面めん倒どうそうに腰を上げた警視は、ドアに近づいてから開けた。そこに立っていたのは。

「……眠ねむい……眠いのに眠れない……！」

　なぜか古ぼけたクマのぬいぐるみを抱だきしめた、どこか見覚えのある男性。石せき盤ばんの解説をしてくれた学芸員、クレマン・アルノー氏だった。
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　アルノー氏のくせ毛混じりの髪かみは、寝ね癖ぐせなのか天然なのか判別できないほど絡からみまくっている。茶ちや目めっ気のある大きな目は真っ赤で、寝ね不ぶ足そくなのか濃こいクマができていた。そしてなぜか、貴重品を扱あつかうときのように白い手て袋ぶくろをはめている。カジュアルなジャケットを羽織った格好で、両りよう腕うででぬいぐるみを抱いたアルノー氏の姿は……。

「おいおい、どうしたんだよ……。おっさんなのに、迷子の子どもみたいじゃない」

　警視があ然として言った。否定できないのがあわれだ。そんな警視を完全に無視して、アルノー氏はふらふらとこちらに歩み寄り、

「おっさん言うなっ……！　やあ、ジョエルじゃないか、久しぶり。ああ……女の子もいる。よろしく、カミーユの従兄いとこのクレマン・アルノーだ。うう、眠い……眠いのに眠れない……！」

　どすんと長なが椅い子すに腰こし掛かけて、眠い眠れないと繰くり返す。いったいどうしたんだろう？

「そんな状態で、どうやってここに来たんだ、クレマン？」

　グラフォードさんが訊ねると、アルノーさんはぐらぐらと頭を揺ゆらしながら答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、車で来た」

　大丈夫だとは思えない。というか、ずっと抱いているものが気になってしかたがないのは、わたしだけ？

「そのぬいぐるみは、あなたのお友達……？」

　アルノーさんは一生放さないとでも言わんばかりに、ぎゅっとそれを抱きしめた。

「お友達……ではない。でもこれはただのぬいぐるみじゃないんだ、見知らぬ女の子よ」

「ニーナです。ニーナ・シモン」

「見知らぬニーナよ。これはものすごくものすごく大切なものなんだ。これをなくしたら、俺はここのバルコニーから飛び降りるしかなくなるんだ……！」

「あーあ、相変わらず大げさだなあ」

　警視がぬいぐるみの頭をつかみ上げると、アルノーさんの瞳ひとみがカッと開いた。

「……なにをする！　ああ、返せ！　返してくれ！」

　ぬいぐるみを頭上にかかげてリビングを走りまわる警視と、それを追いかけるアルノーさんの姿は、大人の男性とは思えない、どこから見ても五歳児だ。

「あの、グラフォードさん。あれ、止めたほうがいいかな……？」

「カミーユがクレマンをからかう、よくある光景なんですが、放ほうっておいたら永遠に続きます。しかたがない、僕が止めましょう」

　立ち上がったグラフォードさんによってぬいぐるみは奪だつ還かんされ、力ちから尽つきたアルノーさんは四つん這ばいでしくしくと泣きはじめてしまった。博物館で楽しい解説をしてくれた知的な人とは、とうてい思えないありさまだ。すると、ぬいぐるみの背中を見たグラフォードさんが、

「この縫ぬい目は？」

　いぶかしみながら訊たずねた。アルノーさんは四つん這いのままうなだれた。

「……擬ぎ態たい、というものがある。ときに生物が身を守るために、自然に馴な染じんでいるように見せかける自己防衛の一種だ」

　うん……。で？　どうしていま、そんな話を……？

　と、ぬいぐるみを調べていたグラフォードさんが、けげんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「硬かたい？　中になにか入ってる」

　興味を惹ひかれてわたしも近づく。すると警視はそれをひったくり、背中の縫い目を乱暴にぶちぶちと引き破った。

「って、なんだろうな、いまちょっと興奮した。ああ、プレゼントのラッピング用紙を破る感じに似てたんだ」
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　それって、すごくわかる！　警視の一いつ般ぱん的てきな感覚に、やっとわたしも共感できそうだ。

「ラッピングを開けるのって、ワクワクするわよね！」

　警視はにっこりしたものの、なぜかどんどんと陰いん鬱うつな表情に変へん貌ぼうしていく。

「最初の一、二個はね。でも息切れするほど繰り返しているうちに、疲ひ労ろう困こん憊ぱいになって倒たおれるんだ……。思い出すよ、子どものころの誕生日、クリスマス、終わりのない地じ獄ごくのようなプレゼント攻こう撃げき……そして俺は、プレゼントに追いかけられる悪夢を見る……」

　悪夢を見るほどの数のプレゼントを貰もらった経験なんて、わたしには一度もない。ごめんなさい、あなたに共感しようとしたわたしが間ま違ちがっていました。

　警視がぬいぐるみの背中に指を滑すべり込ませた。とたんにアルノーさんは、懇こん願がんするようにその足にしがみついた。

「素す手ではダメだ！　お願いだ、手袋を……手袋をはめてくれ！」

　すでに手袋をはめているのに、アルノーさんはさらにポケットから手袋を取り出した。よっぽど大事なものが入っているらしい。

「うるさいなあ、わーかったよ」

　警視は手袋をはめてアルノーさんを振ふり払はらい、無む惨ざんにも綿を飛び出させているぬいぐるみをテーブルに座らせた。

　ラグにへたり込んだアルノーさんは、肩かたを落としながらつぶやいた。

「……保管場所が決まってないから、悩なやんだ末にそこに隠かくして、ずっと俺が持っていたんだよ。だけど昨日のことがあって怖こわくなったから、ここに持って来るしかなかった。なにしろこのことを知ってるのは、俺とそいつと叔父おじ上うえだけだ」

「叔父上？」

「ジャコブ・ベルナール氏。警視総そう監かんです」

　グラフォードさんがざっくりと返答する。うっそ、警視の叔父おじさんが警視総監!?　ベルナール家の権力の凄すさまじさに、わたしはあごがはずれるほど口を開けてしまった。

「で、クレマンはなにを言ってるんだ。どういうことだ、カミーユ？」

　肩をすくめて見せた警視は、いたずらっぽく笑った。

「そうね。まあ、こういうことかな？」

　ぬいぐるみの背中からなにかを取り出す。なめらかな絹に包まれたそれは、さらに圧縮されて固められた羊毛の中にあった。羊毛から取り出された〝もの〟は、昨日博物館で遠目に見た輪りん郭かくに酷こく似じしている。大きさは両の掌てのひらを広げた程度で、中心は欠けている状態の、焦こげた焼き菓が子しのようなそれって……。

「え……え？　それって、昨日灰になったんじゃ……？」

「レプリカがね」

　石盤を手にする警視は、こともなげに爽さわやかな笑え顔がおで続けた。

「これが本物の石盤なんだよ、ニーナ嬢？」
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　そもそもは幻げん影えい伯はく爵しやくに、邪じや悪あくな精せい霊れいを還かえす脅きよう威いがあると知らせることで、石盤を盗ぬすませるのが目的の展示だったのだと警視は語った。盗まれるのが前提なのだからレプリカはあたりまえだろうと、まったく悪びれるでもない。

「盗まれるどころか、燃やされちゃったけどね。マジでレプリカでよかったよ」

　わたしは開いた口がふさがらなかった。

「か、鑑かん賞しようした人たちを……騙だましたの？　ひどいじゃない！」

　うっ、とアルノーさんは両手で顔を覆おおう。

「考古学者としてあるまじき行こう為い！　きみに指し摘てきされなくても、すでに罪悪感でいっぱいだよ。それもあって眠れないんだ！」

　思い返せば博物館でも、アルノーさんの目は泳いでいた。緊きん張ちようのせいじゃなくて、あれは罪悪感による落ち着きのなさだったのだ。

「作戦のためだよ、ニーナ嬢。大丈夫、レプリカはこれとそっくりだったから、本物を鑑賞したのと同じってことでスルー、スルー。ね？」

　ウインクをして見せる警視には、逆に罪悪感が微み塵じんも感じられない。

「姿を見せずに動きまわれるっていうのは、邪悪な精霊と化す間ま際ぎわってことだからね。そんな幻影伯爵がこの石せき盤ばんのことを耳にすれば、絶対になにかしでかすだろうと踏ふんだわけよ。だってこの石盤があるかぎり、精霊世界に還される可能性からは逃のがれられないもんね」

　偽にせ物ものの展示品を鑑賞していたなんて、なんともやるせない。ふたりの様子から察するに、アルノーさんは警視の作戦に巻き込まれてしまったんだろう。

「どうしてそんな無む茶ちやな作戦を計画したんだ？　盗むかどうかもわからない、賭かけじゃないか」

　グラフォードさんの問いかけは、もっともだった。

「盗まないならそれでもいいから、とにかく網あみを張りたかったんだよ。いつまで経たっても捕つかまえられないんじゃ、俺に休きゆう暇かはないに等しいんだから。ホント……マジで休みたい」

　俺ってかわいそう。つぶやいた警視は大げさに目を伏ふせて、吐と息いきをもらした。

「だけど……門番？　じゃなきゃ、それは使えないじゃない？」

「詳くわしいね」

　アルノーさんが意気込むように、バッと顔を上げた。

「昨日、わたしも博物館に行ったの。近くで鑑賞できなかったけど、あなたの解説はすっごく楽しかったわ」

　眠たげだったアルノーさんの瞳ひとみがキラリと光った、かと思うと興奮気味に立ち上がるやいなや、わたしの両手をつかんでぶんぶんと上下に振りはじめる。わっ、肩がはずれそう！

「ありがとうありがとう！　そーうだろう！　いやあ、俺の解説はいつも評判がいいんだ。ごくごく一部を除いてはね！」

　警視をにらむ。ごくごく一部は警視らしい。

「あーあ、褒ほめちゃったよ。クレマンを褒めると説明スイッチが入って、手に負えなくなるんだよ、ニーナ嬢。以後、褒めるのは禁止だからね！」

　警視にげんなり顔で言われてしまった。たしかに、さっきまであんなに眠ねむそうだったのに、腕うでを組んだアルノーさんは突とつ如じよ、いきいきとしゃべり出した。

「そうなんだ。たしかにきみの言うとおり、門番にしか使えない。けれどもね、門番の子孫はどこかでひっそりと生きているかもしれないだろう？」

「でも、いるのかいないのかわからないんでしょ。なのに灰になんてするかな？」

　答えてくれたのは、グラフォードさんだ。

「〝かもしれない〟という妄もう想そうが肥大化して、恐きよう怖ふに変わったんでしょう。力にのまれかけているヴェーダは、人としての理性が弱まり、感情が先立つようになります。恐おそれた幻影伯爵は案の定と言うべきか、石盤を盗まずに破は壊かいした。そうすれば妄想の悪夢から逃れられる。それほど恐れているということです」

「恐れるって、精霊の世界に還されること？」

「……くわえて、邪悪な精霊と化すかもしれない自分の行く末。自じ業ごう自じ得とくですが」

　苦々しげな声こわ音ねを放つグラフォードさんの横顔に、かすかな影かげが落ちた。まただ。この人はときどき、まるで世界にたったひとり残されたかのような哀かなしげな顔をする。わたしを叱しかったときもそうだった。

　……どうして、そんな顔をするんだろう。

　そんなわたしの疑問をよそに、ゆっくりと息を吐はいたグラフォードさんは、すぐにいつもの無表情に戻もどる。そして警視に近づいた。

「僕も初日に行った。人が多くて、間近では鑑賞できなかったけど」

　警視の隣となりに並んだグラフォードさんが石盤に見入る。わたしも横に立って、小さな石盤を見つめた。不可解な絵図は中心に向かって欠けている。やっぱりどう見ても、できそこないの焼き菓子にそっくりだ。

「……これってなにかの言葉なの？」

　どちらが上で下なのかもわからない。首を傾かしげながらわたしが訊ねると、アルノーさんは自分の出番だとばかりに、警視の手から石盤を優やさしくつかみ取った。

「門番がこの石盤で、ハイン・ヴェーダを召しよう喚かんする以前の遠い昔。この大陸に精霊たちも生きていたころ、人間と精霊が戦ったのは知ってるだろう？　勝ったのは、神々を味方にした人間だ。やがて、神々は自分たちの世界へ戻る前、境界をつくった。精霊たちはここではない世界へ、そしてこの大陸には人間が残る。精霊世界の王は〝服従の証あかし〟に、人間世界の王にこの石盤を渡わたしたと伝えられている。だからこれは、そもそもは精霊世界のものなんだ」

　そう言いながら、アルノーさんは絹の布を広げたテーブルに石盤をそっと置いた。

「ふたたび大陸は、今度は人間同士の戦いの嵐あらしに巻き込まれる。人間世界の王の血を継つぐこの国の王は、劣れつ勢せいをくつがえすために最後の手段として門番に命じ、石盤から精霊を召喚させた。それがハイン・ヴェーダだ。というわけで、まだ研究途と中ちゆうだが見てくれ」

　指先で石盤をしめしていく。

「幾き何か学がく的てきで整然とした美しい絵図。これはきみの言うとおり、ある種の言語だと思われる。もちろん、この世界のものじゃない。ケーキのように四等分して見ればよくわかるんだ。波状の模様は水をあらわす。このあたりは、樹木が根をはる大地、星々のきらめきに似た部分は風だろう。そして最後に、なにかの翼つばさを模した炎ほのお。これらの絵図が、欠けている中心に向かって刻まれている」

　アルノーさんはゆっくりと石盤をまわしながら、角度を変えて見せてくれた。

「この石盤は、精霊を召喚する面と還す面に分かれているんだ。両面の絵図がまったく違ちがうことから、門番は二通りの〝鍵かぎ〟を記き憶おくしていたと推測できる。いま見ているのは召喚の面だ」

　両手でそっと石盤を持ち上げた。

「最初の門番は、精霊世界の王が予言した名もなき女のお腹なかの中にいたとされている。しかも、だ。注目すべきは、赤子がこの欠けている部分の〝鍵〟を記憶したまま、生まれたということだよ。なんというミステリー！　ロマンだよ……本当にすばらしい！　で、こっちが」

　アルノーさんが石盤をくるりとひっくり返した。

「還す面だ」

　そのときだった。わたしの目にはっきりと飛び込んできた絵図は、カップを置くレースのコースターを連想させた。蜘蛛くもの巣のように放射状に彫ほられている、美しくて繊せん細さいな模様。その面の欠けている部分。

　そこには、月と太陽を模したような絵図が──はまる。

　すぐにわかった。瞬しゆん間かん、ゾクリと背筋に悪お寒かんが走り、両りよう腕うでに鳥とり肌はだが立った。

　……うそ、こんなことありえない。母さんの手紙にあった絵図が、きれいにはまるなんて。

　とっさに動どう揺ようして退いた。どうしたのと警視に訊きかれても答えられず、とにかく悟さとられたくなくて、わたしはなんとか笑えみをつくった。

「な……んでもないの」

　母さんからの手紙にはひとことも、石盤や門番について書かれてはいなかった。小物入れと同じで代々伝わるものだからと書かれていただけだ。だからわたしは、きっと母さんの家に伝わる、お守りを込めた刺し繡しゆうの模様だろうと思っていたのだ。

　でも、違った。

　あれはこの石盤の、還す面の扉とびらの──鍵だったんだ。

「シモンさん、どうしたんですか」

　グラフォードさんと視線が絡からんだ。見み透すかすような眼まな差ざしが怖こわかった。こんなこと、いったい誰だれが信じるっていうの。わたしだって自分の目を疑っているのに。

「ちょっと、あの。気分が悪くなっちゃって」

　みんなに背中を向けて寝しん室しつに駆かけ寄り、中へ入ってドアを閉めた。胸の高鳴りが止やまない。

　ドアに背中を預けたまま、わたしはサイドテーブルの小物入れを見た。そのとき、夢で見た母さんの声がはっきりと思い出された。




　──ニーナ。秘密の絵は、覚えた？




　違うかもしれない。だからきちんとたしかめよう。わたしはすぐに小物入れを手にして、ベッドに腰こし掛かけた。中から手紙を出して絵図を凝ぎよう視しする。間ま違ちがいようもなかった。

「……これは……精せい霊れいの扉の……鍵？」

　手紙にひとことも書かれていなかったのは、母さんも知らなかったからだ。事実があまりにも現実離ばなれしていて愕がく然ぜんとしてしまい、しばらくの間放心してしまった。わたしが……門番の子孫？　写真の仕事しか取り柄えのないわたしが？　あの石せき盤ばんを使って精霊世界の扉を開け、邪じや悪あくな精霊を還かえすことができる存在だなんて。

「うそでしょ……なんの冗じよう談だんなの……」

　手紙にあったのは、なぜか還す面の鍵だけだった。その理由はわたしにわかるわけもない。うろたえたわたしは手紙を折りたたんでから、深呼吸をして目を閉じた。

「……こんな大変なこと、誰にも言えないわ」

　告白する覚かく悟ごなんてまだない。わたし自身が信じられないでいるんだもの。

　……黙だまっていよう。

　そう決めて、小物入れを膝ひざにのせた。息を吐いて気持ちを落ち着かせ、手紙をハート形の紙かみ吹雪ふぶきの上にそっと戻した。小物入れの蓋ふたを閉じてから、花と蔦つたの模様が彫られた表面をゆっくりと撫なでる。焦こげ痕あとが痛々しくて哀しくなった。

　グラフォードさんが取り戻してくれたこれだけが、わたしに残った財産だった。

「……修理ができたらいいのに」

　ため息混じりに持ち上げたとき、底になにかが当たる感かん触しよくがあった。いままで感じたことがなかったから、不ふ審しんに思いながら耳を近づけて振ふってみる。音はない。でも、底になにかがある予感がした。

　もう一度開けて目を凝こらす。炎の熱にさらされてたわんだのか、接着されていたはずの底がはずれそうになっていた。小物入れは厚みのある見た目とは違って、中の底が浅かった。年代物だからそういうデザインなんだろうと、いままで一度も気にしたことはなかったのだ。

　いま、底が二重になっていると気づかされるまでは。

「……なにかあるわ」

　サイドテーブルのトレイにあるペーパーナイフをつかみ、接着部分をこすっていく。底は簡単にはずれた。中におさまっているものを見て、わたしは困こん惑わくした。

「なに……？」

　目に飛び込んだのは、ところどころ葡ぶ萄どう酒をにじませたような麻あさ布ぬのだ。なにかを包んでいるらしく、震ふるえる手で取り出すとずしりとした重みが伝わった。布には、コバルトブルーの糸で流りゆう麗れいな刺繡がほどこされていた。わたしには読めない太古の文字だ。

　おそるおそるベッドの上に広げた。

　布に包まれていたのは、なめし革がわの小こ袋ぶくろ、そして、小さなエメラルドがいくつもちりばめられた、金具の付いた青銅製の……なんの部品？　弧こを描えがく四つに分かれた側面にも、やはり太古の文字が刻まれている。

　それを上下左右に置くと、丸くて小さな額がく縁ぶちのようになる。でも、額縁じゃない。二つの部品には、カップの把とつ手てを思わせるものが付いていたからだ。さらに驚おどろかされたのは、大きさだ。

　──大きさは、両の掌てのひらを広げた──そう、石盤を囲むのにぴったりだ。

　全身が総毛立った。この部品も小袋も、きっと石盤を持ち歩いて使うためのものだ。

　部品の把手を握にぎれば、たとえどんな場所にいたとしても、手から石盤が滑すべり落ちることはない。そうして石盤をかかげて、記憶している鍵を頭の中でたどる。わたしの先祖は邪悪な精霊を還すために、そうして石盤を使ってきたのだ。

　驚きで言葉にならない。力が抜ぬけたわたしはベッドに座ったまま、並べたこれらを見下ろすことしかできないでいた。

　だからって、わたしはどうすればいいの？　ううん、そうじゃない。

　……わたしは、どうしたい？




[image: ]




　ノックの音でわれに返ったとき、部屋は夜の闇やみに包まれていた。

「シモンさん、大だい丈じよう夫ぶですか」

　わたしを気き遣づかうグラフォードさんの声がドア越ごしに聞こえて、慌あわてたわたしは広げていたものを小物入れに戻もどした。

「食事が届いたので、食べられそうなら来てください」

「あ、ありがとう。いま行きます」

　落ち着こう。いま大事なことは、明日の祝典で幻げん影えい伯はく爵しやくを見つけることだ。何度も深呼吸をしてから寝室を出ると、リビングにはグラフォードさんしかいなかった。

「クレマンはカミーユの部屋で眠ねむっています。カミーユは部下に呼ばれて行きました。食事は好きに食べていてくれ、だそうです」

　みんなのいるここへ来て、アルノーさんの気持ちが緩ゆるんだのだろう。石盤を背中に入れたクマのぬいぐるみは、無む邪じや気きな顔で長なが椅い子すの上に座っていた。

　テーブルの上に並んだ食事を前に、グラフォードさんが座った。向かい合う席の椅い子すを引いて、わたしもゆっくりと腰こしを下ろす。グラフォードさんは無言でパンをちぎり、口に運んだ。わたしもスープを口に含ふくむ。そうしてしばらくしてから、グラフォードさんが口を開いた。

「具合はなおりましたか？」

「えっ……う、うん、平気よ」

　石盤と鍵について知られたくないという緊きん張ちよう感かんが、わたしの挙動を怪あやしくさせてしまう。グラフォードさんの顔をまともに見ることができない。他人をよく観察しているこの人と目が合ってしまったら、すぐに気取られてしまいそうで怖かったからだ。そんなわたしの懸け念ねんすら見透かしたのか、間を置かずにグラフォードさんは、はっきりとわたしに訊たずねた。

「どうして石盤を見て、動どう揺ようしたんですか」

　うっ……どうしてバレちゃうの!?

「……ど、動揺なんてしてないわ」

「目が泳いでますよ」

　スプーンを片手に、わたしは固まる。すると、グラフォードさんはパンをお皿に置いて、丁てい寧ねいな仕草で指先を払はらいながらわたしを見た。とたんに目が合ってしまった。と、思案するかのように少しだけ目を伏ふせたグラフォードさんは、テーブルの上で両手を合わせると、ふたたびわたしを視界に入れた。

「……では、こうしませんか。あなたの知りたいことについて、いまから僕がなんでも答えます。その代わりに、石盤を見て動揺した理由を教えてください」

「え？」

　眼鏡めがねの奥の目は真しん剣けんだ。

「ど……うして、そんなに知りたがるの」

「知りたいからです」

　息が詰つまるほど見つめられて居い心地ごこちが悪くなり、わたしはとっさに目をそらす。この人について知りたいことは山ほどあった。訊きいてしまったら自分が門番の子孫だと話さなければいけなくなるけれど、それよりも知りたいという欲よつ求きゆうがむくむくとわき上がってくる。

「ほ、本当になんでもいいの？」

　盗ぬすみ見るようにしてグラフォードさんを上うわ目め遣づかいに見ると、彼は小さくうなずいた。

「いいですよ」

「じゃあ……あの。あなたの手首の入れ墨ずみ。腕うで時ど計けいの下にあるそれって、なんなの」

　息をついたグラフォードさんは、自分の手首を冷ややかに一いち瞥べつした。

「エレメンタルを使う際に目安になるものです。ラピスラズリを混ぜた色素で着色されていて、通常の使用ではめったに光りませんが、激しい使用で精気が大きく奪うばわれると、これが皮ひ膚ふを通して光るんです」

　入れ墨が、光る？

「そうなったら、どうなるの？」

「一度や二度では、どうなることもありません。ですが、それを何度も繰くり返すことによって、少しずつ肉体は老化していき、やがて入れ墨が点てん滅めつし続けるようになります」

「点滅し続けた、そのあとは？」

　左手をさりげなく右手首に置いて、グラフォードさんはさらりと言った。

「そうなれば、人間として終わります」

　邪悪な精霊と化す、ということだ。

　すっと血の気が引いた。強いエレメンタルを宿しているグラフォードさんにも、その恐きよう怖ふがちらついている事実がショックだった。焦あせったわたしは腰を浮うかせて、テーブル越しに前のめりになって訊ねた。

「じ、じゃあ、あなたのそれ。もう何度も光ってるの!?」

　わたしの勢いに驚いたのか、グラフォードさんは少しだけのけぞった。

「いいえ。まだ光ったことはありません」

「……よかった！」

　ほっと安あん堵どして深く椅子に腰こし掛かけると、グラフォードさんとまた目が合う。その眼まな差ざしがどことなく優やさしい気がして落ち着かなくなり、すかさず次の質問を投げかけた。

「え、えーと、あの。ヴェーダはみんな、そういう入れ墨をしているの？」

「いいえ。たいていは十二歳でエレメンタルの強さが定まります。規定書類をもとに判断をくだすのは、主に学校や施し設せつの教師たちです。ヴェーダを集めて強さを調べ、一定のレベルを超こえた者にだけ、手首にこれを入れることが義務づけられるんです。絵え柄がらはなんでもいい」

　入れ墨をしているヴェーダの子は、通っていた学校にひとりもいなかった。でも、小物入れを開けてくれたあの男の子は、手首に入れ墨をしていた。ということは、あの子もグラフォードさんと同じ、強いエレメンタルを宿したヴェーダだったのだ。

　あの子の絵柄は交差する剣けんだった。だけどグラフォードさんのは。

「ちらっと見ただけだけど、あなたの絵柄は太古の文字みたいだったわ。なんて意味なの？」

　答えづらいのか、グラフォードさんは少しだけ顔を歪ゆがませた。

「……すみません、その質問はパスさせてください」

「えと……それじゃ、どうしてヴェーダを嫌きらっているの？」

　片目を細めたグラフォードさんは、困ったように少しうつむきながら、軽く髪かみをかき上げた。

「それも……。なんでもなんて言ってすみません。てっきりヴェーダについて質問をされると思っていたので」

　ボッと顔が熱を帯びた。そうだったんだ！　なのにわたしったら、この人自身のことばかり、根ね掘ほり葉は掘ほり知りたがってしまった。

「ご、ごめんなさい！」

「いえ」

　ふたり同時に、無言でうつむいてしまった。一度でもわたしの質問に答えてくれたのだから、石せき盤ばんについて話さなければ。そう思うのに、拒きよ否ひされてしまった答えが知りたくてたまらなくなる。だからってグラフォードさんにばかり、しつこく問いかけるような真似まねはしたくない。

「じゃあ、あの」

　わたしは持っていたスプーンを、テーブルに静かに置いた。

「わたしが誰だれにも教えていない話をしたら、あなたも教えてくれる？」

　グラフォードさんの答えを待つつもりだったのに、考えるよりも先に言葉が飛び出した。

「……写真の仕事は大好きだし、ずっと続けるつもりだけど、それでもときどきね、進学する予定だった学校の制服を着ている同級生を見ると、ちょっと思うの。もしも、母さんも父さんも生きていて、学校に通えていたらどんなふうだったのかなって」

　誰にも打ち明けたことのない恥はずかしい感情を、どうしてこの人にさらけ出そうとしているんだろう。たぶん、グラフォードさんのことを知りたいから。それと同時に、わたしがどんな人間なのか、この人に知ってほしいからだ。

「勉強して、誰かに恋こいをして。いまみたいに、明日の仕事やお金のことで悩なやまなくてもいいんだろうなって。それでなんとなく、遠くの寄宿学校に進学した友達以外、ルテにいる同級生とは縁えん遠どおくなってしまったの。学生のみんなを見ているとやっぱり羨うらやましくなってしまうし、そんなふうに思う自分も許せなかったから」

　って、待って。ここまでしゃべる必要なんてなかったんじゃない？　どうしよう、日記に書くみたいな内面まで打ち明けちゃって、グラフォードさんに嫌われたかも！

　彼の反応が怖こわくて目を瞑つぶり、肩かたに力を入れて縮こまったときだった。

「……ヴェーダを嫌っているわけじゃありません。嫌っているのは、僕自身です」

　びっくりして顔を上げると、グラフォードさんはまっすぐにわたしを見ていた。

「僕には兄がいます。兄と僕の母は違ちがい、母はヴェーダでした。だから、親族内でヴェーダなのは僕だけです。あるとき、僕は兄を傷つけてしまったんです」

　感情を押し殺したような口調で話しながら、グラフォードさんは右の掌てのひらを広げて見せた。エレメンタルで、という意味だろう。

「どう、して？」

「……兄が母のことを娼しよう婦ふ呼ばわりし、どうしても怒いかりを抑おさえられなかったからです。兄の右耳はやけどでつぶれ、父は僕を寄宿学校へ追いやった。以来一度も、家族には会っていません」

　アパルトマンで暮らしている理由がわかった。グラフォードさんはきっと、家族に放任されているのだ。

「そ……んなの……、あなたは悪くないのに」

「兄の耳はつぶれたままです。圧あつ倒とう的てきに僕が悪い。なにを言われようと、彼を傷つけてはいけなかったんです」

　広げた掌を強く握にぎった。自分を嫌うまでそのことを責め続けて、いまもその思いに囚とらわれていることが、握った拳こぶしの中に全部、込められている気がした。

「……だから、申しん請せい課で働いているの？」

　やっとの思いで口にすると、はっとしたようにグラフォードさんは目を瞬またたかせた。

「ヴェーダをきちんと管理したいから？」

　それはたぶん、自分のようにエレメンタルで誰かを傷つけて、後こう悔かいする生き方をしてほしくないからだ。

「……まあ、そうです」

　グラフォードさんはもう一度、髪をかき上げると息をつく。硬かたい態度を崩くずさないよう細心の注意を払はらっているかのように、いつにも増して事務的な様子で、テーブルに肘ひじをついた。

「それと、手首の入れ墨の意味は、こうです」

　腕時計をしている手首をわたしに見せると、抑よく揚ようのない声で言った。

「〝我われを守りたまえ〟」

　見ないでくださいと言った理由、自分の力を捨てたいと言ったこと、すべてがいまやっとわかった。グラフォードさんは、エレメンタルでお兄さんを傷つけた自分が怖いのだ。

　だとしたら、わたしは今朝、なんてひどいことをこの人に言ってしまったのだろう。お兄さんを傷つけたグラフォードさんにとっては、胸をえぐられるほどの言葉だったはずだ。

　たとえ思っていたとしても、あんなこと口にしちゃいけなかったんだ。

「……ごめんなさい、グラフォードさん」

　うつむいたとたんに、鼻がつんとして堪こらえられなくなる。

「今朝、あなたに言ったこと。本当にごめんなさい……！」

　たくさん助けてくれたのに、わたしは自分の言葉でこの人を傷つけたのだ。

　そう思ったとたんに、目め頭がしらに涙なみだがたまりはじめた。ごめんなさいと繰くり返しながら両手で顔を覆おおうと、グラフォードさんが椅い子すから立った気配がした。それから優しく、わたしの肩にそっと手が置かれた。

　言葉はないけれど、慰なぐさめてくれているんだってわかった。

　話しづらい過去を、グラフォードさんは打ち明けてくれた。今度こそ石盤について、わたしがきちんと伝える番だ。

「……石盤の鍵かぎ。母さんからの手紙にあって、それで動どう揺ようしたの」

　肩に置かれたグラフォードさんの手に、力がこもっていく。

「……なにかの、見み間ま違ちがいでは？」

　信じられないと言いたげな声こわ音ねだった。わたしははっきりと首を振ふった。

「ううん、ぴったりだった」
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　部品のことも伝えると、見せてくださいとグラフォードさんに言われ、センターテーブルに小物入れを置いた。二重底をはずして布に包まれたものを広げると、彼は目を見張った。

　手を伸のばしたグラフォードさんは、一つひとつの部品を手にしてから、最後に布をつかんで刺し繡しゆうされた文字を読み上げる。

「……精せい霊れいの血によりすべてを失いし尊きものよ。汝なんじの重荷をここにしるす。邪じや悪あくな精霊はこの世界の均きん衡こうを崩すものとせよ。ときに邪悪な精霊の言葉をうのみにしてはならない。与あたえる約束を交かわしてはならない。弱さを見すかされてはならない。理解者であると安心させよ。迅じん速そくに扉とびらをくぐらせよ」

　グラフォードさんの困こん惑わくが、視線となってわたしにそそがれる。間を置かずに、ぬいぐるみの背中から石盤を取り出して、青銅の部品で囲んでから金具を留めた。少しの狂くるいもなかった。

　部品の側面にも、ぐるりと太古の文字が彫ほられている。それを目で追うグラフォードさんが声にした。

「我は精霊王に認められし唯ゆい一いつのものなり。我の血と刻印によって扉は開かれ、閉じられる」

　冷静になろうとしてか、息をついて前まえ髪がみをかき上げたグラフォードさんは、しばらくの間黙だまった。石盤を囲む部品をあらためて目にしても、だからってどうしたらいいのか考えがまとまらない。すると、グラフォードさんが口火をきった。

「教えてください」

　グラフォードさんの目が、こちらを探さぐるように細められた。

「あなたは石盤を使えるとしたら、門番を継つぐつもりですか？」

　継ぐ？　答えられずにいると、彼は麻あさ布ぬのをつかみ、わたしの目の前にかかげて見せた。

「この汚よごれは血です。血のにじんだこの布を見ればわかる。あなたの先祖は常に、命の危険とともに生きてきたんです」

　母さんの手紙にもなかった門番の存在。それは、過去の門番たちがいつかの時点で石盤を手放し、責務を放ほう棄きしたからかもしれない。邪悪な精霊と化すヴェーダが減ったことによる役目の終わりか、もしくは、危険すぎたからのどちらか。なぜだろう、根こん拠きよなんてなにもないのに、後者な気がした。

　印画紙の人物が脳のう裏りに浮うかんだ。あの顔が祝典にいなければ、そのあとはどうなるの？　いずれ、邪悪な精霊になってしまうかもしれないのに。

「邪悪な精霊が野放しになったら、どうなるの？」

「人を傷つけ、ときには喰らい殺す。誰だれにも止めることができないまま、この世界を永遠に徘はい徊かいします。こちらの武器など役に立たないので、殺すことも不可能だそうです」

　ボトン家の人たちが頭を過よぎった。わたしに親切にしてくれた人々、お客さんたち。それに、警視やアルノーさん……目の前にいるグラフォードさん。みんな、ルテを徘徊する邪悪な精霊に怯おびえて暮らすようになってしまう。

　──もう誰のことも、傷つけさせたりしない。

　そう誓ちかったのは、誰でもないわたし自身だ。強い気持ちがこのときやっと、わたしの胸にわき上がった。

「……門番にしかできないことなら、継ぐしかないと思う」

　グラフォードさんは部品に囲まれた石せき盤ばんを差し出し、非難混じりの声音を放った。

「そうですか。ではいまここで僕を邪悪な精霊として、この石盤で扉を開けてみてください」

　そうすることが当然とでも言わんばかりの、なんて冷たい瞳ひとみだろう。すべてを遮しや断だんして他人を拒きよ絶ぜつし、孤こ独どくに身を置く人そのものの冷れい酷こくな表情だった。

「ど……うしてそんなこと。そんな必要ないじゃない」

　突とつ然ぜんの提案にうろたえて退くと、グラフォードさんは一歩わたしに歩み寄った。

「試ためすだけです」

「た、試すって……そんなのいやよ、したくないわ！」

「なぜ？」

「だってそんなの……まるでわたしが本当に、あなたを扉の向こうへ追いやろうとしてるみたいじゃない！」

「いつかそうなるときが来るかもしれない」

　平然とした態度で言われて、愕がく然ぜんとした。

「そんなことない。だから、そんなこと言わないで！」

　まっすぐに見上げて訴うつたえても、グラフォードさんは自じ嘲ちよう気味に口角を上げただけで、すぐに無表情の仮面をかぶった。

「エレメンタルは優やさしい精霊の力じゃありません」

　呆ぼう然ぜんとするわたしに、グラフォードさんはたたみかけた。

「エレメンタルはもともと凶きよう暴ぼうなものなんです。だから強いエレメンタルを乱用すれば、老化とともに人格も失われていく。エレメンタルを使っていると、いつもの自分じゃない、まるでなにかにのっとられたかのように、凶暴になっていく自覚があります。僕ですらそうだ。幻影伯爵はもっと凶暴でしょう。出たとこ勝負で太刀たち打うちできるような相手じゃありません」

　いま、わかった。ヴェーダの強ごう盗とうと対たい峙じするグラフォードさんを怖こわいと思った。でもそれは、エレメンタルを使うグラフォードさん自身じゃない。彼をのみこもうとする言い知れぬ精霊の力が、怖かったのだ。

「継ぐつもりなら、試すべきです。いまここで」

　部品に包まれた石盤が差し出される。

　この人は、捨てたいと言うほど嫌けん悪おしているエレメンタルを二度も使って、わたしを助けてくれた。なのにわたしはいままで、なにも返せていない。差し出された石盤を見つめて思った。いまわたしがすべきことは、この石盤を試すことじゃない。ほかにある。

「……わたしが」

　その瞬しゆん間かん、石盤を持ったグラフォードさんの手首を腕うで時ど計けいごと、とっさにつかんでいた。考えるよりも先に伝えたい言葉が、思わず口から飛び出した。

「……わたしが、守るわ！」

　けげんな表情で手首を引こうとする彼を、わたしは力いっぱいつかんで止めた。

「なにを……言ってるんですか」

「〝我を守りたまえ〟って手首にあるのは、人格が変わって凶暴になる自覚があるから、それが怖いからでしょ。だったら、この手首の入れ墨ずみが光る前に、わたしがあなたを止める。わたしがあなたを守るの！」

　痛々しげに眉まゆをひそめるグラフォードさんを目にすると、せつなくてたまらなくなった。

　この人はいつだって、こんな表情ばかりする。わたしが見たいのは、一いつ緒しよにパレードを見たあのときのような顔なのに。

「僕を怖がったあなたに門番は無理です。いまだって、試そうともしない」

「あなたは邪悪な精霊じゃないもの。いまここで試す必要なんてないじゃない。それに、わたしはあなたが怖かったんじゃないわ。あなたがエレメンタルにのまれてしまいそうなのが怖かったの。エレメンタルを使っているときのあなたは、別人みたいだったから」

　ゆっくりと手首から手を離はなすと、グラフォードさんは視線を落とした。

「口ではそう言えても、恐きよう怖ふ心しんは消えないものです。強いエレメンタルとはそういう力です。だから見ないでくれと言ったんです。なのにあなたは、見てしまった」

　近づいたかと思えばつき放す。きっとそうすることが、あたりまえになってしまっているのだろう。そうしてこの人は、笑うことも忘れて、人生の楽しさも封ふう印いんして、ひとりで生きてきたんだ。

　あなたはひとりじゃないと伝えたいのに。どうすれば、この気持ちが届くんだろう。

「いいわ、約束する」

　わたしはグラフォードさんに、小指を突つき出した。

「なんの真似まねですかこれは」

「異国の約束のしかた、指切りよ。知らない？」

　子どもっぽいとでも言いたげに、グラフォードさんは息をついた。グラフォードさんの周囲に、目に見えない壁かべが張りめぐらされていく。他人と必要以上に距きよ離りを置くのは、誰のこともエレメンタルで傷つけたくないからだってわかるけれど、そんなの寂さびしいよ。

「あなたにたくさん助けてもらってて、わたしもあなたのために、少しでもなにかしたいの。これからはなにがあっても、あなたの味方でいるし、あなたがエレメンタルにのまれないようわたしが監かん視しする。だからあなたは邪悪な精霊になったりもしない。約束するから、だから！」

　微び動どうだにしなかったグラフォードさんの鋭するどい目が、一いつ瞬しゆんだけ、いまにも泣き出しそうな子どものように眇すがめられた。

「お願いだから指切りさせて。わたしはもう、いま以上なにも失いたくないの！」

　小指を突き立てたまま訴えるわたしに、グラフォードさんが言った。

「……あなたはおかしな人だ。大切な写真館があんなことになったのに、心配するのは自分のことよりもフィルムや親しい人々。かと思えばいまは、僕の心配をしている」

　わたしの小指に、グラフォードさんの指先が触ふれた。掌てのひらにわたしの指が包まれ、そっと強く握にぎられた。そしてグラフォードさんは、握ったそれを顔に引き寄せた。
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「あなたの考えはわかりました。だからあなたも約束してください。門番を継ぐのは危険です。だから」

　眼鏡めがねの奥のその目は、真しん剣けんそのものだった。わたしから目をそらすこともなく、グラフォードさんは続けた。

「試さないのならいまここで、約束してください。門番のことも石盤のことも忘れると。邪じや悪あくな精せい霊れいになる前に、幻げん影えい伯はく爵しやくのことは僕たちが捕つかまえます」

　握られた小指に力がこもる。額がくっついてしまいそうなほど、グラフォードさんはわたしに顔を寄せた。

「約束してくれるまで、僕はこの指を放しません」

　……というか、顔が近っ、近い！　キスできちゃいそうなほど近いんですけど！

　どくどくと脈打つ自分の鼓こ動どうが、小指を通してグラフォードさんに伝わってしまいそうだ。心臓が落ち着かなくて耐たえられない！

　とたんにボッと耳から顔中に熱が走って、わたしは身体からだを離した。すると、グラフォードさんは探さぐるように片眉を上げて、わたしを見すえた。

「怒おこってるんですね」

　え……ええ？　どうしてそうなるの!?

「お、怒ってない！　なんでそうなっちゃうの！」

「顔が赤いので」

　無自覚にもほどがある。赤くなるの方向が全然違ちがうから！

「ち、違うから！　あなたの顔が近いからでしょ！」

　予想外の理由だったのか、グラフォードさんがとまどう。でもすぐに、近すぎるこの距きよ離り感かんを悟さとったらしい。パッとわたしの指を放すと髪かみをかき上げて、落ち着こうとしているかのように小さく息を吐はいた。それから今度はこちらに向けて、突き立てた小指を差し出した。

「……失礼しました。とにかく、門番のことも石せき盤ばんのことも忘れると約束してください」

「わ、わかったわよ、もう！」

　グラフォードさんの小指に指を絡めて上下させ、すぐに放した。グラフォードさんは石盤から部品をはずして、ぬいぐるみの背中に押し込める。そのとき、グラフォードさんの耳がどことなく赤くなっている気がしたのは、わたしの気のせい？

　麻あさ布ぬのに部品を包んでから小物入れにおさめていると、ふとドア口に気配を感じて振ふり返った。薄うすく開いたドアの向こうから、見覚えのある顔がのぞいていた。しかも、ものすごくニヤニヤしている。もしかして……ずっと見てました？

　目が合ったとたん警視にウインクされて、わたしはいっきに脱だつ力りよくしてうなだれた。ああ、見てたんですね、そうなの……。なんかもう、どうでもよくなっちゃいそうだよ……！
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　ベルナール警視による祝典の説明は明日に持ち越こされ、それぞれ休むことになった。いったんはベッドに横たわったものの、わたしは深夜になるまで起きていた。

　目的は、長なが椅い子すに座っているぬいぐるみだ。そう、グラフォードさんと約束はしたけれど、やっぱりわたしは自分にできることがあるのなら、その力をどうしても活いかしたかったのだ。

　なにも起こらないのならそれでいい。ただ石盤を部品で囲み、万ばん全ぜんな態勢で試ためしてみたかったのだ。門番のことも石盤のことも忘れると、グラフォードさんと約束してしまったから罪悪感はかなりある。だからいまからすることは、わたしだけの秘密だ。

　深夜。起き上がったわたしは部品を手にして、寝しん室しつのドアからそっと顔を出して様子をうかがう。薄うす暗ぐらいリビングには誰だれもいない。真正面に火の消えている暖だん炉ろ、その左にあるドアから、細く灯あかりがもれているのが見えた。グラフォードさんにあてがわれた寝室だ。そこから、なぜか警視の声が聞こえてきた。

　なにを話しているんだろう。気になったわたしは息を殺しつつリビングを通り、ドアの陰かげに隠かくれて立った。

「妙みようだ」

　グラフォードさんの声がしたので、ドアの中をのぞき見る。警視とグラフォードさんが、向かい合って立っていた。

「今日、シモンさんと出で掛かけてもなにも起こらなかった。シモンさんがひとりになるのを、静かに待ち構えているような気がする」

「だろうね。幻影伯爵の顔を知ってるのはニーナ嬢じようだけだ。ほかの誰にも顔を知られたくないなら、ニーナ嬢がひとりになる機会をうかがっているんだろ。ホント、不気味だよ。というわけで、前もっておまえにお願いしたいことがある」

　警視は腕うでを組み、グラフォードさんを険しく見つめた。

「明日、ニーナ嬢を〝あえて〟ひとりにしてもらいたい」

　グラフォードさんは無言で警視をにらんだ。

「明日あらためてニーナ嬢にも説明するけど、祝典では広間から一歩も出ない段取りだ。すみずみまで歩いてその場にいる人間の顔を、ニーナ嬢にたしかめてもらう。俺もおまえもニーナ嬢から離れない。で、もしもニーナ嬢がそれらしき人物を見たら、その場にいる正装した警官に囲ませて逮たい捕ほ、だ。表向きはね」

「表向き？」

　警視が苦く笑しようした。

「そんなにうまくいくわけがないだろう。相手は姿を消せるんだ。俺やおまえと一緒にいるニーナ嬢に気づいたら即そく座ざに逃にげるさ。だから、ニーナ嬢をひとりにするんだ」

「……なんのためだ」

　憤いきどおりを抑おさえるような声こわ色いろで、グラフォードさんが訊たずねた。

「幻影伯爵を逃がさないためだよ。ニーナ嬢がひとりなら、ヤツは姿を見せてどこかへ誘さそい込むはずだ。リュゼ宮きゆう殿でんは広い、殺すにはもってこいの場所だ。いまのいままでどうして、ヤツがニーナ嬢に手を出さないと思う？　おまえが一緒にいるからだ。だったら姿を見せずに潜せん伏ぷくしていたほうがいいと、普ふ通つうの人間なら考えるところだけど、ヤツはそうじゃない。石盤を灰にしたのと同じだよ。自分の顔を知ってる人間の存在が許せない、その悪夢から逃のがれたくてたまらないはずだ。だからもしも、側近のふりをしてその場にいたとしたら、ひとりでいるニーナ嬢を殺す機会を逃すはずがない」

　グラフォードさんは目の前の警視をにらみすえて、のどの奥から絞しぼり出すような声を放った。

「……まるで囮おとりじゃないか。シモンさんをひとりにしたあと、どうするつもりなんだ」

「宮殿のあらゆる場所に、ヴェーダの警官を潜伏させる手はずは整えた。だから、ヤツがニーナ嬢をどこへ誘い込もうとも、逮捕できる」

「言いきれるのか」

「言いきるさ」

　警視の横顔は真剣で、本気さがうかがえた。

「ジョエル、ほんの少しの間でいい。目をそらしたふりをして、ニーナ嬢から離はなれるだけでいいんだよ。そうすればヤツは絶対に姿を見せる。もしもその場にいれば、だけ」

　言い終える前の警視の胸むなぐらを、グラフォードさんがひねり上げた。びっくりしたわたしは、叫さけばないように口を手で塞ふさいだ。

「おまえはまた賭かけをしようとしてる。それも、シモンさんの命がかかった賭けだ。シモンさんはなにもかもなくした。なにもかも、だ。それでも僕たちに協力してくれてるんだ。なのに彼女を囮として利用するような、裏切るようなことがよくできるな」

「心苦しいのは俺だって同じだよ。ニーナ嬢はいい子だし、できることならこんなことしたくない。でも哀かなしいかな、これが俺のお仕事なわけ」

「……カミーユ、変わったな」

「社会の荒あら波なみにもまれちゃってね」

　きつく眉まゆ根ねを寄せたグラフォードさんは、ゆっくりと警視の胸ぐらから手を離した。

「落ち着けよ、ジョエル。チャンスがあるなら全部を活かさなきゃ、幻影伯爵は捕まえられない。このチャンスを棒に振れば、いつかルテは火の海になるかもしれないんだぞ」

　はっとした。そうだ、警視の言葉は正しい。警視は警視のすべきことをしているだけだし、わたしが囮になることで幻影伯爵が捕まえられるのなら、もちろんそれで構わない。グラフォードさんも、警視の正しさがわかっているはずだ。だからきっと、この囮作戦は決行される。ひとりで納なつ得とくして、その場から離れようとしたときだった。

「……おまえの言ってることは正しい。少しでもチャンスを逃せば、後こう悔かいするんだろうな。でも、悪いけどカミーユ。明日僕は、シモンさんから離れない」

　グラフォードさんの思いがけない言葉に、わたしは思わず足を止めた。鼓動が大きく跳はねて、ドアに背を向けた格好のまま動けなくなる。

「シモンさんは、大事な写真館を燃やされた。なのに小物入れを僕が取り戻もどしたとき、大切なそれよりも僕の命のほうが大事だと言ってくれた。僕はその言葉に報むくいたい」

　諦あきらめたように、警視はため息をついた。

「わかったよ。けど、どっちがすべきことか、一晩ちゃんと考えてくれ」

　警視の足音が近づいた。わたしはとっさに、リビングの長椅子の後ろへ隠れた。

「考える必要なんてない。もちろん幻影伯爵は捕まえる。でも、ほかの方法でだ」

　グラフォードさんが、はっきり言った。

「僕にとっては、シモンさんの命がなにより大事だ。これ以上、哀しい思いはさせたくない」

　わたしの空耳？　いや……違う。グラフォードさんはたしかに言った。わたしを利用したっていいのに、囮にしたって構わないのに、グラフォードさんは全部を拒きよ否ひしたんだ。

「おまえは変わらないな」

　ドアノブに手をかけた警視は、

「いいヤツのままだ」

　グラフォードさんを部屋に残したままドアを閉めた。それからリビングを歩いて暖炉を過ぎ、自分の部屋のドアを開けるとげんなりした口調でつぶやいた。

「よく寝ねるなあ」

　アルノーさんのことだろう。シングルの部屋を取るかと嘆たん息そくして、警視は廊ろう下かに出て行った。

　リビングが闇やみに包まれる。グラフォードさんの言葉が鼓こ膜まくに残っていて、いつまでも消えてくれない。どくどくと脈打つ自分の心臓の音がうるさくて、いまにも静かなリビングに響ひびいてしまいそうだ。

　たったの二日間一いつ緒しよにいただけで、こんなのおかしい。そう頭ではわかっていても、抑えきれない感情がむくむくとわいてくる。どうしてこんなことを思うんだろう。

　わたしにできるなら、グラフォードさんのいるこの世界を守りたい──なんて。
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　グラフォードさんの部屋の物音がしなくなるまで、耳を澄すませてしばらく待った。静まってから、カーテンを少しだけ開けて外の灯あかりを頼たよりに、ぬいぐるみから石せき盤ばんを取り出した。

　きっとなにも起こらない。そうも思うのに鼓こ動どうは高まる。石盤を部品で囲んで金具を留め、両手に力を込めて把とつ手てを握にぎった。

　邪じや悪あくな精せい霊れいが目の前にいると仮定して、石盤を縦に持ち、欠けている部分を目の位置までかかげた。こうしてみると、なんだかカメラみたいだ。大きく息を吸い込んでまぶたを閉じ、鍵かぎの絵図を思い浮うかべる。恐きよう怖ふ感かんか、それとも期待感か、胸の鼓動が半はん端ぱでなく速まっていく。

　息を吐はき出し、わたしは両目を見開いた。鍵の絵図が脳のう裏りにくっきりと思い浮かぶ。そして。

　ぐっと息を止めて待つ。待って、待ってみた……けれど。

　やっぱりなにも起こらない。もしかして表裏か、上下が逆？　それだと覚えている鍵も反転させたり、回転させなくちゃいけなくなる。もしくは、実際に邪悪な精霊がここにいないから？　そういうことでもなさそうな気がする。いろいろ試ためしてみたものの石盤はビクともせず、不思議なことはなにも起こらず、ほの青い夜の灯りがリビングを照らすだけだった。

「……なんだ……なんにも起こらないじゃない」

　ほっとした。なのに心のどこかでは、がっかりしている自分がいる。もしもわたしがこの石盤で、精霊世界の扉とびらを開けることができるなら、邪悪な精霊からみんなのことを守れるかもって思ってたから。

　ため息をつきながら、部品を石盤から取りはずそうとしたときだ。

「……なに、やってるんだ？」

　突とつ然ぜん声をかけられて、びっくりしすぎて飛び上がる。ぎょっとして声のした先を見ると、細く開けたドアからアルノーさんがのぞいていた。ヤバい！

「ニーナ？　なにをして……ん？　んんん？」

　石盤を持っているわたしに気づくやいなや、あくび混じりだったアルノーさんの眠ねむたげな目が、みるみる限界まで見開かれていく。マズい人に見つかってしまった！

「目が覚めた。俺はいま目が覚めたぞ……！　そ、それは……その部品……は、なんだ……!?」

　見せてくれ！　と叫ぶやいなや、アルノーさんは即座に手て袋ぶくろをはめ、わたしの手から部品ごと石盤をむしり取った。

「くっそ、暗いぞ、ライトを頼たのむ！」

「し、静かにしてくださいっ。それにライトなんて点つけられないですからっ」

　あんなにたくさん寝たのだ、残念なことに元気いっぱいらしい。窓まど際ぎわへ向かったアルノーさんは、かかげた石盤に顔を近づけた。

「なんて年代物なんだ……青銅!?　これは……おいおいおいおい、うそだろ、なんだよこれは、めちゃくちゃ貴重なものじゃないか!!　それをきみは……素す手ででっ!?」

　アルノーさんにキッとにらまれた……って、そこなの!?　あなたの驚きよう愕がく部分は、わたしがこれを素手で持っていたことなわけ!?　じゃなくって、それどころじゃないんだった！

「し、静かにっ」

「なんてことだ、なんなんだこれはっ！」

　わたしの注意なんて無視で、アルノーさんの興奮は醒さめやらず、増すばかりだ。

「……石盤にピッタリじゃないか、こ、これは……っ！」

　ゆっくりと、アルノーさんがわたしを見た。愛あい嬌きようのある瞳ひとみが、いまにも落っこちてしまいそうに見開かれている。

「……どうしてこれを、きみが持ってるんだ？」

　こうなってしまったら噓うそはつけない。母さんにもらった小物入れや鍵の絵図について、なにげなくさりげなく、軽い調子で伝える。アルノーさんはいっきに固まった。そうしてたっぷり固まったあとで、大きく開かれた口から絶ぜつ叫きようがもれそうになる。その寸前、わたしはぬいぐるみをつかみ取り、アルノーさんの口をそれで封ふうじた。

「お、お願いだから叫ばないでっ。わたしじゃダメでなんにも起こらなかったから、だからいま見たことは忘れちゃってっ」

「んんふふはへはいはろっ」

　忘れるわけないだろ、って言っているらしい。息苦しいのかアルノーさんがもだえ続ける。窒ちつ息そくさせるわけにもいかず、諦めてゆっくりぬいぐるみを離すと、はあーっとアルノーさんは思いきり息を吐いた。

「……うっ、そだろ……本当なのか？」

「本当よ。でも、わたしじゃ使えないみたい」

「本当って……うおお……うおおおおおっ、神よ、ありがとう！　生きててよかった、本当に本当にいまそう思う！　だって考えてもみてくれ、古文書にしか記されていなかった伝説の存在が、いま俺の目の前に……っ」

　今度は頭が限界まで上を向き、アルノーさんは白目を剝むいて卒そつ倒とうしそうになる。だからとっさに背後にまわったわたしが、背中を支えるはめになった。

「お、落ち着いてっ」

「無理だっ。こんな世紀の発見を前にして、落ち着けるわけないだろう!?」

　そう言ってから、アルノーさんはふーっと深呼吸をした。やっと少し正気に戻ったのか、ポケットから手袋を出すと、「素手はダメだ」とわたしに差し出してきた。この人、普ふ段だんからどれだけの手袋を持ち歩いているんだろう。

「とにかく、試してはみたけど使えないみたい。わからないけれど、きっとわたしの門番としての血が薄うすいからでしょ？」

　石盤と部品を間近に見ながら、アルノーさんは真顔で言った。

「いいや、違ちがう。血の濃こさは関係ない。でもきみには無理だと思うよ。儀ぎ式しきをしていないからね」

「……儀、式？　それって、なに？　どうすればいいの？」

　アルノーさんは、欠けた石盤の部分から片目をのぞかせた。

「わからない」

「え？」

「ヴェーダのエレメンタルですべてを失う儀式。古文書にそういう記述があるだけで、正しくはわからないんだ。門番の子孫であれば、すべてを失った先で精霊世界の王に会うことができる。そこで認められてはじめて石盤は使える……らしい。悪いね、さすがに俺にも詳くわしくはわからないんだよ」

　すべてを失うって、どういう意味だろう。だってわたしは父さんも母さんもいなくて、居場所も失って一文無しだ。すべてを失ったも同然な状態なのに、石盤はビクともしなかった。これ以上、なにを失えばいいっていうの。考えたってわかるわけもない。ため息をついたわたしに、アルノーさんは続けた。

「とにかくさ、だからまあ、使えなくて当然だよ。どちらにしろこれは、門番の子孫がいたところでただの石盤。ただの歴史の証人なんだ」

　部品の研究をさせてくれ。そう言って、アルノーさんはわたしの答えを待たずに、部品ごと石盤を手にしてからぬいぐるみを小こ脇わきに抱かかえた。

「あの」

「なんだい？　部品は必ず返すよ。一年後か……数年後に」

　アルノーさんの目が泳ぐ。数年後？　それも問いつめたいところだけれど、今はもっと大事なことがある。

「その石盤。明日はどうするの？」

「祝典に持って行って、式の前に伯父おじに事情を話すつもりだよ」

「あなたの……伯父さん？」

「カミーユの親父おやじさん、ベルナール大統領のことだよ」

　こともなげにさらりと言われて、わたしはあ然とした。

「警視のお父さんが……大統領!?」

　知らなかったのかとアルノーさんに訊きかれた。まったく予想もしませんでした。

「とにかくさ、あとは政府の研究機関に預けるよ。これ以上持ち歩きたくないし、俺ひとりで管理できるものじゃないからね」

　さっさと手放して安心したい。そうつぶやいて、アルノーさんは背中を向けた。

　石盤を使うための、すべてを失う儀式の方法はわからない。でも、一いつ瞬しゆん過よぎった考えや予感みたいなものが、わたしの背中をいやおうなしに押してくる。

「ま、待って」

　アルノーさんが肩かた越ごしに振ふり返る。わたしはまっすぐに、アルノーさんを見つめた。

「お願いしたいことが、あります」
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　遅おそい朝食の席で、警視は祝典でのわたしの行動について説明をした。それは、広間にいる人々の顔をわたしが確かく認にんしていくという、深夜聞いてしまったことと同じ内容だった。

「きみをひとりにはしないから、安心して」

　にっこりした警視は珈琲コーヒーを口に運んだ。微笑ほほえんだまま噓をつけるなんて、警視はただのチャラい人じゃない。かなりの策士だったのだ。だからって、悪い人というわけじゃない。本当に悪い人なら、わたしをここに泊とめてくれて、いろいろと気き遣づかってくれるはずがないもの。

「わかりました」

　微笑んでうなずくと、隣となりに座っているグラフォードさんがわたしに顔を向けた。

「絶対に離れないでください。なにがあっても」

　凄すごみのある目で見つめられて、きゅっと胸の奥が小さくきしんだ。

「うん。離れないよ」

　顔をそむけて朝食を食べながら、わたしは心の中でグラフォードさんにたくさん謝った。

　ごめんなさい、グラフォードさん。わたしはやっぱり、幻げん影えい伯はく爵しやくを捕つかまえたい。そのためなら、どんなに危険なことでもやるべきだと思うから。

　だからわたしは、あなたから離れてひとりになる。これはわたしにしかできないことだから。

「そうだカミーユ、石せき盤ばんが入りそうなケースを貸してくれ。さすがにぬいぐるみは持って行けないからな。小さくて地味なやつがいい。それと、タキシードも」

　アルノーさんの言葉に続いて、グラフォードさんも言った。

「僕も頼む」

「世話の焼ける男どもめ」

　冗じよう談だんめかして警視は笑った。

　わたしはそのときはじめて、このままの服じゃ祝典に参加できないことに思い至った。だけどドレスを持っていないのだから、いま着ているミシェルさんのお下がりでもいいんじゃないかな？　かわいいし。

　なにげなく自分の服を見下ろしていると、警視が言った。

「ニーナ嬢じよう、きみの心の声がいま聞こえた。おいで」

　天使のような笑え顔がおを浮うかべて立ち上がった警視は、クイッと指を曲げてわたしを招く。

　わたしが使わせてもらっている寝しん室しつへ向かった警視は、壁かべ一面のクローゼットを豪ごう快かいに開けた。

「さあ、どれでも自由に使っていいよ」

　きらびやかなドレスに靴くつ、バッグの山が、雪崩なだれを起こさんばかりにおさまっている。しかもなぜか、メイクボックスまで……って、なんでここにこんなものが……!?　あっ、まさか！

「あ、あなたの秘密の趣しゆ味み……なのね、これ」

　ルテの男性の間で秘ひそかに流行はやっていると聞いたことがあるし、たしかに警視は女装が似合いそうだ。なにが楽しいのか、わたしにはさっぱり理解できないけれど、趣味は自由だもの。

「わかったわ、内ない緒しよね？」

　真しん剣けんな顔のわたしに、腕うで組ぐみした警視はじっとりとした半目を返した。

「おかしな誤解しないでくれる？」

「えっ、違うの？」

「全部クレマンの姉上、アデールのものだよ。夜会やパーティへ行くのにここは便利だから、クローゼット代わりになっちゃってるわけ。もともとここは俺の自宅っていうよりも、一族みんなで使えるたまり場？　みたいな感じだから」

　なんだ、びっくりした。

「だけど、借りてもいいの？　アデールさんに訊いてみなくちゃ」

「腐くさるほど持ってるから気にしなくてもいいよ。アデールもモデル体型だから、きみとサイズは合ってると思うよ。どれも一流テーラーのドレスだ。メイク道具もご自由に」

　一流テーラーのドレスだなんて、一生着ることがないだろうと思っていたから、喜んでいる場合じゃないのにどうしようもなくときめいた。時間をかけてハンガーにかかったドレスを一着ずつ眺ながめ、やがてダークブルーのドレスが目に留まった。それは、ウエストまわりに同じ生き地じのベルトが巻かれていて、大ぶりのリボンが右みぎ腰こしのあたりにあるデザインだった。

「あ……これ……」

　純白ではないし、スカート丈たけも膝ひざのあたりまでだけれど、ミシェルさんの着ていたウエディングドレスにデザインが似ていたのだ。

　迷うまでもない。わたしはそのドレスに決めた。
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　夕方になり、ドレスに着き替がえてから鏡の前に座った。

　髪かみを編み込んで結ゆい上げ、メイク道具に手を伸のばした……ものの、使ったことがないから軽くほお紅と、口紅だけにする。ヒールのある靴に足を入れると、背筋が伸びた。猫ねこ背ぜだと転びそうになるからだ。ずいぶん大人になってしまったみたいな、くすぐったくて照れくさい気分。

　こういう格好ははじめてだから、何度鏡で見ても似合っているのかどうなのか、自分ではまるきり判断がつかない。

「……見慣れていないだけで、ヘンじゃないよね」

　ロンググローブをはめた手で胸を押さえ、大きく深呼吸をしたわたしは、意を決して寝室のドアを開けた。

「へえ……いいじゃない！」

　満足げに微笑む警視のタキシード姿は、初対面で見ている。髭ひげを剃そって正装したアルノーさんは、いつもよりもずっとハンサムだ。そしてグラフォードさんは……大変だ、素す敵てきすぎて直視できない！　そんなグラフォードさんの目も、信じられないものを目まの当たりにしたかのように見開かれていく。

　ドレス姿の自分に慣れなくて照れくさいうえに、グラフォードさんがはじめて会う人みたいに思えて、カアッと頰ほおが熱くなってしまった。そんな顔に気づかれたくなくてうつむこうとした寸前、警視が腕うで時ど計けいを見た。

「車が着いた時間だよ、行こう」

　小ぶりのアタッシュケースを持ったアルノーさんが、ドアを開けた。廊ろう下かに出たとたん、アルノーさんが振ふり返る。心配そうな眼まな差ざしと一いつ瞬しゆんだけ目が合い、わたしは誰だれにも気づかれない程度にうなずいて見せた。と、廊下を歩いているとき、並んだグラフォードさんがぼそりと言った。

「きれいです」

　自分の耳を疑った。

「え？　それって……このドレスのこと？」

　グラフォードさんは意味ありげな横目でわたしを一いち瞥べつし、すぐに前を向く。そのまま無言で、エレベーターに乗り込んで行った。
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　子どものころ、母さんはたくさんの物語を聞かせてくれた。わたしのお気に入りは、お姫ひめさまの話だ。きれいなドレスに華はなやかな宮きゆう殿でん生活。毎夜の舞ぶ踏とう会に異国の王子さまとの恋こい。それはわたしの現実にはけっしてありえない、たんなる物語にすぎなかった。なのにいまわたしの目には、物語の世界の光景が広がっていた。

　祝典会場の天てん井じようで輝かがやく豪ごう奢しやでまばゆいシャンデリア、女性たちの色とりどりのドレス、優ゆう雅がな音楽が広間を彩いろどり、制服に身を包んだ給きゆう仕じさんたちが、トレイを片手にドリンクを運んでいく。これ……現実？　手の甲こうを力いっぱいつねってみると痛いから、どうやら現実らしい。

　大統領の演説ではじまる祝典のあとには、舞踏会が催もよおされる。国中から集まった上流階級者たちが上品に歓かん談だんしながら、大統領の登場を待っていた。

　幻影伯爵疑ぎ惑わくのあるアドルフは、ここにいるのだろうか。

　緊きん張ちようが増したところで、卵に足が生えたような体型の中年の男性が近づいて来た。

「これはこれは、ベルナール警視殿どの！」

「やあ！　って見覚えはあるけど……誰だっけ？」

「ブランショ子し爵しやくだ。奥方は元女優で借金まみれ」

　アルノーさんが耳打ちする。それからも次から次へと、いろんな人が警視に話しかけては去って行った。やがて、アルノーさんも顔見知りに見つかったらしく、会話に花を咲さかせはじめる。ゲストに囲まれるふたりから距きよ離りを保ちながらも、わたしは印画紙で見た顔を捜さがし続けていた。すると。

「これは珍めずらしい。あなたにお目にかかれるとは」

　壮そう年ねんの紳しん士しが、隣となりのグラフォードさんに声をかけた。

「……バルロー殿でん下か。お久しぶりです」

「さきほど、グラフォード元げん帥すい閣下にご挨あい拶さつさせていただいた。お兄様のダニエル中ちゆう尉いもお元気そうで、なによりです」

　グラフォードさんの横顔に影かげが差した。憂うれいを含ふくんだ目を伏ふせたものの、それでも無礼があってはならないと思ってか口角だけを無理に上げた。

「……ええ。家族はきっと、元気でしょう」

　バルロー殿下の視線がわたしに向けられる。あきらかに目の奥は笑っていない。自己紹しよう介かいをすればわたしが庶しよ民みんだとわかるだろうし、この場にいる理由も訊きかれるだろう。わたしの懸け念ねんを察してか、グラフォードさんはさりげなくわたしを後ろに隠かくして殿下に向きなおり、慇いん懃ぎんな態度で会え釈しやくした。

「ではまた。バルロー殿下」

　けげんそうなバルロー殿下がその場を去ると、グラフォードさんは息をもらした。これは間ま違ちがいなく失礼にあたる行こう為いだ。なのにグラフォードさんは、わたしをかばってくれたのだ。

「ありがとう」

　肩かたが触ふれるほどの近さに立ったまま、グラフォードさんはなにも言わない。やがて音楽が止まり、大きな拍はく手しゆとともに大統領が壇だん上じように上がった。

　五十代のベルナール大統領は、国民に圧あつ倒とう的てきな人気を誇ほこっている。文句なしのリーダーシップと外交手しゆ腕わん、さらに警視のお父さんだけあって、とってもハンサムなのだ。くわえてファーストレディである奥さまに一いち途ずとくれば、妙みよう齢れいのご婦人方からの羨せん望ぼうをいっきに集めざるをえない。素敵ねえ、という吐と息いき混じりの声が、あちこちから聞こえていた。

　演説が終わり、広間が拍手に包まれる。

　他国からの要人の祝辞が続いたのち、ふたたび音楽が奏かなでられはじめ、ライトアップされた庭園が開放された。ドリンクや軽食、音楽に談だん笑しよう、楽しむ人々の間を縫ぬって歩きながら、わたしは印画紙の顔を捜し続けた。

　……やっぱりいないのかな。それとも、わたしがひとりじゃないから？　チャンスを見つけて、なんとかみんなから離はなれなきゃ。

　そう思った矢先、バルコニーの見える場所で、人ひと混ごみに紛まぎれるようにして警視が足を止めた。

「見覚えのある人間ばかりだけど、あいつは知らないな」

　ふたりの男性がバルコニーで話し込んでいた。ひとりはグラフォードさんに話しかけた、バルロー殿下だ。

「ジョエル、バルロー殿下としゃべっているのは、誰かわかる？」

　警視がグラフォードさんに耳打ちした。わからない、とグラフォードさんは表情を険しくさせる。バルロー殿下と談笑している男性の年ねん齢れいは、三十代くらいだろう。髪の色はブラウンで愛あい想そがよく、物もの腰ごしの柔やわらかそうな雰ふん囲い気きだ。

「挨拶がてら、探さぐってこようっと」

　軽い調子で警視が立ち去る。グラフォードさんとその場に残ったわたしは、警視の様子を見守った。やがて警視は短時間で会話を切り上げ、戻って来る。その顔はあきらかに落らく胆たんしていた。

「……オードラン伯はく爵しやくの側近だとさ」

「えっ」

「伯爵は具合がよろしくないから、代わりに自分が来たと言っていた。で……どう？」

　警視とグラフォードさんが同時にわたしをうかがう。近くに行かなくても、印画紙の顔とかけ離れているのは明白だった。

「……違ちがうわ」

　息をついた警視は、脱だつ力りよくしたように肩を落とした。

「きみの言っていた特とく徴ちようとまるでかぶってないもんね……残念」

　わたしはもう一度、側近だという男性を遠くから見つめる。すると、男性がこちらを見て、微笑ほほえみながら会釈してくれた。だからわたしも、軽く頭を下げた。

　怪あやしいところなんてひとつもない。どこにでもいそうな、上流階級の男性だった。その姿を見ていて思った。

「幻げん影えい伯爵は、オードラン伯爵じゃないのかも」

　広間のすみで立ち止まったわたしに、警視は肩をすくめて見せる。

「まあ、疑ぎ惑わくがあるってだけだからね」

　グラフォードさんは押し黙だまったまま、静かにバルコニーを凝ぎよう視ししていた。

　逮たい捕ほまですぐそこだと意気込んでいたのに違っただなんて、振り出しに逆ぎやく戻もどりだ。わたしの気力もすっかり抜ぬけてしまった。

　諦あきらめきれずにそのあとも、時間をかけてすみずみまで見てまわったけれど、どこにもあの顔はなかった。

　アルノーさんはケースを持った姿で、若い男女と話し込んでいる。ふたたびバルコニーを見ると、そこにオードラン伯爵の側近の姿はなく、バルロー殿下は別の男性と会話をしていた。

　警視がちらりと腕時計を見る。

「……今夜の作戦はお開きだな」

　わたしとグラフォードさんから離れた警視は、数人の部下を呼びつけてこそこそと指示を出した。うなずいた正装姿の警官たちは、広間の扉とびらから出て行った。たぶん、配置させていた警官を撤てつ収しゆうさせる指示だろう。それが終わるとくるんと振り返り、警視はわたしを指してにっこりした。

「ってことで。せっかく来たんだからあとはリラックスして、なにか食べて行きなよ。三ツ星レストランのシェフの料理みたいだからさ。俺は親父おやじに挨拶して来る」

　そう言い残して、警視はその場から去った。とたんにグゥと、お腹なかが鳴ってしまった。

「わっ」

　おそるおそるグラフォードさんを見ると、すまし顔だった。よかった、聞こえていないらしい。でも、すぐに涼すずしい視線がこっちを向く。

「なにか食べましょう」

　やっぱり聞こえちゃってましたか……。

　壁かべ際ぎわに配された細長いテーブルにグラフォードさんと近づき、お皿を持った。高級なレストランの料理だなんて、いまを逃のがしたら一生食べられないかもしれない。がっかりした気分は、美味おいしい料理で忘れるにかぎる。そうして、サラダをお皿に盛り、頰ほお張ばったときだ。

「グラフォードくんじゃないか。きみがいるとは思わなかった」

　大おお柄がらな中年の男性が、グラフォードさんの肩に手を置いた。

「デルマス区長」

「いいところで会ったよ。ぜひともきみに紹介したい人物がいるんだ。ちょっと来てくれないかな」

　区長がグラフォードさんの背中に手をそえた。とっさにグラフォードさんがわたしを見る。そんなわたしはサラダを食べていて、慌あわてて飲み込んだから咳せき込んでしまった。

　すると、一歩先で立ち止まったグラフォードさんは、きっぱりと言った。

「すみません区長。彼女のそばを離れたくありませんので」

　区長がぎょっとする。驚おどろいたわたしの咳せきも止まった。区長の顔が不ふ機き嫌げんそうにゆがんだのを目にして、わたしは焦あせった。

　区長というからには、彼にとっては上司だろう。その誘さそいを断るなんて、失礼なんてものじゃない。わたしは微び動どうだにしないグラフォードさんの背中を押して、区長に笑え顔がおを向けた。

「い、行きます、行きます！」

「シモンさん？」

　振ふり返ったグラフォードさんの眉まゆが、不安げに下がる。

「わたしはここでひたすら食べているから、お願いだから行って来て？」

「じゃあ、一いつ緒しよに行きましょう」

　きみは誰だれだね？　とでも言うように、区長がわたしを見つめている。わたしが一緒に行ったらバルロー殿下のときのように、彼に気を遣つかわせてしまうかもしれない。それは避さけたかったし、幻影伯爵疑ぎ惑わくのある人物はいないのだ。なのにまだ、心配してくれるなんて。

「大だい丈じよう夫ぶよ。絶対に料理のそばを離れないから」

　安心させるように微笑むと、グラフォードさんは観念したように、強い口調で言った。

「わかりました。すぐに戻りますから、絶対にそこにいてください。いいですね」

　わたしがうなずくと、グラフォードさんは区長とともに人だかりの中へ消えた。

「あんなにきっぱり断るなんて」

　びっくりしたけれど、実はかなり嬉うれしかった。

　わたしは広間をあらためて見まわした。なにかが起こりそうもない、華はなやかで穏おだやかな広間の雰囲気に、どんどん心が浮うき立ちはじめる。

「こんなところ二度と来られないもの。しっかり目に焼き付けておかなくちゃ」

　ああ、カメラがあったらな……なんて、こんなときでも思うなんて。思わず苦笑をもらしそうになった──。




　──直後だ。




　目の前を、ひとりの男性が通り過ぎた。

　すれ違う刹せつ那な、男性と目が合った。ほんの一いつ瞬しゆんのことなのにそれは、すべての光景がゆっくりと見えるような錯さつ覚かくを、わたしにもたらした。

　耳の下で切りそろえられたプラチナブロンド。眉み間けんの深い皺しわ。端たん整せいといえる美しい容姿、だけど若くも老いても見えてしまう不可思議な風ふう貌ぼう。さらに瘦やせ気味で細ほそ面おもての輪りん郭かくが、屍しかばねを思わせる。その瞳ひとみは、狂きよう気きを秘ひめたような瞳の色は……澄すんだ青空を思わせるブルーだった。

　その人物が、広間の扉から姿を消してしまう。頭は真っ白になり身体からだは勝手に動いて、とにかく無心だった。

　違うかもしれない、でも確かめたい。追いかけなければ──見失う！

　広間を出て、明るい通路から薄うす暗ぐらい回かい廊ろうへ。宮きゆう殿でんは迷めい路ろだ。どこを走っているのかもわからないまま、ひとつ先の角で常にちらつく人ひと影かげを追って、とにかく走った。

　やがてヒールのある靴くつに慣れなくて転び、靴を脱ぬいで冷静さを取り戻したときに、あたりを見まわしながらひどく後こう悔かいした。

「……ここ、どこ？」

　まっすぐに延びる、陰いん鬱うつな気配をただよわせる広間は、出口の見えないトンネルのようだ。神々が描えがかれた天てん井じようはどこまでも高く、黄金の彫ちよう像ぞうが等とう間かん隔かくで並んでいる。それらをアーチ型の窓から射さし込む外の灯あかりが、ほの青く照らしていた。誰の気配もしないのは、警視が警官たちを撤収させたからだ。

　素す足あしに床ゆかの冷たさが伝わる。必死になって見まわしても、追っていた人影はない。

　バカみたいだ、冷静さを失ってひとりで暴走して、広い宮殿でいまじゃ迷子になっている。なにより。

「……見失った」

　……悔くやしい。ぎゅっと拳こぶしを握にぎって、きびすを返そうとしたときだ。ボッ、と壁かべに並んでいる燭しよく台だいに炎ほのおが灯ともる。はっとして振り返ったのと同時に、次から次へと炎が灯った。

　──やっぱりだ。いる。ここにあの男が──幻影伯はく爵しやくが──いる！

　足の震ふるえが全身をめぐった。尻しり込ごみしながらも目をこらす。すると今度は、燭台の炎がいっきに消えた。一転、闇やみに包まれた空間に戻もどり、鼓こ膜まくが痛むほどの不気味な静せい寂じやくに包まれた。

　そのときだ。

「私の立場を脅おびやかす娘むすめ。来るだろうと思っていた。やっとひとりになったな、歓かん迎げいしよう」

　背後のすぐそばで声がした。振り返ったとたん、首を絞しめ上げられた。持っていた靴が手から滑すべり落ちる。息ができない。苦しさで涙なみだが目に溜たまっていく。わたしの首に片手をかけた男は、暴れるわたしをやすやすと壁に押し付けた。

　暗くら闇やみに浮かぶ亡ぼう霊れいのような顔。間近になったそれはたしかに、印画紙で見た顔だった。

　苦しくて声が出ない。写真館を燃やされた怒いかりよりも、恐きよう怖ふに身がすくんだ。氷のように冷たい手の感かん触しよくが、首筋にくい込む。暴れる心臓の音が、わたしの鼓膜を激しく刺さした。

「私を阻はばむのは、もはやおまえだけ。邪じや魔まなおまえのせいで、手に入れたものを失ってしまう。おまえを殺して、終わりにしよう」

　疑いようのないあきらかな殺意を、目の前の男はまとっていた。誰も顔を知らない幻げん影えい伯爵。ここでわたしが殺されたら、迷めい宮きゆう入りの事件になってしまう。なのに容よう赦しやなく、ぐっと手に力が込められて、意識が遠くなりかける。すると、男はわたしの耳元に唇くちびるを近づけてささやいた。

「……おまえを知っているぞ。覚えているか？」

　──え。

「小物入れの手紙は読めたかい……お嬢じようさん？」

　顔を離はなした男は、ニヤリと笑った。ショックが脳天を突つきやぶる。目め頭がしらに溜まった涙が、どっと頰ほおに流れた。

　……どうして──知ってるの!?

「……うっ……！」

　違ちがう……そんなわけない！　そう思っても男の瞳の色に、遠い記き憶おくがいやでも重なった。

　いやだ、信じたくない！

　はじめて会った親切なヴェーダの男の子が、この男だなんて──！

「う……そ……」

　自分で写真を撮とるようになって、写真にエレメンタルの残ざん影えいが写っていたことが嬉しくて、ずっとずっと大切にコレクションしてきたのは、いつか見つけられるかもしれないと思っていたからだ。

　あの男の子のエレメンタルの残影は、きっと誰よりもきれいだからわかるはずだって、根こん拠きよもないのに確信していた。

　なのに。

「……あな……たは……」

「私がなんだ。遺ゆい言ごんなら聞いてやる」

　わたしの甘い夢を打ち砕くだく現実。双そう頭とうの蛇へびを象かたどる、悪あく霊りようを思わせる醜みにくいエレメンタル。

　それが、あの男の子のエレメンタルの残影だったなんて。

「……あな……た……を見つけ……かった……」

　身体が浮き、もがくつま先が床にこすれた。のどもとの圧あつ迫ぱく感かんが吐はき気をもよおす。それでも、声を振り絞しぼった。

「ずっと……捜さがし……お礼が……言いたかっ……」

　男の不敵な笑えみがゆがんだ。わたしの涙に濡ぬれた男の手の力が、かすかに弱まる。考えるよりも先に、わたしは全身の力で男を押しのけ、そのすきに滑り込むように壁から離れて逃にげ、咳せき込んだ。

　こちらを見つめる、屍のような生気を失った姿。瘦せ細ってひどく老いてはいるけれど、あの男の子だとするなら本当は二十代のはずだ。なのに若さのかけらもない。それは強いエレメンタルを乱用したからだ。

「……あなたは……誰だれ……」

「側近を見て安心したのだろう？　ならば、私の名前も知っているはず」

「……アドルフ……オードラン伯爵……？」

　この人は広間のどこからか、側近に近づいた警視の様子を見ていたのだ。わたしをひとりにするための、これはすべて罠わなだったんだ。

　エレメンタルを乱用して列車の事故や数々の事件を秘ひそかに起こし、たくさんの人を哀かなしませた。あの男の子の成れの果て──アドルフ・オードラン伯爵。

　この人はずっと強いエレメンタルを乱用し続けてきたのだ。まるで、果か汁じゆうの最後の一いつ滴てきまで搾しぼりきってしまうみたいに。それは警視が予想したように、事故に見せかけて親族を殺した理由に、たぶんつながる。

　──伯爵である養父に愛されず、ひたすら利用されてきた、その復ふく讐しゆう。

「なにを考えている」

　ゆっくりと伯爵が近づいて来る。ここに幻影伯爵がいると、警視やグラフォードさんに知らせるには、どうしたらいい？　わたしは後ろに退きながら、このまま時間を稼かせごうと考えた。

「……あなたに、同情する」

「……同情？」

「そんなになるまでエレメンタルを使ったのは、利用されてきたからでしょ」

　伯爵が足を止めた。と、ふたたび笑った。

「なるほど、察しのいい人間は嫌きらいじゃない。だが、残念だよお嬢さん。おしゃべりをしている時間はない」

　袖そで口ぐちからのぞく手首の入れ墨ずみは、エレメンタルの使用を我が慢まんしているかのように、ちらちらと青くまたたき続けて止やむことがない。その絵図は交差する……小さいし遠目ではっきりとはわからない。でも、見なくてもわかっている。剣けんだ。

「無む駄だだ」

　コツンと靴くつ音おとを響ひびかせて、伯爵は一歩前に出た。

「私に身の上を語らせて時間を稼ごうとは、なかなかに小こ賢ざかしい」

　一歩また一歩と、伯爵が近づいて来る。

「私を捕つかまえることはできない。捕まるぐらいならこのエレメンタルを使いきり、いっそ邪じや悪あくな精せい霊れいとなることをわたしは選ぶ。邪悪な精霊となり、この宮殿ごと炎の渦うずにしてやろう」

　伯爵がエレメンタルの使用を抑おさえているのがわかる。姿を消して逃げることもできるはずなのに、そうしない。わたしの首を自分の手で絞めたのは、余命いくばくもないことを悟さとっているから？

〝使いきる〟と伯爵は言った。入れ墨は点てん滅めつしているし、もしかするとあと一度かもしれない。エレメンタルを使えば伯爵の寿命は尽つきて、そして。

　邪悪な精霊と化してしまうのかもしれない。

　この人はそれを──たぶん自分でわかっている。だから我慢しているのだ。

「だが、おまえが叫さけばずに静かに殺されてくれれば、そうはならないと約束しよう」

　狂きよう気きに満ちた伯爵の瞳ひとみが、爛らん々らんと輝かがやいていた。この人は危険だ。言葉に噓うそはない、間ま違ちがいなく本気だ。

　宮きゆう殿でんが燃えたらこの中にいる人々は傷つき、死ぬかもしれない。警視もアルノーさんも、それにグラフォードさんも。そう、グラフォードさんを死なせてしまうかもしれない。

　そして邪悪な精霊は永遠にこの世界を徘はい徊かいし、人々を脅かすようになってしまう。この街に暮らす人々、親切なボトン家の人たちも危険にさらされるようになる。なにより。

　わたしは、近づく伯はく爵しやくをまっすぐに視界に入れた。

　この人も、邪悪な精霊として永遠に生きながらえることになるのだ。利用されたまま、誰だれにも理解されないまま、ひとりぼっちで。

　もっと早く出会えていたらよかった。そうしたら、理解者になれていたかも。でも、そんなのはわたしの甘い考えだし夢物語だ。

「……あのときみたいな辛つらい思いをするのは」

　もう目の前にいるのは、あのときの男の子じゃない。この人は変わってしまった。凶きよう暴ぼうな、残ざん酷こくな大人になってしまったのだ。

「わたしだけでたくさん！」

　激しく脈打つ心臓が、いまにも口から飛び出してしまいそうだ。

　声が震ふるえて、怖こわくて怖くていますぐにでもここから逃げ出してしまいたい。でも、そうしたら、わたしは絶対に後こう悔かいする。写真館を失ったように、あのときああしていればよかったって、後悔するのは二度とごめんだ。自分にできることは、なんだってするって決めたのだ。決めたのは誰でもない、わたし自身だ。

　怖くても……絶対にやり遂とげる！




　──ヴェーダのエレメンタルで、すべてを失う。門番を継つぐために必要な、それが儀ぎ式しき。




　間違っているかもしれない。でもずっと、ひとつの考えが頭から離れなかった。

　もしもグラフォードさんがいなければ、この場にあるはずのない命だ。軽かろんじているわけじゃない、ただ、賭かけられることがあるのなら、命ごと賭けてもいいって思うだけ。もうなにも失いたくないから。

　だから。

「……殺せばいい」

　わたしは拳こぶしを握にぎった。大きく息を吸い込む。伯爵の姿をにらみすえ、早はや鐘がねを打つ心臓を感じながら渾こん身しんの力で叫んだ。

「殺したいのなら殺せばいい！　わたしの写真館を燃やしたみたいに、そのエレメンタルでいますぐ──殺せ!!」

　静まり返っていた空間に、わたしの声がこだましてどこまでも反はん響きようした。無数の靴音がひとつにまとまり、どこか遠くから近づいて来るのがわかった、そのときだった。

　伯爵の入れ墨が激しく発光した。炎ほのおの球体が掌てのひらに浮うかび、一筋の矢となって猛もう烈れつな勢いで眼前に迫せまる。

「シモンさ──ニーナ──!!」

　グラフォードさんの叫び声を耳にしたのを最後に、意識が途と絶だえる。

　身み悶もだえするほどの熱が身体からだをつらぬき、わたしの視界は闇やみに包まれた。
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　愛するニーナへ。




　ニーナ。あれこれとたくさん書こうと思ったけれど、言葉にするのは難しいわ。母さんは神さまのいるところへ行ってしまうけれど、いつもいつもあなたのことを見守っています。あなたを心から愛してます。なにがあっても、あなたのそばにはいなくても、母さんはあなたの味方よ。このことはけっして、忘れないでね。

　じめじめとしたことを長々と書きたくない気分だから、母さんからニーナへ、母さんの家に代々伝わる〝秘密の絵〟を教えたいと思うの。

　いつもやっていたわね。そう〝お絵え描かきごっこ〟だと思って？　母さんが絵を描いて、パッとニーナに見せてね、それを覚えたニーナが同じ絵を描くあの遊び。ニーナは覚えがよくて、母さんはいつもびっくりしたものよ。

　だから最後に、これを教えましょう。

　さあ、ニーナ。これが覚えられるかしら。なんだかとっても不思議でしょう？　これはね、小物入れと同じ、母さんのご先祖さまから代々伝わっているものなの。なんなのかは知らなくても大だい丈じよう夫ぶ。母さんも知らないんだもの。でもね、きっと素す敵てきなものなんじゃないかしら。たぶん、お守りのようなものよ。

　ひとつだけ約束してほしいの。もしもニーナが誰かと結けつ婚こんして、かわいい子どもが生まれたら、その子にも覚えてもらってね。そうしてわたしたちのご先祖さまは生きてきたみたいだから、ニーナたちも受け継いでいきましょう。

　本当はあなたに残せるものが、もっと素敵なものだったらよかったのにって思うわ。たとえば、きれいな細工のほどこされた指輪だとか、ネックレス。でも、小物入れも素敵でしょう。あなたの宝物を、この中に増やしていってね。そしてずっとずっと大切にしてね。

　人生はとても難しいわ、ニーナ。自分ではどうすることもできないことが、かなしくて辛いことが、何度も何度も押し寄せる。でも同じくらいに、喜びはちゃんとどこにでもあるものよ。けれども残念なことに、楽しいことや嬉うれしいことはあまりにもささやかで、見つけてあげないとすねて姿を消してしまうの。だから、忘れないようにきちんと覚えていてあげてね。

　もしもあなたがなにもかも、すべてを失うようなことがあったとしても、かならず希望は残されているのだと、書かせてください。それがどんなに小さな光でも、あきらめないでつかんで欲しいと、母さんは願っています。

　いつでもあなたを見守っています。

　あなたを愛しています。永遠に。
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　闇だ。

　目を開けているのか閉じているのか、判別ができないほどの闇にいた。自分がどこを向いているのかもわからない。

　目をこらしていると、やがて針の穴ほどの光がまたたく。本能が光に向かって、わたしの足を運んで行く。視界の光が大きくなる。歩くたびにどんどんと大きくなっていった。

　歩きながらもなんとなく予感していた。ここは精せい霊れいの世界じゃない。ここは死んだ人たちが行き着く場所──たぶん、冥めい界かいだ。

　わたしは儀式に失敗したのだ。儀式に失敗して……死んだのだ。ヴェーダのエレメンタルですべてを失う、そのすべては肉体だって思った。だけど……違ちがった。

　涙なみだがこみ上げてきて、唇くちびるを嚙かんだ。それでも歩みは止まらない。

　みんなのことが心配でどうしようもない。たしかでもないのに勝手な思い込みでこんなことをして、幻げん影えい伯爵はいまごろ邪じや悪あくな精霊になっているかもしれないのに、もうなんにもできない。戻もどれないし、それに誰だれにも会えない。

　グラフォードさんにも──会えない！

「……うっ……！」

　ずるずると重い足を引きずるようにして、涙をぬぐうこともせずに歩いた。もうすぐ冥界の出口、その先の世界は知るよしもない。けれど、歩き続けた目の前にあらわれたのは、ただの出口ではなかった。

　淡あわく発光する巨きよ大だいな両開き扉とびら。その手前に、なにものかが目を閉じて立っている。くるぶしまでとどく白銀の髪かみ、この世のものとは思えない美しくてはかなげな存在が、純白の衣服をまとって立っていた。

　……天使？

　扉には、見覚えのある中心の欠けた絵図が、円を描えがいて刻まれていた。それは、石せき盤ばんと同じだった。立ち止まったわたしに、目を閉じている天使は言った。

　──わたしはラウキュレス。境界扉の守護精霊。

　天使ではなかった。境界扉の……守護精霊？　じゃあここは、冥界……じゃ、ない。

「ラウ……キュレス？」

　長いまつげを伏ふせたままでラウキュレスは右手をかざす。そうしながらゆっくりと近づくと、わたしの額にその手を寄せた。じんわりとしたほのかな熱を額に感じる。

　──あなたを待っていた。

　ラウキュレスはそう言って、かざした右手を静かに握る。瞬しゆん間かん、それまで閉じていたまぶたを開けた。

　──王が謁えつ見けんする。

　刹せつ那な、姿は無数の光の筋と化し、扉に刻まれた欠けた部分に吸い込まれて行く。音もなくうねる光が絵図を描き終えた直後、扉全体が激しく発光した。

　眩まぶしさで目がくらみ、しばらくの間まぶたを閉じてじっとしていると、かぐわしい花の香かおりが漂ただよってきた。ゆっくりとまぶたを開けると、闇にそびえる巨きよ大だい扉とびらの中にたたずむ、ひとりの幼い男の子がいた。

　濃のう緑りよく色しよくの長い髪なんて、見たことがない。一本に編まれたつやのある髪を胸に垂らし、華きや奢しやな身体に純白の衣服を身に着け、絵画に描かれる神々のごとく整った顔立ちの男の子は、雲ひとつない青空を背にして、草原に立っていた。

　その瞳ひとみは、ダイヤモンドのように七色にきらめいていた。あまりの美しさに声が出ない。驚おどろきながらもわたしは扉の中へと足を踏ふみ入れた。

　その矢先だった。

　強い風が吹ふいてとっさに目を閉じた。ゆっくりとふたたび目を開けたとき、男の子がいたはずの場所には、真緑の葉を揺ゆらす、雲を突つき抜ぬけるほどの巨きよ木ぼくがあった。幹はルテの建物を何棟むねも集めたほどに太く、水脈をしめすかのように幹から枝へと、七色の光がときおり瞬またたきながら輝かがやく。見上げても見上げても、どこが天てつ辺ぺんなのかわからない。すると、風に混ざりあうかのように、世界のすべてを包むような声がどこからともなく放たれた。

　──ラウキュレスがそなたを認め、扉を開けた。

　声は天から、草原の大地から、風にのって降りそそぐ。わたし以外には誰だれもいない。ということは、まさか。ゆっくりと大木をあおぎ見る。ここは冥界じゃなくて、精霊の世界？　そしてあの男の子は……この巨大な木？　あなたは……。

「……精霊……王……？」

　──そうだ。余がこの世界を司つかさどる、王。

　まさか信じられない。信じられない、けど……！

　威い厳げんに満ちた声に畏い怖ふを感じ、自然とその場にひざまずいて頭こうべを垂れた。これは夢？　いや違う。風の感かん触しよくに澄すんだ空気の香り。どれも夢とはほど遠い現実感に満ちていた。

　──そなたをつらぬいた精霊の力により、その血を門番のものと余は理解した。だから余は認めよう。

　顔を上げると、また強い風が吹く。七色に光る水脈が、太い枝のすみずみにまでいきわたる。

　──いまここで認めよう。余の前にあらわれた、唯ゆい一いつなる者よ。

　目のさめるような濃のう緑りよくの葉が揺れ、こすれあう音と声が重なった。

　──これよりそなたに、〝還かえす力〟を授さずける。よって、開くがいい。だから戻れ。

　精霊世界の風がわたしを包む。淡く輝く七色の風が世界を彩いろどった。

　──そして、開けよ。

　その風が精霊王の枝葉を揺らし、かと思えば花びらの翼つばさをもつ無数の鳥となり、いっせいに空へ飛び立った。

　──そなただけに叶かなう扉を。
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　どこか遠くで、誰かがわたしの名前を呼んでいる気がする。

　──死ぬな、死なないでくれ！

　かすれ声でそう何度も叫さけびながら、わたしの髪に指を絡からませて強く抱だきしめている。まどろみの中で鼻先をくすぐる香りは、グラフォードさんのジャケットと同じだった。

　……グラフォード……さん……？

　瞬間、ドクン、と激しい鼓こ動どうが全身を駆かけめぐった。みぞおちに鈍どん痛つうが走って激しく咳せき込む。もだえながら寝ね返がえりをうとうとしたとき、蒼そう白はくなアルノーさんの顔が視界に飛び込んだ。

「ニ、ニーナ!?」

　豪ごう勢せいな寝しん室しつには、アルノーさんしかいなかった。天てん蓋がい付きのベッドに横たわりながら、自分がどこにいてなにをしていたのか、一いつ瞬しゆんわからなくなっていた。でもすぐに、焦こげたドレスで思い出す。幻影伯はく爵しやくの炎ほのおの矢につらぬかれた部分が、焼けて穴になっている。なのに肌はだには、痣あざができているだけだった。

「広間を出たきみを、カミーユの部下が見ていたんだ。手分けしてすぐに追いかけたけど、見失って一歩遅おくれた。神々の間に着いたとき、みんな、きみが死んだとばかり……。だからここに運んだんだ。運んだのはジョエルだ」

「グラフォード……さんが？」

　あれは、夢じゃなかったの？

　声を絞しぼり出しながら、なんとか起き上がった。このまま寝ねているなんてできない。

「げ、幻影伯爵……アドルフは……？」

　息をついたアルノーさんは、よろめくわたしを支えてくれながら話しはじめた。

「きみが炎の矢につらぬかれたあと、アドルフは見るみるうちに老いて、エレメンタルにのまれたんだ。きみをここへ運んだジョエルはすぐに戻って、カミーユとヴェーダの警官と一いつ緒しよに、アドルフを神々の間から出さないために苦戦してる」

　邪悪な精霊と対たい峙じするグラフォードさんの姿が、瞬しゆん時じに浮うかんだ。誰よりも強いエレメンタルをあやつるグラフォードさんの手首の入れ墨ずみが、発光する場面が脳のう裏りを過よぎる。

　──大変だ、急がなきゃ。わたしが守るって、約束したんだもの！

　よろめきながら部屋を出て、素す足あしで駆け出そうとしたときだった。

「ニーナ、待ってくれ」

　廊ろう下かにしゃがんだアルノーさんが、アタッシュケースを開けた。そこには部品に囲まれた石盤が入っている。こんなときでも手て袋ぶくろの装着を忘れないアルノーさんは、すぐにそうして把とつ手てをつかみ、石盤をわたしに差し出した。

「きみに必要なものだ。ヴェーダのエレメンタルですべてを……肉体を失う儀ぎ式しき。一度死んだいまのきみなら、使えるだろ」

　アルノーさんは眉まゆを八の字にさせて、弱々しく笑った。

「……儀式をしたんだな」

「アルノーさん、儀式のこと知ってたの？」

　うつむく表情には罪悪感が見てとれた。

「ああ、知ってた。でも言えるわけないだろう？　言ったところできみが試ためすとも思えなかったけど、たしかなことじゃないし、危険なことに変わりはない。だから黙だまっていたんだ。なのにきみは……無む謀ぼうにもやってしまった」

　石せき盤ばんを受け取ると、アルノーさんはケースを閉じて腰こしを上げた。

「だけど正直に白状すれば、石盤を預けるのは待ってくれって言われたとき、やるんじゃないかと思ったよ。そして俺は、期待してしまった。許してくれ、ニーナ。きみの命よりも俺は、自分の好こう奇き心しんを選んだんだ」

　最悪だな、ともらす。そんなアルノーさんの前に、わたしは立った。

「ううん。あなたは最悪じゃない。これは自分で決めてやったことだもの。それにわたし、精せい霊れい世界の王様に会ったの」

　七色の瞳、幼く美しい、精霊世界を司る巨木の王。

「終わったら、詳くわしく聞かせてくれ」

　アルノーさんが、いまにも泣きそうな顔で笑った。

「うん。だから急ごう！」

　一緒に廊下を駆け出したのと同時に、アルノーさんは言った。

「俺はエゴの固まりだ。喜んでる場合じゃないのに、無む性しようにワクワクしてる。だから俺に見せてくれ、勇気あるニーナ。太古の歴史の再現を」
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　アルノーさんと駆けつけた神々の間の無む惨ざんな光景に、足がすくんだ。

　燃え盛る炎に包まれた、天てん井じように届くほどの双そう頭とうの大だい蛇じやが、とぐろを巻いて牙きばを剝むいていたからだ。

　……なにこれ。これは邪じや悪あくな精霊というよりも、もはや……怪かい物ぶつだ。

　柱は焦げ付き、燭しよく台だいも絵画も床ゆかに落ち、ほとんどの彫ちよう像ぞうが倒たおれて燃えていた。恐おそろしさで足が震ふるえ、これが夢ならいいのにと一瞬だけ考えた。でもこれは夢じゃない、現実だ。

　壁かべ際ぎわと窓まど際ぎわに、一列に警官が並び、いっせいに両手を突き出している。彼らは水のエレメンタルをあやつるヴェーダだ。全員のエレメンタルが集まって、神々の間に心こころ許もとない雨が降る。けれどその雨は呆あつ気けなく、大蛇の激しい炎にかき消されていた。

「なにがあっても、ここから絶対に逃にがすな！」

　叫んだのは、ベルナール警視だ。視線は大蛇に向けられていて、わたしとアルノーさんに気づいていない。苦く悶もんの横顔、あんなに真しん剣けんな警視を見たのは、はじめてだった。

　でも、警官のヴェーダたちは肩かたで息をしている。すでに疲つかれ果てているのが見てとれた。そしてグラフォードさんは、わたしとアルノーさんに背中を向けて、大蛇と対峙していた。

　底なし沼ぬまを思わせる、闇やみのような四つの大蛇の瞳どう孔こう。それは一点集中して、グラフォードさんに向けられていた。

「カミーユ、必要ない、邪じや魔まだ！」

　そう叫び、グラフォードさんは大きく右手を振ふりかぶる。手首に炎の鎖くさりが巻き付いた。その鎖を、グラフォードさんは大蛇めがけて解き放つ。

　鎖が大蛇に絡からみ付き、警官たちがざわつきはじめた。

「……無理だ……あんなの……どうやって捕ほ獲かくしろってんだよ」

「俺たちのエレメンタルじゃ、何度やったって同じことだ……」

　首を揺ゆらして炎の鎖にもだえる大蛇は、一瞬小さく縮こまったものの、身体からだに巻き付く無数の鎖を一本、二本と燃やし尽つくしていく。

　グラフォードさんも肩で息をしはじめていた。全神経が、右手に集まっているのがわかる。鎖にエレメンタルのすべてを込めて、大蛇ごと灰にしようとしているかのようだ。

　──そのときだ。

　グラフォードさんの手首で、かすかになにかが青くまたたくのが見えた。わたしの全身が総毛立つ。

　──いけない！

　そう、約束したの。わたしがあなたを守るって！

　持っていた把手を右手に握にぎりしめる。そしてわたしは駆け出した。

「ニーナ！」

　アルノーさんが叫ぶ。

「ニーナ嬢じよう!?」

　アルノーさんの声に気づいて、警視がわたしを見た。グラフォードさんも振り返る。集中が途と切ぎれたのか入れ墨の発光は止まり、炎の鎖はグラフォードさんの手の中へ吸い込まれた。わたしは左ひだり腕うでを大きく伸のばし、目を見張るグラフォードさんを背後からつかまえた。

「シモンさ」

「うん、生きてる、大だい丈じよう夫ぶだから！　約束したもの！　あなたを守るって！」

　目の前には炎の大蛇。それが不気味に口を開ける。焦げくさい臭においと乾かわいた空気を、思いきり吸い込んでいるのがわかる。いましもこちらに向かって、炎が吐はき出されそうだ。

　──急がなければ！

　右手に持った石盤をかかげた瞬しゆん間かん、それまで感じたことのない重みが伝わった。まるで命が吹ふき込まれたかのような重さで腕うでがしびれる。落とさないよう、わたしは渾こん身しんの力を込めて握りなおした。

　欠けた中心の空間に大蛇をおさめ、大きく息を吸い込んでまぶたを閉じる。そして脳裏に、〝鍵かぎ〟の絵図を浮かべた。

　瞬間、奇き妙みような感覚におそわれた。

　長い年月のずっと向こう、過去をさかのぼった見知らぬ誰だれかが、自分をあやつるような不可思議な体感。それはわたしの先祖だろうか。母さんの先祖、ずっとずっと大昔の、精霊王に認められた門番の血が、わたしの身体を流れて胸を高鳴らせる。するとほんの刹せつ那な、脳裏に映るものがあった。

　純白の衣服を身にまとった、白銀の髪かみの美しい存在。まぶたを閉じている境界扉とびらの守護精霊──ラウキュレスが目を見開く。そして、わたしをまっすぐに見た。
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　──開けなさい。

　鼓こ膜まくに声が響ひびきわたる。わたしがまぶたを開けたとき、それは起きた。

　石盤に彫ほられた絵図が、精霊王の水脈のように七色に光り出す。そこにあるはずのない最後のかけらが、きらめく極ごく彩さい色しきとなって発光した。大蛇が炎ほのおを吐き出すのと、音もなく光がひとつに集まり、まっすぐ大蛇に向かって放たれたのはほとんど同時だった。その衝しよう撃げきで、後ろへ弾はじき飛ばされそうになった寸前。

　グラフォードさんがかばうように、瞬時にわたしの頭ごと抱だきかかえて、そのまま床に叩たたき付けられてしまう。下した敷じきになったグラフォードさんは、わたしを抱きしめたまま腕の力を強くさせて言った。

「……どういう、ことですか」

　耳にグラフォードさんの息がかかって、胸が苦しい……けれど、いまはドキドキしている場合じゃない。

「門番になるための儀ぎ式しきをしただけよ。だから生きてるの！」

「儀式？」

「と、とにかく！　わたしは生きてるし、約束は守ったじゃない」

　グラフォードさんの腕はまだゆるまない。

「……守ってない。石盤のことも門番のことも忘れると、僕と約束したはずだ」

「それは謝るわ、本当にごめんなさい！　でも、わたしにできることならなんでもしたかったの！　あなたを守りたかったから、その約束は守ったでしょ!?……って、こんなことしゃべってる場合じゃないわ。は、放してくれない!?」

　グラフォードさんの腕の力が、諦あきらめたようにやっとゆるめられた。四つん這ばいで起き上がったわたしのすぐそばに、グラフォードさんの顔がある。吸い込まれそうな瞳ひとみでわたしを見つめている。ほっとしたようなその表情には、わたしが生きていたという安あん堵ど感かんがあった。

　ずっと見つめていたいと思う気持ちを押し殺し、わたしは即そく座ざに起き上がって立つ。

　大蛇の手前に天井をつらぬくほど大きな、光の扉があった。開かれた扉が、大蛇の吐き出す炎を吸い込むようにさえぎっている。

　わたしはグラフォードさんに、石盤を持っていない左手を差し伸べた。グラフォードさんはその手を握り、起き上がってから言った。

「……あなたが、死んだと思った」

　わたしの手を、グラフォードさんが強く握った。そして、絞しぼるような声こわ音ねでささやく。

「……よかった」

　本当に心配してくれたんだ。その思いが手の強さで伝わった。

「心配かけて、ごめんなさい」

　わたしも強く握り返した。グラフォードさんはもう一度、わたしの指が折れてしまいそうなほど強く握ったあとで、ゆっくりと手を離した。

　炎が燃える音に包まれた神々の間で、警視も警官たちも呆ぼう然ぜんとたたずんでいた。その場にへたり込んだアルノーさんだけが、幼い男の子のように瞳をきらきらさせていた。

　みんなの視線の先には、光の扉があった。すべてのものを優やさしく包むように開かれたそれは、怪物のような大蛇──邪悪な精せい霊れいが通るそのときを、静かに待っている。

　やがて扉からいっせいに飛び出た鳥たちが、大蛇を包んでいく。いや、鳥かと思ったそれは、花びらだ。大蛇は暴れながら何度も口を開け、炎を吐き出そうとした。けれど苦しげなうめきをもらすだけだった。

　──やめろ……やめろ……！

　炎も動きも、いまやはばたく花びらに封ふうじられていたけれど、それでも大蛇は扉をくぐらない。その四つの眼めが、光の扉の向こうからわたしを捉とらえていた。

　さっきまでの喧けん噪そうが噓うそのように静まり返っていた。花びらに包まれた大だい蛇じやの輪りん郭かくが、小さくなっていく。小さくなり、やがて人の姿を象かたどりはじめる。それは、アドルフの輪郭を思わせた。わたしはグラフォードさんから離れて一歩ずつ、扉に近づいた。

　──小こ娘むすめ。おまえを早々に殺すべきだった。まさかおまえが！

　この世界と精霊の世界をつなげる唯ゆい一いつの扉が、わたしとアドルフを隔へだてるようにそびえ立っている。わたしは息をととのえながら、光の扉の向こうにいるアドルフを見つめ、語りかけた。

「……あなたはもう、この世界にいられない」

　──反吐へどの出る世界。だがまだ、やり残したことがある世界。すべてを手に入れたのに、このまま去ってなるものか。いっそ私と一いつ緒しよにすべての人間を喰らい、燃やし尽くしてやりたい！

　憎ぞう悪おだ。アドルフの本ほん性しようがむき出しになる。

　──おまえにわかるか、小娘。利用され続けた者の思いが、おまえにはわからないだろう。恐おそれられて排はい除じよされ、誰も私を理解しようとはしなかった。だが、たったひとりだけ、手を差し伸べてくれた者がいた。その者のためなら、なんでもしようと私は思った。どんなに汚きたないことも、誰かを殺あやめることもいとわないと誓ちかったのだ。けれど、すべては茶番だ。その者すら、私を怖こわがるようになった。わかるか、小娘。その者に命を狙ねらわれた私の気持ちなど、おまえにわかるはずがない！

　言葉を失ってしまった。アドルフは、養父に殺されそうになったんだ。だからその前に、殺したんだ。

　──頭を撫なでてもらえるだけでよかった。褒ほめてもらえるだけでよかった。それだけで私は、なんでもできた。老いさらばえて寿じゆ命みようが尽つきてしまうほど、力を使い果たすことなど些さ末まつなことだった。だが、もういい、もう疲つかれた。私の野望を叶かなえるために似た者同士を集めたが、その者たちをも始末してきた。私はすべてに疲れた。だからお願いだ。もう悪さはしない。ひっそりとどこかで生きる。だからこのまま見み逃のがしておくれ。

　か細く弱々しい声に、心が揺ゆさぶられてしまう。アドルフの気持ちが、痛いほどわかるからだ。きらきらした青い目の、王子さまみたいな男の子だったのに。

　こんな姿になってしまうまで利用されて、ひとりで苦しんできたのだ。

　そう思ったら、涙なみだがあふれた。逃にがしてしまおうか、と思う。そばにわたしがいたら、悪さはしないかもしれない。そうだ、どこかに隔かく離りしてわたしが見張っていれば……と、一歩あとずさったときだ。

「〝邪じや悪あくな精霊の言葉をうのみにしてはならない〟」

　グラフォードさんだった。わたしははっとする。涙をぬぐって、自分を戒いましめた。お人ひと好よしにもほどがある。もうあのときの男の子じゃない。わたしは強く拳こぶしを握にぎりしめた。

「あなたは。あなたはもう、この世界にいられないんだよ」

　──ならば、おまえも一緒に行ってくれないか。おまえも一緒に行くのなら、この扉をくぐろう。ひとりは寂さびしい。寂しいんだ。

「〝与あたえる約束を交かわしてはならない〟」

　グラフォードさんが耳打ちしてくれる。グラフォードさんがいてくれなかったら、すっかり心を持っていかれていたかもしれない。わたしは同じ言葉をひたすら繰くり返した。

「あなたは、この世界にいられない」

　すると同情を誘さそう声音は一転、苛いら立だったような悪意を隠かくさないものになる。

　──おまえになにができる！　みすみす写真館を燃やされた小娘！　おまえにはなにもできない、無力で弱くて泣くことしかできない人間だ、そうして周囲に迷めい惑わくをかけるだけの人間だ、そうだろう!?

「〝弱さを見すかされてはならない〟」

　わたしとグラフォードさんの声が重なった。わたしは扉の向こうを見すえた。

「……うん、わたしは無力な人間だよ。でも、あなたを還かえすことができる」

　グラフォードさんから離れたわたしは、扉のすぐそばに立った。

〝理解者であると安心させよ〟。

　小物入れの鍵かぎを捜さがしてさまよったあの日。心細くて寂しくて、自分を責めていたわたしに手を差し伸のべてくれたのは、はじめて見たヴェーダの男の子だった。

「あなたに鍵を開けてもらってから、わたしはヴェーダに憧あこがれた。自分もそうだったらいいのにって、何度も思ったの。学校にもヴェーダの子がいて、みんなの人気者だったわ。でも」

　それは、ささやかな力だったからだ。小さな虹にじを見せてくれて、花か壇だんの土を掘ほり起こしてくれて、マッチを忘れた先生の煙草たばこに火を点ともす。ああ、女の子のスカートを風のエレメンタルでめくっちゃう子もいたんだ。あの子は男の子たちに抜ばつ群ぐんの人気を誇ほこっていたっけ。

「人は、ちょっと不思議なことには憧れる。だけどその予想を超こえる力には、怖くなって尻しり込ごみしてしまう。それはわたしたちが、普ふ通つうの人間が、なんの力も持たない存在だからだと思う」

　花びらに囲まれた微び動どうだにしないアドルフの輪郭。光の扉とびら越ごしに、わたしは見つめ続けた。

「強い力を宿して生まれたあなたの運命には、同情する。もっと早く出会えていればって思うの。友達になるとか、たくさんおしゃべりするとか、そうすれば理解できたんじゃないかなって。そうしたら、あなたは」

　こんなふうにはならなかったのかも。

　人が、邪悪な精霊になる。残ざん酷こくな現実に、圧あつ倒とうされてしまう。列車の事故で、父さんやたくさんの人を死なせ哀かなしませられて、写真館も燃やされた。人間なら裁かれるべき存在だ。わたしだって、仕返ししてやりたいと思った。だけどもう、この人はすでに裁かれている。

　二度と、人間には戻もどれないから。

　──なぜ、おまエが、なゼ、泣ク。

「……わからない。ただ、もっと違ちがうふうにあなたが生きられたらよかったのにって」

　鼓こ膜まくの奥で、あのときの男の子の言葉が蘇よみがえる。寂さみしげな横顔でつぶやいて、幼かったわたしを混乱させたあの言葉。ああ……そうか。いまならわかるよ。

「〝もっとどこか、ここじゃない違う場所に、帰るべき場所があるような気がする〟。あなたの言ってた言葉よ。だから、そこに。その向こうに」

　わたしは扉とびらを指した。

「……おかえり、誰だれにも傷つけられない世界に。もう誰も、あなたを利用しない。もうなにも、がんばらなくていいところに」

　突とつ如じよ、むくむくと輪郭が変化する。包んでいた花びらが粉々に散った。きらめく星ほし屑くずのように宙を舞まい、解けて消えていく。残されていたのは、かすかな炎ほのおに包まれた双そう頭とうの小さな蛇へびだった。

　──あア、忘れテいく。なにもカも。消えてイク……スベテノ記き憶おくガ……。忘レタイコトバカリノ記憶ガ……コレデイイ……コレデイイ……。

〝迅じん速そくに扉をくぐらせよ〟。

　わたしは声を振ふり絞しぼった。

「あなたの世界は、もうここじゃない。だからおかえり、〝本当の居場所〟に」

　蛇がまぶたを閉じた。もうどこにも、アドルフの面おも影かげはなかった。

　───還かえロウ。カエ、ロウ……。

　扉が優やさしく発光する。消え去るように扉の中に、双頭の蛇の姿が解けていく。そうして消えきったところで音もなく扉は閉じ、瞬しゆん時じに視界から消えた。

　とたんに全身の力が抜ぬけて、立っていられなくなった。

「シモンさん！」

　崩くずれるわたしを支えてくれたのは、グラフォードさんだ。

　そのとき、ドンッ、と花火の上がる音がこだました。色とりどりの華はなやかな光が窓から射さし込んでくる。きっと舞ぶ踏とう会は、最高に盛り上がっているのだろう。できることなら、ちょっと参加してみたかったな。宮きゆう殿でんでの舞踏会だなんて、わたしには二度と経験できないことだろうから。

「……ドレス……アデールさんに……謝らなくちゃ……」

　なんとか声にすると、グラフォードさんの指先が、わたしの頰ほおに触ふれた。親指がわたしの涙をぬぐうように、まぶたや頰を優しくなぞっていく。

「あなたはいつも、誰かに謝ってばかりだ」

　ホントだ。思わず笑えみが広がる。ああ、でももう、一歩も動けないな。

　髪かみにグラフォードさんの指が絡からんだ。どうしたんだろう、そんなに強く抱だきしめなくても、死んだわけじゃないのに。あんまり強く抱きしめられると、あなたの髪がわたしの頰をくすぐって、残り少ない体力の全部が心臓に集中して、いまにも気を失ってしまいそうだ。

　どんどん意識が遠くなっていく。そうなりながらも、ふと脳のう裏りに蘇ったことがあった。

　炎の矢につらぬかれる前に、発光したアドルフの入れ墨ずみ。それは交差する剣けんではなく、とぐろを巻く二匹ひきの蛇……のように見えたのだ。あれはわたしの気のせい……？

　そう思ったことも記憶の彼方かなたに消え去って、花火の光をまぶたに映しながら、わたしはすっかり意識を失ったのだった。
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　祝典の裏で繰り広げられたリュゼ宮殿での一件は、いっさいニュースにならなかった。

　宮殿でのわたしについても、もちろん話題にはなっていない。政府が他言無用と関係者に口止めしたからだと、あとでベルナール警視に教えてもらった。

　本物の石せき盤ばんはめでたく、政府の監かん視し下に置かれることになったそうだ。わたしがあの石盤を使うことは、たぶん二度とないだろう。

　いまはこの世にいないアドルフ・オードラン伯はく爵しやくの素す性じようの捜そう査さは、続いている。同盟者のヴェーダは全員始末したと、あのときアドルフは告げていたものの、残党はまだいるかもしれない。ベルナール警視が夢見る休きゆう暇かは、まだまだ先のことになりそうだ。

　アドルフのことを思うと、やっぱりいまでも胸が痛む。いまはもう本当のいるべき場所で、ひとりぼっちじゃないことを願うしかない。




　そして、そんなわたしはといえば。

　この事件から二ヶ月。ボトン家のお世話になったあと、グラフォードさんの紹しよう介かいで、十七区にある写真館に住み込みで働けることになった。広場に面したベルジェ写真館は、ルテで最初にできた写真館として有名で、雰ふん囲い気きがシモン写真館に似ていた。店主は双ふた子ごの美人姉妹、リーザとレナだ。同じ地区の写真館ということもあって、わたしの身の上を知っていたのかとても親切にしてくれる。いままでずっとひとりだったから、一いつ緒しよに夕飯を作ったり、夜どおしおしゃべりができるのは、家族ができたみたいで実はすごく楽しい……んだけれど。

　なんだけれど、実はこのふたり。

　現像を終えて、ライトを消して暗室のドアを開けた瞬しゆん間かん、わたしは放心した。カウンターも床ゆかもびしょ濡ぬれで、店内が水みず浸びたし状態だったからだ。そんな店内でブロンドの髪を振り乱し、ふたりが右手を突つき出した格好でにらみあっていた。その掌てのひらからは、霧きり雨さめが放たれていた。

「あんたの化け粧しようを、あたしのエレメンタルでグダグダにしてやるわ！」

「バカね！　あんたの化粧もグダグダになるのよ！」

「キーッ！　バカとはなによ！」

　水のエレメンタルをあやつるヴェーダだったのだ。しかも、亡なき祖父から受け継ついだという写真館はいまはほとんど名ばかりで、実際の仕事の内容は〝なんでも屋〟。ベルジェ写真館の威い信しんは失しつ墜ついし、お金持ちの邸てい宅たくの掃そう除じをしたり、ときには雨を降らせるために、映画の撮さつ影えい現場へ行くこともあるらしい。それはすごく素す敵てきだって思う……んだけれども！

「待って、やめて！　店内でこんな水とか湿しつ気けは御ご法はつ度となの！」

「あなたが現像したフィルムと写真なら、封ふう筒とうに入ってカウンターの引き出しよ！」

　リーザの髪を引っ張るレナが言った。

「そ、そうだけどなんて言うかな、印画紙やフィルムって繊せん細さいだから」

「ストップ！　あなたと写真談義をしている場合じゃないの、わかるでしょ!?」

　うう、伝わらない！　わたしは急いでドアに駆かけ寄り、閉店のボードを外に向けて下げ、ふたりに向きなおった。

「ス、ストップ、ストップ！　お願いだから喧けん嘩かしないで。理由はなに？」

「レナが、フィリップ卿きようが選ぶのはニネット夫人だって言うのよ？　オリヴィエ嬢じように決まってるじゃない、ありえないわ！」

　レナの髪を引っ張りながらリーザが語気を荒あららげる。対するレナも負けていない。

「あんなぶりっ子なんか選ぶわけないでしょ！　絶対にニネット夫人よ！」

　信じられない。喧嘩の理由が、ルテで流行のロマンス小説のヒロイン当て？　しかもどちらも、最後まで読んでない。

「最後まで読んだらいいじゃない！」

　とたんにふたりが固まった。

「……ねえ、ニーナ。そういえばあなたも読んでたわよね？　もしかしてあなた、最後まで読んだの？」

　読みました。心の中だけで答えて口をすぼめていると、教えて！　と同時に叫さけばれた。

「いやよ！　せっかくのオチを教えたくなんかないわ！」

「せっかくって、ちょっ……。わかったわ、意外なのね？　意外な女に落ち着くのね？」

「誰!?　誰なの、いますぐ言って！」

「いやだったら！」

　双子の怒いかりが、必死に拒きよ否ひするわたしに向けられてしまった。ふたり分の霧雨がバケツをひっくり返したような雨になり、頭からザブンとかぶるはめになった。

　もう……もーう！

「喧嘩しないで、仲良くしてってば！　また掃除しなくちゃいけないじゃない！」

「すごい惨さん状じようですね」

　聞き覚えのある声に飛び上がる。閉店のボードもなんのその、いつの間にかドアを開けて顔をのぞかせていたのは、一ヶ月ぶりに見るグラフォードさんだった。ぐん、と心臓は高鳴るのに、水に濡れて無む惨ざんな状態の自分に気づき、わたしはがっくりとうなだれた。

　一ヶ月ぶりなのに、びしょ濡れなんてありえない。そんなわたしの横を過ぎて、グラフォードさんはいつものごとく淡たん々たんと、無表情で告げた。

「本日はベルジェ姉妹に、免めん許きよの更こう新しん日時についてのお知らせにうかがいました。講習がありますので、当日は受付にこれを出してください。三日後、必ず出席してください」

　二枚の書類を姉妹に差し出し、グラフォードさんは背中を向ける。まるでわたしのことなんて見えてないみたいに通り過ぎて、ドアノブに手をかけた。

　全然なんにもなかったみたいな態度だ。仲良くなれたような気がしたのは、わたしの気のせいなのかな……って、仲良くなるもなにも、そもそもグラフォードさんがわたしと一緒にいたのは、仕事だったからだ。

　すべてが終わったから、もとの関係に戻もどっただけ。なんとか自分に言い聞かせて顔を上げたとき、ドアを開けたままでグラフォードさんが言った。

「それと、あの。シモンさんを少しお借りしてもいいですか」

　え。

　双子が顔を見合わせる。さっきの喧嘩はどこへやら、にっこり微笑ほほえむとわたしを見て、意味ありげに片目を細める。そしてグラフォードさんに視線を移し、同時に大きくうなずいた。

「ええ、もちろん！　ごゆっくり！」




　濡れた髪を軽くタオルで拭ふき、コートを羽織って外へ出た。

　もうすぐ新年を迎むかえるルテは、どことなく街中が浮うき足立って見える。どのお店も華はなやかに看板を彩いろどったり、平日の広場でも買い物客でごった返していた。

　雪の積もった広場を子どもたちがはしゃぎまわっている。快晴の空が雪を水面みなものようにきらめかせる中、グラフォードさんはスタンドで売られている焼き菓が子しを買ってくれた。

「あ、ありがとう」

「元気そうですね」

　嬉うれしいな。そうそう、こういうおしゃべりがしたかったの。ほくほくの焼き菓子を頰ほお張ばりながら、わたしは浮かれてうなずいた。

「う、うん。あならも元気ほうね」

　飲み込んでから答えるべきだった。不ふ明めい瞭りような返事に恥はずかしくなってうつむくと、グラフォードさんは持っていた大きな紙かみ袋ぶくろを差し出した。

「え、なに？」

「カミーユとクレマンと僕から。あなたに」

　手にすると重い。お菓か子しかな？

「嬉しい、ありがとう！」

　お礼を言いながら渡わたされた紙袋の中をのぞき、驚おどろいた。

　紙袋の中におさまっていたのは、立派な木箱だ。〝コルッカス・ファイブ〟という筆記体のロゴは、木箱の中身が高価な一眼レフカメラであることをしめしていた。

「う、うそ……これって……！」

　コルッカスは隣りん国ごくに本社を構える、カメラの会社名だ。中でも〝ファイブ〟モデルは高性能で、写真を撮とる人なら誰だれもが欲しがる、有名な一眼レフカメラだった。

　このカメラの手入れをしている父さんの姿を、思い出した。

「わ……うわっ！　も、もらえないわ、こんな高価なもの!!」

　単調な口調でグラフォードさんは答えた。

「カミーユいわく、報ほう酬しゆうだそうです。これはあなたが受け取るべきものです。あなたはこれに値あたいする以上のことをしたんです」

　表情はいつもと変わらないのに、わたしを見下ろすグラフォードさんの眼まな差ざしには、それまでにはなかった柔やわらかさがあった。それでなんとなくだけれど、この贈おくり物を提案したのはグラフォードさんなんじゃないかと思ってしまった。

「……父さんが一番気に入ってたカメラなの。まさかもう一度使えるなんて……！　嬉うれしい!!　本当にありがとう！　一生大事にするわ！」

　なめるように木箱を見下ろしてから、両りよう腕うでで強く紙袋を抱かかえて顔を上げたときだ。グラフォードさんの口角がまるで笑っているみたいに、かすかに上がっている気がしたのだ。

　ううん、まるでじゃないかも……笑った？

　変化が微び妙みようすぎて断言できないけれど、笑ったような気がする。というのも、ほんの一いつ瞬しゆんだったからだ。

「では」

　グラフォードさんが背中を向けたので、わたしはすぐに呼び止めた。

「あの、グラフォードさん」

「なんですか」

　肩かた越ごしに振ふり返った顔は、いつもの無表情に戻っている。見慣れたし、それはいいのだけれども、どうしても前から気になっていたことがあるのだ。

「わたしに敬語を使わなくてもいいわ。わたしだって、普ふ通つうにしゃべってるんだもの。あなたのほうが年上なのに、こんなのおかしいかなって」

　思案するかのように目を伏ふせながら、グラフォードさんはゆっくりとこちらに向きなおった。

「だから、なにか普通に言ってみて」

「普通……」

　口が薄うすく開く……も、息を軽く吸い込み、困ったように髪かみをかき上げる。

「すみません、僕にはこれが普通なんです」

「警視とかアルノーさんには、敬語じゃないのに？」

「彼らとは、付き合いが長いので」

　グラフォードさんから敬語が抜ぬけるには、長い年月が必要らしい。でも、待って？

「リュゼ宮きゆう殿でんでのとき、普通にしゃべっていたような……？」

　しまった、と言いたげな顔で、グラフォードさんは目を細めた。

「……危機的状じよう況きようだったので」

　答えられたのと同時に、わたしの頭をかすめたことがあった。

「そうだ。わたしのこと、ニーナって、呼んでくれなかった？」

　グラフォードさんの表情の困こん惑わくの色が、ますます濃こくなっていく。そうなりながらもきっぱりと言った。

「呼んでません」

　そうなの？　なんだ……なら、わたしの聞き間ま違ちがいということだ。ちょっとだけ落らく胆たんしてしまった。

「そっか……ヘンなこと訊きいてごめんなさい。あなたがしゃべりやすいなら、敬語でも構わないわ。まあ、わたしは普通にしゃべっちゃうけど」

　グラフォードさんの閉じられた唇くちびるの口角が、ほんのかすかに横に動いた。笑うのを堪こらえているかのように見えるけれど、これもわたしの勘かん違ちがいなのだろう。

　ま、いっか。普通に話してくれるようになるまで、少しずつ仲良くなっていけたら、それでいいもの。

「あの、とにかくカメラを本当にありがとう。警視とアルノーさんにもお礼のカードを送るね」

　小さくうなずいて、グラフォードさんは背中を向けた。

「では、また」

　グラフォードさんの背中を見送ってから、紙袋を手にわたしもきびすを返す。そうして十歩ほど歩いたときだった。突とつ然ぜん後ろから腕うでをつかまれたのだ。

　びっくりして振り返ると、グラフォードさんだった。

「どうした」

　の？　と言い終えないうちに、グラフォードさんは切せつ羽ぱ詰つまったように、わたしに顔を近づけて言った。

「やっぱり、くだらない噓うそをあなたにつきたくない。たしかに、あなたの名前を呼びました。シモンさん、ではなく」

「え？」

「女性をファーストネームで呼んだことがないんです。それで、その」

　もしかして、照れくさかった？

　彼の鋭するどい瞳ひとみの奥に、いたずらっぽさが過よぎった。嬉しいようなこそばゆいような気持ちにおかされて、わたしの頭がクラクラする。そのせいでなにも言えずにいると、グラフォードさんはわたしの腕から手を離はなした。

「それだけです。では、また来ます。シモンさん」

　わたしの名前を躊ちゆう躇ちよすることなく言って背中を向けると、広場を歩いて行った。やがてグラフォードさんの背中が通りを曲がり、見えなくなった。

「ニーナでいいのに」
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　そう言えなかった。でも、なぜだか心がわき立って、無む性しように走りたくなった。だから、わたしは紙袋をしっかり持って、広場を駆かけた。

　失ったものは多すぎる。それでも、新しく得たものだってちゃんとある。

　だから前を向ける。いつだって立ち上がれる。そうしていつか自分の写真館を建てよう。いまは更さら地ちになっているあの場所に。

　でも、それはもっと先のことだ。まずは掃そう除じをしなくちゃ。それから、ベルジェ写真館の威い信しんを取り戻もどすの。

　駆け足で広場を過ぎてから、わたしは写真館のドアを開けた。

「ただいま！」

「おかえり！」

　モップを手にした双ふた子ごが、カウンター越ごしに振り返って笑った。







　あとがき







　はじめまして。羽倉せいと申します。本作は、第十二回角川ビーンズ小説大賞の読者賞をいただいた作品を、改題改かい稿こうしたものです。

　審しん査さ員の先生方、読者賞審査員の皆みな様さま、編集部の皆様、選考に関かかわってくださったすべての方々に、心から御お礼れいを申し上げます。

　無茶ぶりな設定の作品が日を追うごとにまとまっていき、このように本にすることができたのは、担当様のおかげです。たくさん苦労をおかけしてしまったことと思いますが、本当にありがとうございました。これからも、何なに卒とぞよろしくお願いいたします！

　さらに、素す晴ばらしい挿さし絵えを描えがいてくださった、アオイ冬子先生。うっとりするほどの美しいイラストを、本当にありがとうございました。興奮で何度も歓かん声せいを上げました。家宝です！

　最後になりましたが、この本の出版に携たずさわってくださった方々、そして、この作品を手に取って読んでくださった皆様、ありがとうございます！

　今後も、少しでも楽しんでいただける作品をお届けできるよう、日々精しよう進じんしてがんばりますので、どうぞよろしくお願いいたします！
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